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　　　第六話　暗殺デートは素敵にどっきゅん










　　　　　１




　キーンコーンカーンコーン

　その日最後の終業のベルが鳴った。この音だけは同じベルでも他と違って聞こえるから不ふ思し議ぎだ。朝あさ一番の始業ベルを悪あく魔まのげっぷとするなら、終業ベルはさながら天使の歌声ってとこだ。

「あ～～終わった終わった」

　たいして見もしなかった教科書に別れを告げぱたんと閉じると、マコトは「ん～～」って伸びをした。

「さ～～ってと」

　さっさと鞄かばんの中にいろんなもん詰め込んで肩にひっかければもう帰宅準備は万ばん端たんだ。

　帰ろうと立ち上がったマコトは、おとなりからやってきた声に足を止める。

「待ってください。マコトさん」

「ん？　ど～～したの？　かなでさん」

「ど～～したのって、忘れてしまったんですかぁ」

　かなでの大きな瞳が殺人的にうるうるした。

「三時間目が終わったすぐ後に、マコトさんはこうおっしゃいました。ここ、ひまわり市は道を知っていないとすぐ迷まい子ごになってしまう危険な街だ。その上、富と山やまの薬売りに化けた人さらいが時折姿すがたを現し、悪い子も良い子も別け隔へだてなくさらっていってしまう。先月の行方ゆくえ不明者は十八名だった。おそらく無ぶ事じ発見されるのは半分以下だろう。もし今日の午後が暇ひまなら僕が街を案内してやろう。っておっしゃいましたぁ」

「う～～む」

　マコトは考え込んだ。

　記き憶おくはない。これっぽっちもないんだけど………おそらくその時間は眠りの世界で花見をしていたはずだ。

　寝ね惚ぼけて何かを約束してしまった可能性はゼロじゃないのだ。

「あたしさらわれたくありません」

　かなでの瞳が巨大化してうるうる度を増した。見つめてると吸い込まれてしまいそうなくらいに心理的圧力がある。ぶっちゃけ危険レベルだ。

「分かったよ」

　うるうる瞳に敗北したマコトは、こっくりと承しよう諾だくした。

「いいよ。街を案内してあげるよ」




「ありがとうございますぅぅぅぅ」

　ぺっこりと頭を下げたかなでは、そこでしめしめって微笑ほほえんだ。

　ふっふっふ、どうやらアタシの作戦にひっかかってくれたみたいですね。

　マコトを街に誘い出す。一緒に街を歩き親しん睦ぼくを深める。その結果、マコトが油ゆ断だんする。そのスキを見つけて、プスッとやっちゃう。

　名付けて、仲良くなって油断させ隙すきを見て暗あん殺さつ大作戦です！

　昨さく晩ばんのつらく苦しい修行が思い出された。手て鏡かがみを前にして、瞳をうるうるさせる練習をずっとしてたのだ。もちろん右手にはタマネギだ。

　アタシ、がんばったもんね。

　思い出をしみじみと嚙かみ締めてるかなでの耳に、その声は飛び込んできた。

「お？　どっか行くのか？」

「ああ、かなでさんに街を案内してあげるんだ。福ふく本もとも来るか？」

「そ～だな、久しぶりに街をぶらついてみるか。行く行く」

　え～～～～～！

　心の中でかなでは特大の不満の声を上げた。

　余よ分ぶんなもんがくっついて来ちゃ、せっかくの作戦が台だい無なしになってしまう。

「も～～関係ない人は引っ込んでてください」

　胸むな元もとから眠り吹き矢を取り出すと、かなではプッと吹いた。

「よ～～し、それじゃ行くかグ～～」

　いきなりぱったんと倒れてイビキをかきだす友人に、マコトは目をぱちくりさせた。

「おい、福本。大丈夫か？　おい」

「きっと寝ね不足なんですね。気にしないで行きましょ」

　マコトをせかすかなでだけど、障害はまたやってきた。

「お、マコト。どこ行くんだ？」

「あ、かなでさんに街の案内を。斎さい藤とうも行くか？」

「そうだな、どうせヒマだし。付き合おうっか」

　かなでは躊躇ためらうことなく眠り吹き矢をプッと吹いた。

「グ～～～～」

　先さき程ほどと同じようにぱったんこ倒れてイビキをかきだす友人に、マコトはまた目をしばたかせる。

「ど～～なってんだ？」

「だから、疲れてるんですよ。それより早く」

「春日かすが君。街まち案内なら僕も一緒に行こうか？」

「ボクも行くぞ」

「オイラも」

「あ、俺っちも」

　男子がわんさか近寄って来た。ちょっとばかし言動はいっちゃってるけど、かわいいしグラマーな転校生とお近づきになれるチャンス。それをみすみす逃したら男じゃない。そんな奴やつは食パンのミミ以下だ。そんな光が彼らの瞳に宿っていた。

　かなではやけくそのように胸むな元もとから吹ふき矢や筒つつをたくさん取り出すと、顔を真っ赤にして一気に吹いた。

「グ～～～～～～～～」

　みんな倒れた。バタバタ倒れた。

「アウトブレイク？」

「心配いりませんよ。きっと昨日の夜、みんなしておしくら饅まん頭じゆうとかしてたんですよ。だから疲れてるんです。さ、マコトさん。アタシ達だけで行きましょ～」

「はぁ」

「さ、早く早く。マコトさん」

　グースカ眠る男子達をそのままに、二人は教室を出た。




「え～～っと、大きな三角定じよう規ぎがこのへんに」

　たまたま忘れ物を取りに来た担任の河かわ原はら先生が、倒れる男子達を見つけた。

「こらこら、君達」

　河原先生は、まったりとおっしゃった。

「眠るんならちゃんと家で眠りなさい。他クラスの先生に見られたら、私が恥ずかしいじゃないか」




　　　　　２




　街の案内っていったって、放課後に行けるとこなんて限られてる。

　マコト的なスポットに連れてくとしたら、ゲームセンターに玩具おもちや屋にボウリング場って相そう場ばが決まってるけど、相手は女の子だ。

　ここなら間違いないだろうってことで、マコトはかなでを連れてデパートへとやって来た。先日、涼すず葉はと一緒にやって来たあのデパートだ。

　学校からなら歩いて二十分くらいで来られるのだ。

「ふわ～～～～大きな建物ですね～～」

　たっぷりと七階建てのデパートを見上げてから、かなでは尋たずねた。

「一体どなたのお城なんです？」

「は？　城？」

　何なに言ってんだろ？　ってマコトは首を傾かしげた。




　しまったぁぁぁぁぁぁ！

　かなでは頭の中であわあわ慌あわてた。

　当然のことだけど、自分はこの時代のことはよく分からない。なんてったって五百年前からやって来ちゃった人間だ。分かれって言う方がどだい無理な話だ。

　だけど、それを目の前のマコトに悟さとられたら、作戦は失敗。それどころか、もっとすごいことになってしまうかもしれない。

　かなでの頭に、もっとすごいことがもやもやと浮かび上がった。





マコト『あ、こんな常識なことも知らないなんて。さては貴き様さま、血ち桜ざくらのくノ一いちだな。現代の恐ろしい力を見せてやる。えい！（謎なぞっぽいでっぱりをぽちっと押す）』

かなで『いや～～～なんか目がジュバジュバ光るからくり人形がぎちょんぎちょん音をたてて歩いてくるわ～～。こつちに来ないでぇぇ、アタシ、あなたとはうまくやつていく自信が』

　ぐっちょりんこ！






　自分勝手な想像で、かなでは自分勝手に青ざめた。

　と、とにかく、アタシが血桜のくノ一だってことは絶対にばれないようにしなくちゃ。この時代の人間のような素そ振ぶりをしてないと怪しまれて……それで……。

「かなでさん。かなでさんってば」

　マコトに話しかけられてるのに気がつき、かなではあははって笑った。

「な～～んちゃって。ここがお城なはずないですもんね。冗じよう談だんです。冗談」

「……お城とデパートじゃ全然違うもんなあ」

「そうそうデパートです。何だかよく分かんないけどものすごくデパートっぽいデパートですね」

　本当に何だか分かんないことを言いながらかなでは歩き出した。

「さ、行きましょ」

　少し歩き、足を止める。

　よかったわ、この扉とびらの通り方を見ておいて。そうじゃなかったらまたここでも怪しまれるところだったもの。




　自動ドアを前に足を止めてるかなでに、マコトは首を傾げる。

「かなでさん。入らないの？」

「入りますよ。ちょっと待っててください。扉とびらが開くのを待ってるんです。扉が開いたらそのスキに入りますね。もたもたすると挟はさまれちゃいますからね」

　マコトは何て声をかけていいか分からなかった。ただ無言で、一歩前へ歩み出た。

　当たり前のことだけど、自動ドアが開いた。

「あ、開きましたね！　急いそいで通り過ぎないと」

「いや、ここに人がいる限り閉まらないから。急がなくてもいいんだよ」

「え？」

「人がここに来ると、扉が開くように出来てるんだから」

　ど～～しよ～～もない沈ちん黙もくが、とぐろを巻いた。

「あ、そ～～なんですか。アタシが前まえ住んでたところとは少し違った仕組みなんですね。あははははは」

　頭の天てつ辺ぺんから絞しぼり出すような甲かん高だかい声で、かなでは言った。

「全国どこでも自動ドアはこんなだと思うけどなぁ」

「さ、マコトさん。細かいことは気にしちゃいけません。中に入りましょ！」

　かなでに手を引っ張られ、マコトはデパートの中に足を踏み入れた。

「さ、どこへ」

「そ～～だな～～。一階は靴屋と薬屋ぐらいしかないから、上に登るか」

「そ～～ですね。あ、階段があります」

「あ、ちょっと」

「もたもたしてると先に行っちゃいますよ！」

　かなではマコトが止めるのも聞かず、エスカレーターに飛び乗った。

「あら、登っても登っても上に行ってくれない。あはは、な～～んちゃって、知ってますよ。足あし腰こしを鍛きたえるためにあるんですよね。あははははは」

　下りのエスカレーターでものすごくがんばってるかなでに、マコトは教えてあげた。

「かなでさん。ここは上から下りてくる人達が使うんだよ。上りたければあっち」

「……………………」

　足を止めたかなでが、す～～って下りて来た。

「もしかしてさ、かなでさん。知らなかったんじゃないの。自動ドアも、エスカレーターも」

「な、な、何なに言ってるんですか。も～～マコトさん。そんな、知ってるに決まってるじゃないですか。自動ドアにエスカレーターくらい。も～～、軽い冗じよう談だんですってば冗談」

「そ～～だよな。今いま時どき自動ドアやエスカレーターを知らないはずないもんな」

「そ～～ですよ。アタシなんてこれでもかってくらい今時の女の子なんですから」

「さ、それじゃエレベーターで上に行こっか」

「そ～～ですね。やっぱりエレベーターですよ。それしかありません。時代はやっぱりエレベーターです」

　ぶつくさ呟つぶやくかなでを連れて、マコトはエレベーターに向かった。

　五階のボタンを押し、しばらく待てば扉とびらが開く。もうそこは五階だ。

「え？」

　脇の窓から見える外の景色に、かなでは目をパチクリさせた。

「なんで？　ど～～して？　箱に入って出て来ただけなのに」

　目をぱっちんぱっちんしてるかなでに、マコトは丁てい寧ねいに説明してあげた。

「特殊な眠り薬が箱の中にプシュ～って出てさ、それでみんな眠っちゃうんだよ。その後で、お店の人が一人ずつ背負って上まで運んで来てくれるんだ。もしかして知らなかった？」

「そ、そんなことある訳ないじゃないですか。知ってますよそんなこと」

　恐ろしくうろたえながらも、かなではまくしたてた。

「なんてったって、アタシのお父さんの弟の奥さんのお兄さんは、その仕事をしてるんですから。その道じゃ右に出る人はないとまで言われてるんですもん。三人くらいなら一度に背負えちゃうんですよ」

　胸張って言うかなでに、マコトはぽそっと告げた。

「全部ウソだよ」

「え？」

「そんな眠り薬なんかある訳ないじゃん。本当は箱が上下に移動するんだよ。こんなふうに」

　手を上下に動かして説明してあげる。

「それは………だから」

「かなでさん。もう隠かくさなくてもいいよ。分かってるから」

　マコトの言葉に、観かん念ねんしたとばかしにかなではがっくりと膝ひざをついた。

「そうですか、ばれちゃいましたか」

「昨日きのう初めて会った時からうすうすは感じてたけどね」

　マコトは軽く息を吐き出してから、元気よくぶちかました。

「かなでさん。すっごい田舎いなかから来たんでしょ？」

「へ？」

「こういったデパートとかない田舎にずっと暮らしてたんでしょ。あ、別に悪いとか言ってる訳じゃないよ。それはそれでのどかで住み心地ごこち良さそうだし」




　どうやら血ち桜ざくらのくノ一いちだってばれた訳じゃないみたいですね。

　かなではほっと胸をなで下ろし、考えた。

　向こうが誤ご解かいしてるなら、その誤解に乗っかっておいた方がよさそうだ。何かヘマしても田舎者なんですってことで誤ご魔ま化かせるから。

「そ～～～なんですぅぅぅぅぅ。アタシは本当に何もない田舎いなかにずっと暮らしてたんです。だから何も分かんないんですぅぅぅ」

「やっぱりそうか」

　マコトは微笑ほほえんで言った。

「隠かくさなくたっていいんだよ。分かんないことは分かんないって言えば全部教おしえてあげるから」

「ありがとうございますぅぅぅ」

　深々と頭を下げたかなでは、下でにんまりと笑えみを浮かべた。

　えへへ、どうやらきっちり誤魔化せたようですね。これで作戦は続ぞつ行こう出来ます。あ、だけどこの際だからいろいろと教えてもらっちゃお。この時代のこと。

「早さつ速そくで申し訳ないんですけど、いろいろ教えてください！」




　しばらくの後のち。

　文明レクチャーも一段落し、一いつ服ぷくしようってことで最上階のフードコーナーへ二人はやって来た。

「ここが最上階。喫茶店とかラーメン屋とかあるから、おやつでも食べて帰るとするか」

「はいぃ」

　早速テーブルに着く。

「じゃあ、何がいい？」

　かなではアクリル板の下のメニュー写真を目をキラキラと輝かせて見つめていた。

　お子様だな。

　マコトは優しく微笑んだ。

「うわ～～。かわったものが一いつ杯ぱいありますねぇ」

　夢む中ちゆうになったかなでがテーブルに顔をくっつけんばかりにしてメニュー写真に食くい入る。

　胸の谷間が垣かい間ま見みえた。

　マコトは顔を赤らめると視線を外し、頭の中で先さき程ほどの思し考こうを訂正した。

　お子様じゃないぞ。

「あのぉ、この白いうんちみたいなのなんなんですかぁ」

「白いウンチ？」

　だいたい予想はついた。かなでが何を指差しているのは案あんの定じようあれだった。

「確かに、白いウンチだな」

　マコトはかなでの指差すソフトクリームの写真を見て息を吐き出した。

「なんなんです？　これ。食べ物なんですか？」

「ソフトクリーム。食べたことないの？」

「あ、これがソフトクリームなんですか。街に行ったみんながおいしかったおいしかったって言ってました。そうなんだ、これなんだ」

　かなでの口元からさっそくよだれがたれそうになる。大だい洪こう水ずいだ。ほっとくとテーブルの上がすごいことになっちゃうだろう。

「ようこそひまわり市ってことで、ごちそうするよ」

「えええ、いいんですか？」

「いいってばいいってば」

　マコトはセルフサービスのカウンターへ行ってソフトクリームを二つ買って来た。

「どうぞ」

　マコトからソフトクリームを受け取ったかなでは、まるで宝石でも見るような瞳でその白はく銀ぎんのひねりを見つめた。
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「早く食べないと溶けちゃうよ」

「あ、はい」

　かなではソフトクリームに口をつけた。

「おいしいですぅ」

　顔を輝かせ、かなでは大声を上げた。

「アタシ、こんなおいしいもの初めて食べました！」

「そんな大げさな」

「おいしいですおいしいですおいしいですおいしいです」

　あっという間に、かなではソフトクリームを食べ終えた。ちなみに口の周りはベタベタだ。

「あ～～おいしかった」

　視線はマコトの手元に注そそがれた。まだ形を崩してないソフトクリームさんだ。

「………もしよかったらどうぞ」

「え、悪いですよそんな」

　って言いつつもすでにその時、マコトのソフトクリームはひったくられてた。

「いっただっきま～～す」

　口の周りを真っ白にしてソフトクリームを食べるかなでに、マコトはため息を吐き出した。

　と、頭の中に一人の娘が浮かんだ。マコト宅に居い候そうろうしてるくノ一いち少女の涼すず葉はの姿だ。

　そう言えば涼葉も、涙なみだ流すくらいにソフトクリームに感動してたっけ。

「たぶん二人は友達になれるんじゃないかな」

　なんとなく、マコトはそう呟つぶやいた。




　　　　　３




　ひまわり市に夕暮れ時がやって来た。ゆっくりと日が沈み、建物が朱しゆ色いろに照らされる中、かなでとマコトの二人は並んでデパートから出て来た。

「とまぁ、こんな感じ。どう？　初デパートの感想は？」

「すっごく楽しかったですう。マコトさんありがとうございました」

　ぺっこりとかなでは頭を下げた。

　人ひと前まえでこんなにも深々と頭下げられちゃどうも落ち着かないとこがある。

「いいっていいって。そんな改まってお礼なんかしなくても。クラスメイトじゃないか」

　小しよう心しん者のマコトは周りの目におどおどしながら、かなでの顔を持ち上げさせた。

「これから、何か分かんないことがあったら言ってくれればいいよ。一人に教えるのも二人に教えるのも似たようなもんだし」

「二人？」

「何でもないよ。何でも。それじゃ、僕はバスで帰るから。かなでさんの家は？」

「アタシの家はあっちです。歩いて帰ります」

「そっか、じゃまた明日。気をつけてね」

「はい、今日は本当にありがとうございましたぁ。さよ～～なら～～～」

　バス停へと向かって行くマコトが見えなくなるまで、かなでは手を振り続けた。力一いつ杯ぱいに。

「さ、アタシも帰ろう。にしてもソフトクリーム。おいしかったなぁ」

　味を思い出し、舌なめずりをした。口の周りが甘かった。ちいさな幸せを嚙かみ締めながら歩き始めたかなでは、ふと怪け訝げんそうに眉まゆ毛げを顰ひそめちゃった。

「あれ？　何かアタシ忘れているような気がする」

　かなではその場で腕を組んで考え込んだ。

「なんかこのまま帰っちゃいけないような気がする。何かしなくちゃいけないことがあったような………」

　しばらく考えた後、かなではこの世の終わりのような表情で叫んだ。

「あぁぁぁぁぁぁ！　マコトさん暗あん殺さつをすっかり忘れてたぁ！」

　その場に泣き崩れるとガスガスとアスファルトに苦く無ないを突き立てた。

「あ～～ど～～してアタシってばいっつもこうなの？　一つのことに夢む中ちゆうになるともう前のことを忘れてるんですもの。きっとアタシの脳のう味み噌そってトコロテンで出来てるんだわ。きっとそうよ！」

　しばらく悲ひ嘆たんにくれてたけど、かなでは意外と早く立ち上がった。

「まだ諦あきらめるのは早いです。バスって乗物に乗ったマコトさんは疲れてるからきっと眠っちゃってるはず。そのスキにブスっと暗殺しちゃえば…」

　即そつ興きようで考えたにしては一点の曇くもりもないなんて完かん璧ぺきな計画なんだろうか。

　自じ画が自じ賛さんしたかなではその場で軽く喜びのダンスを踊った。

　だけどすぐに喜びのダンスなんか踊ってる場合じゃないなってことに気がつく。

「こうしちゃいられないです。マコトさんと同じバスに乗らなくちゃ！」

　かなでは慌あわてて走り出した。




　やって来たバスに乗り込む。幸いそんなに込こんでなかった。席も空あいている。

　二人がけの席によいこらしょと腰を下ろすのとほぼ同時に、ドアが閉まるプシュッて音がした。

「ふぅぅぅぅ」

　マコトは動き出した景色を見つめながら息を吐き出した。立ち並ぶ建物が、ゆっくりと遠ざかって行く。




　そんな遠ざかっていく景色の中に、かなではいた。

「あぁぁぁぁぁぁ！　バスが行っちゃったぁぁ！」

　絶望の声を上げて、がっくりと地面に膝ひざをつく。

「思い出すのが遅すぎなのよ。かなでのバカバカバカバカ！」

　かなではポカスカポカスカ自分の頭を叩たたいた。

　そこに手て加か減げんはなかった。全力でポカスカした。

　だもんで、軽くピヨピヨってその場に倒れた。

　心配した通行人が声をかけようとした時だ。

　かなではすくっと立ち上がった。

「確か、バスってのはバス停ってとこに時とき々どき止まりながら走るんでしたよね。だからこの道をだ～～って走って次のバス停に先回りしてしまえば!!」

　かなでの瞳が燃えていた。無意味に燃えていた。魔ま球きゆうの一つや二つ投げれちゃうくらい燃えていた。

「血ち桜ざくらかなで！　行きます!!」

　シュバってかなでの姿は消えた。

　通行人がざわめいた。

　ぽけぽけだけど、泣き虫だけど、脳のう味み噌そがトコロテンで出来てるけど、腐くさっても彼女はくノ一いちなのだ。




「ちょっとばかし疲れたな」

　バスに揺られながら、マコトは呟つぶやいた。

　学校………っていうより放課後疲つかれた。かなでに行った文明レクチャーだ。

　にしてもかなでさん、そ～～と～～な田舎いなかに暮らしてたんだろうな。ビデオやテレビも知らないんだもん。

　ただまぁ、飲み込みは早かった。ざっと説明しただけで、だいたいのことは理解したようだ。

　ＣＤとかＭＤとか試しにいじらせてみせたら、すぐに使い方を覚えてポチポチやってた。家中を水びたしにした涼すず葉はとは大違いだった。

「やっぱりそこが、現代人と大おお昔むかしから来た人の違いってもんなのかな」

　真相を知らないマコトは、一人でそう呟きうんうんと頷うなずいた。

　にしても………なんだか眠くなって来たぞ。

　自じ宅たく近くのバス停、菜な畑ばたけまでは二十分くらいの道のりだ。ちょこっとうたた寝しちゃった日にゃ乗り過ごして大変なことになってしまう。

「起きてなきゃ起きてなきゃ」

　目ま蓋ぶたの上からマッサージしてると、バスが止まった。バス停だ。

　バスが再び動き出す頃、マッサージを終えてマコトは顔を上げた。

　そして、隣にやって来た人物に思わず声を上げちまった。

「かなでさん！！！」

　そこには肩で息をしたかなでが少々疲ひ労ろうした笑顔を向けていた。

「ア、アタシ、よく考えたら家、こっちでしたぁ。バスに乗らないといけないんですぅ。ここ座っても…………いいですかぁ」

「どうぞ」

「ありがとう……ございますぅ」

　かなではマコトの隣に倒れ込むようにして座った。

　まさか今のバス停で乗ったってことないよな。そんなの無理だよ。ひまわり市駅で乗ったんだろうな。にしてもどうしてこんなに息切らしてるんだろ？

　マコトはちょっとばかし疑問を覚えた。だから聞いてみることにした。

「ど～したの？」

「あはは、ちょっとバスに乗り遅れそうになっちゃったんです」

　かなではペロリと舌を出してみせた。

　にしても長い息切れだなって思ったけど、女の子だからってことで納なつ得とくした。

　当たり前の話だけど、まさかひまわり市駅のバス停から突っ走って来てバスを追い越し次のバス停で乗ったなんて夢にも思わなかった。

　思う訳ないってもんだ。

　マコトは、隣に座ってるかなでに尋たずねた。

「かなでさんは、どこのバス停で下りるの？」

「えっと、それは…………」

　もごもご口ごもってから、かなでは笑顔で言った。

「マコトさんの下りるとこのちょっと前です」

「そっか。じゃ、舞まい原ばらか湯ゆ之の沢さわか………あれ？　僕の下りるバス停言ったっけ」

「あははははは、さっき言ってたじゃないですか」

「そっか、まあいいんだけど。それじゃさ、かなでさんにお願いがあるんだ」

　苦にが笑わらいしながら、マコトは言った。

「かなでさんが下りる時に、もし僕が眠ってたら起こして欲しいんだ。なんかすっごい眠くなっちゃってさ」

「はい！　そういうことなら任せてください。どうぞ遠えん慮りよなさらずにずずいっと眠っちゃってくださいまし。何だったら子こ守もり歌うた歌ってあげましょうか。ねんねんころりよおころりよ。坊ぼう主ずが泣いたよなみあみだぶつ」

「ああ、子守歌はいいから。それじゃ頼むね」

　歌い出すかなでをやんわりと止めてからぷうってマコトは息を吐き出した。

　そして、窓の外に目を向けた。

　通り過ぎていく街の光景を見てると、すぐに眠くなってくる。

　しばらくしないうちに、マコトの上の目ま蓋ぶたと下の目蓋がディープに結ばれた。




　しめしめ、アタシの計算通りですね。

　かなでは心の中でほくそ笑えんだ。

　さ、眠りに落ちてください。マコトさん、いや、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん。その時が、サクっと暗あん殺さつされちゃう時です！

「でも、なんかアタシまで眠くなっちゃいましたね」

　かなでは、ふわああってアクビした。

「いけないいけない。あたしが眠っちゃ何もならないじゃない。血ち桜ざくら秘ひ伝でんの眠ねむ気けけとり薬眠気とり薬」

　胸の谷間から出した短い竹たけ筒づつから、かなでは丸がん薬やくを取り出し飲み込んだ。




『次は菜な畑ばたけ、菜畑』

「んん？」

　車内放送にマコトはむっくりと起き上がった。

「危ねぇ」

　マコトは慌あわてて隣のボタンにメガトンパンチした。

　菜畑のバス停を通り越したら、バスは山に突入する。下へ手たしたら隣となり町まちまで行ってしまう。

　うっかり寝ね過すごしてしまったら大変なことになってしまう。時間によっては次の日にならないと帰れないことだってあるのだ。

「かなでさん、起こしてくれって頼んだのになぁ」

　足あし下もとに下ろしてた鞄かばんを手に取ったマコトは、かなでが自分を起こさなかった理由を痛いくらいに理解した。

　ク～～ス～～ク～～ス～～。

　マコトの隣で、かなでが幸せの寝ね息いきをたてていた。

　マコトはがっくりと首を落とした。

「こ～～ゆ～～ことなのか……」

　が、同時に別の事実に気がつく。

　かなでさん、下りるバス停乗り過ごしちゃってるじゃん！

「かなでさん。かなでさん」

　声をかけても駄だ目め。恐る恐る揺さぶってみるけど駄目。ならばと頰ほおをぺちぺち叩たたいてみるけどやっぱり駄目。鼻つまんだりしたけどやっぱり駄目だ。

　かなり体育会系けいの根こん性じようが入ってる睡眠のようだ。

「かなでさんってば」

「むにゃむにゃ、もう食べられないです」

　お約束な寝ね言ごとを聞いてるうちに、もうバスは止まってしまう。

　ドアがぷしゅっと音をたてて開く。残された時間は少ない。

　ここでほったらかしにしてかなでを異い邦ほうの地へ向かわせる訳にもいかないだろう。

「仕方ないか」

　マコトははぁってため息を吐き出すと、苦く肉にくの策を実行に移した。
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「ただいま」

　そう言いながら玄げん関かんの扉とびらを足で開いた途と端たん。

「お帰りでござる」

　間かん髪ぱつ入れずに涼すず葉はがシュタっと姿を現す。毎度のことながら人じん知ちを超えてる動きだ。

「たいしたもんだな」

　毎度のことながらやっぱり関心してしまうマコトに、涼葉は実に素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「マコト様。その娘は誰でござるか？」

「学校のクラスメイト。昨日ちょっと話したっしょ。ちょっと変わった転校生の木き桜ざくらかなでさん」

「なるほど」

　こっくり頷うなずいてから、涼葉はやっぱり質問した。

「どうしてマコト様が背負ってるでござるか？」

「いろいろあったんだ」

　マコトは苦く笑しようしながらいろいろを説明した。

「とまあそんな訳で、バスん中に置いとく訳にもいかないし、とりあえず連れて来たんだ。菜な畑ばたけのちょっと前のバス停とか言ってたから自転車貸かしたげれば帰れるだろ。まだ引っ越して来たばっかの知らない街でほったらかしにしちゃ可哀かわい想そうだもんな」

　うんうん、マコトは自分で納なつ得とくした。

「とりあえず座ざ敷しきに寝かせておこ」

「拙せつ者しや、蒲団ふとんをしくでござる」

「お、悪いね。よいこらしょっと」

　マコトはかなでを背負い直すと、家の中へと上がった。




「ふ～～。そんなに重くはなかったけど、バス停からここまで歩いてくるとやっぱり疲れるよ」

　居間の座ざ蒲団の上にどっかと腰を下ろし、マコトは首をこきこき鳴らした。

「にしても、バスの運転手にへんな目で見られたのは痛かったな。ついでにかなでさんの分のバス代払ったのも痛かったし」

　心も痛かったし、懐ふところも痛かったし、ずっと背負って背中も痛かった。トリプルの痛さだ。

　やれやれってやってるマコトに、涼葉が声をかける。

「マコト様。お風ふ呂ろの準備が出来てるでござる。よろしければどうぞ」

「そりゃありがたいな。ゆっくりつかって……何だって！」

　マコトは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「風ふ呂ろって………涼すず葉はが沸かしたのか？」

「はい」

「水道の蛇じや口ぐちをひねり水を入れて、湯ゆ沸わかし機のスイッチを入れたのか？」

「はい」

「すごいじゃないか」

　マコトは純粋に感動した。教え子が大学受験に成功した家庭教師の先生みたいな心しん境きようだ。

「やれば出来ると思ってたよ。信じてたんだ」

　一人で熱ねつ血けつ教師にひたってから、さてとってマコトは立ち上がった。

「じゃ、お言葉に甘えて風呂に入って来るよ。っとその前にっと」

　マコトは台所へと向かうと冷蔵庫を開けた。

「コーラ、コーラ、僕らのコーラ…………あ？」

　僕らのコーラはなくなってた。でっかなペットボトルにまだ半分くらい残ってたはずなのに。

「涼葉。冷蔵庫の中に入ってたコーラ知らない？」

「マコト様。そのこ～らというのは、もしかして黒くてしゅわしゅわと音をたてる液体でござるか？」

「そーそーそれそれ、まさか全部飲のんじゃったとか？　いくらなんでもそれはちょっと健康に悪いよ」

「も～～し訳ないでござる！」

　涼葉はガバッとその場に土ど下げ座ざした。

「てっきりもう痛んでいると思い、捨ててしまったでござる」

「そうか……まあ確かに涼葉から見れば健けん全ぜんじゃない色してるんだろうけどさ」

「買って来るでござる」

「え？　別にいいよわざわざそんな」

「買って来るでござる！　ござるったらござる！」

　どうやらマコトなんかがいくらがんばっても太た刀ち打うち出来ない意志のようだ。

　だもんで、涼葉の申し出にあまえることにした。

「このへんで一番近いっていえば、自動販売機かな？　前に一度前を通りかかった。ほい、お金」

「了りよう解かいしたでござる。それでは行って来るでござる」

　小こ銭ぜにを受け取った涼葉は、一いち礼れいするとしぴゅんって姿を消した。

「待てよ……。涼葉の奴やつ、自動販売機でジュースの買い方って知ってるのか？　それにどれがコーラかも分かんないはずだろ」

　ちょっと不安に思ったけど、まあいっかってマコトは鼻をフンって鳴らした。

　買えなかったら仕方ない。別にコーラじゃなくたって文句を言うつもりはない。

「さ～～て、風呂風呂」

　鼻はな歌うたを歌いながら、マコトは台所をあとにした。




「ん………ん？」

　ぼやけた視し界かいに映るのは天てん井じようだった。

　初対面の天井さんだ。

　かなでは目をぱちくりさせた。

　どうして天井があるんだろ？　どうして自分は蒲団ふとんで眠ってるんだろ？　ここはどこなんだろ？

「確かアタシは、マコトさんが眠るのを隣でじっと見守ってて………そ～～だ、それで眠くなって眠ねむ気け覚ざましの丸がん薬やくを……」

　そこでかなではハッとした。恐る恐る胸の谷間に手を突っ込むと竹たけ筒づつを取り出す。

「あ～～～やっぱり眠り薬と間違ってるぅぅぅ」

　毎まい度ど毎度のぽけぽけに、かなでは頭抱かかえて叫んだ。

「どうしてアタシはこ～ドジばっかりなんだろ」

　かなでは、自分のぽけぽけさ加か減げんにさめざめと涙を流した。

　思えば、小さな頃からぽけぽけだった。

　何をやってもぽけぽけだった。

　大きくなったら、ぽけぽけもぽけぐらいに収まってくれるかなって思ってたけど、大きくなってもやっぱりぽけぽけだった。

　そんな涙に暮れる中、かなでは近くに置かれた紙切れに気がついた。

　そこには、ミミズがのたうち回ってるような字でこう書かれてた。





『かなでさんへ』

　目が覚めたならテレビでも見て待ってて。僕はちょっとお風呂に入ってるから。

　追つい伸しん　ちょっと変わった涼すず葉はって娘が来るかもしんないけどびっくりしないで。ちょっと訳あってここに居い候そうろうしてる娘だから。






「そっか、ここはマコトさんの家だったんですね。眠っちゃったアタシを心配してマコトさんがここまで連れて来てくれたんですね。マコトさんって優しいんですね」

　かなでは瞳をうるうるさせて感動した。

　だけどすぐに頭をぶるぶるって振って感動を吹き飛ばす。

「駄だ目めよ。これから殺そうって相手に感動なんかしてちゃ。マコトさんがお風呂から出て来たらちゃんとプスっと……」

　そこで、かなでは言葉を止め考えた。

「待って。別に待たなくてもいいんじゃないかしら。お風ふ呂ろに入ってるってことは、無防備だってことだし、邪じや魔まな草くさ影かげのくノ一いちもいないみたいだし。もしかしてこれって絶ぜつ好こうの暗あん殺さつの好こう機き？　そ～～よそ～～に違いないわ！」

　かなではきゃあきゃあ言って手足をばたつかせて喜んだ。

「マコトさん。お風呂があなたの墓はか場ばです！　覚かく悟ごしちゃってください!!」
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「うぃぃ。いい湯だ」

　湯ゆ船ぶねにつかったマコトはそんな年より臭いせりふを口にした。

　涼すず葉はが焚たいた風呂ってことで、ぐらぐら煮えくり返ってたりなんかしてるんじゃないかちょっと恐かったけど、ちょうどいいくらいの温度に仕上がってる。

「ま、タイマーでボタン押すだけなんだけど、それでも涼葉がそれをやったってことがすごいよ」

　後頭部をタイルの壁に預けると、全身の力を抜いてリラックスした。

　ポツン、ポツンと、熱気が天井で冷やされて水すい滴てきとなって落ちてくる。

　水滴の奏かなでる音楽も心地ここちよいものだ。

「しかし……」

　マコトは白はく濁だく色の湯を手ですくい上げた。

「このミルキーローションって奴やつは、高いわりに匂においが少ないな。やっぱり今度は徳用のバスクリンにするか」

　なんて主婦的なことを考えているマコトの目にその影は映った。

　脱だつ衣い場と風呂場をしきる曇くもりガラスに人ひと影かげが映ったのだ。

　涼葉？って思ったけど、それは外れだった。

「マコトさん」

　ぽけぽけの声だ。

「あ、かなでさん起きたのか？」

「はい、どうもありがとうございました。家まで連れて来てくれて」

「いや、ほっとく訳にもいかなかったし……ごめんね。勝手なことして」

「いいえ、とんでもないです」

　プルプルと首を振るシルエットが見えた。

　それから、こんな言葉が聞こえる。

「マコトさんはとっても親切な人ですねぇ」

「そ、そうかな」

　マコトは照れてへらへら笑った。なんだかんだで女の子に言われるとちょっと嬉うれしい。

「お礼をしたいんですぅ」

「いいって、そんなに気を使わなくても」

「是ぜ非ひお礼をさせてください」

「だからいいってば。困った時はお互い」

「お礼にお背せ中なか流します」

「えええ！！！」

　マコトは大声を上げて固まった。

　コチコチに固まったマコトの見開かれた目は曇くもりガラスに映る影を直ちよく視ししていた。

　シルエットしか見えないが、マコトの眼球が正常ならば、それはどう見てもかなでが服を脱いでいるシルエット。

「あの…………かな……で……さん」

　シルエットはどんどん服を脱いでゆく。スカートを脱いで上も脱いで、靴下も脱いで、どんどん脱いで。

　なんか鎖くさりとかついた鎌かまとか鉤かぎ爪づめのような物ぶつ騒そうなシルエットも見えたけど、今のマコトにそれらに注目する余よ裕ゆうはなかった。

　だって、曇りガラス一枚挟はさんだ向こうでは、あれが行われてるのだ。

　タイムストリップ！

　よく分かんないけど、おかしくなった頭がその言葉をはじき出す。

　そうこうしてるうちにも、シルエットはすっぽんぽんになってた。

　ぶわっちって噴ふき出す鼻はな血ぢをマコトは慌あわてて押さえた。

　ゴクリ。

　マコトは唾つばを飲み込んだ。

　ただでさえ風ふ呂ろで温められた血液がどんどん脳のう味み噌そへ向かって行く。自分の脳の血管がドクドク言ってる音さえ聞こえてくる。このままじゃプッチンしそうだ。

　マコトは首を思い切り振った。

「駄だ目めだ！　このままでは僕の理性が、理性がとんでもないことになってしまう。そうだ、冷れい水すいだ。冷水をかぶろう。冷水をかぶると落ち着くって誰か言ってたぞ。誰だか忘れちゃったけど！　冷水冷水！」

　マコトは湯ゆ船ぶねから立ち上がると洗い場の蛇じや口ぐちに手を伸ばした。

　次の瞬間、風呂の底で足がつるっと滑った。

「あ!!」




「マコトさ～～ん。お背中流し…」

　すっぽんぽんで浴室に飛び込んで来たかなでは、目の前の惨さん状じように目を丸くした。

「あぁぁ！　マコトさんが倒れてるぅ！　血がどくどく流れてるぅ！　大変だぁ」




「マコト様。マコト様。マコト様」

　繰り返される自分の名前に、マコトは意識を取り戻した。

　見慣れた天てん井じよう。そして天井と自分との間にある心配そうな顔をした涼すず葉はの顔。

「あれれ？」

　マコトはむっくりと起き上がった。かなでを寝かせてた座ざ敷しきの蒲団ふとんに、自分はいた。パジャマをちゃんと着ている。裏うら表おもてが逆だけど。

「確か…………僕は風ふ呂ろ場で…」

　記き憶おくを反はん芻すうした。もっしゃもっしゃやってるとすぐにあの時の光景が浮かび上がる。

　曇くもりガラス越しに服を脱ぐかなで。慌あわてた自分。流れ出す鼻はな血ぢ。爆発しそうな頭をなんとかしようと洗い場の蛇じや口ぐちに手を伸ばす。そしてツルっと足を滑らせる。迫ってくるタイルの床。そして星。そして暗くら闇やみ。

「なぁ、かなでさんは？」

「拙せつ者しやが戻ってきた途と端たん、いきなり窓から出て行ってしまったでござる。何か慌ててたよーでござる」

「で………この格かつ好こうで僕は眠ってたのか？」

「そうでござる」

　涼葉はこっくりと頷うなずいた。そしてつけ加えた。

「鼻の栓せんもしてあったでござる」

　マコトは自分の鼻を押さえた。鼻血の出てた方の右の穴に、丸めたティッシュが詰め込まれてた。

「かなでさんが、全部やってくれたってことか」

　マコトはガチガチに固い表情で呟つぶやいた。こいつはとんでもないことなのだ。

　すっぽんぽんで意識不ふ明めいのマコトを、かなでが風呂場から引っ張り出し、ちゃんとパジャマを着せて鼻はな栓せんもしてここに横たわらせた。つまりだ。

「見られちゃったってことか！」

　マコトは畳たたみを拳こぶしで叩たたいて悔くやしがった。

「ちくしょ～～不公平じゃないか！」

「あの、マコト様………」

「ちくしょ～～。ちくしょ～～」

　しばし血の涙を流してから、マコトはふっとため息いき一つ吐き出した。

「一体どうしたでござるか？」

「なんでもない。ただちょっと僕のしゃいなおふくろさんが初ステージに立ったかと思うと、ちょっとやるせない気持ちになって」

　ニヒルに格かつ好こうつけて意味分かんないこと言ってから、マコトは涼すず葉はに目を向ける。

「ところで、コーラ買えたのか？」

「それが、どれがこ～らという飲み物か分からなかったゆえ」

「そ～～だよな。別にいいよ。違うのでも」

「だから」

　涼葉は後ろの風ふ呂ろ敷しき包づつみを前に出すと結び目を解いた。

「全部とって来たでござる」

　転がり出すのは、缶ジュースの山だった。

「ちょちょちょい待ち。一本分しかお金を渡してないのにどうして」

「それは………」

　涼葉は少しだけはにかみながら、腰の後ろの短刀にチラっと目をやった。

　こいつ、自動販売機さ斬きりやがっただな。

　なんとなく悟さとったマコトは、がくって肩を落とした。

「目もく撃げき者がいないことを祈るよ」

　コーラを手に取るとプシュっと缶を開けてやけくそのように飲む。しゅわって感かん触しよくが口一いつ杯ぱいに広がる。

「ぷはぁぁぁぁぁ。やっぱいいな」

　風呂上がりにビール飲んだお父さんみたいに口元を拭ぬぐうと、まだ中身がたっぷり残ってるコーラの缶を涼葉に突き出した。

「ほら、試してみな」

「え、あの黒い液体でござるか？」

「大丈夫だって。慣れるとやみつきになるから」

　缶を受け取った涼葉は、くんくんと匂においを嗅かいでから、おずおずと口元に運んだ。そこで覚かく悟ごを決めたのか、目を閉じると一気に口に含む。

　次の瞬間………………。

「ブゥゥゥゥゥ！！！！」

　黒い霧きりが、マコトの顔に降り注そそいだ。デストロイヤーだってびっくりの毒どく霧ぎり攻撃だ。

「口の中がちくちくするでござるぅ。これにも針が入ってるでござる」

　あうぅぅぅって顔を顰しかめる涼葉を見つめながら、黒い汗かいてるマコトはぼそっと呟つぶやいた。

「炭たん酸さん克服への道は長そうだな」
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「この馬鹿者ぐわあぁぁぁぁぁ！！」

　虎牙ベンガルの怒ど号ごうが飛んだ。あまりもの風圧にかなでは軽く吹き飛ばされた。

　工場の壁にぺしゃって叩たたき付けられる。

「そんな絶ぜつ好こうの機会がありながら、どうして誠せい之の進しんを討うち取らなかったのだ！」

「だってだってだって」

　壁から戻って来たかなでは必死になって言い訳を始めた。

「すっぽんぽんのマコトさ……誠之進が倒れてるんですよ。目のやり場に困っちゃうじゃないですか。だからぁ、ちゃんと服を着せて蒲団ふとんの上に寝かせて、さてと、プスっとやっちゃいましょうかって思った時に、草くさ影かげのくノ一いちが帰ってきちゃったんです。だからぁ」

「だああああああああ！」

　虎牙ベンガルの怒ど号ごう砲ほうがまた飛んだ。ガミラス星人だってびっくりの威い力りよくだ。もちろんかなではまたぺしゃって壁に叩き付けられる。

「もういい。こうなったらこのわし自ら誠之進を討ち取ってくれる。家へ案内しろ！」

「待ってください～～」

　壁から戻って来たかなでは必死になって虎牙の足にしがみついた。

「もう一日だけくださいぃぃ。もう一日だけ。明日には必ず討ち取ってみせます！　絶対の絶対の絶対で！」

「ええい、離せ！」

「離しません！」

「離せって言っとろ～が」

「離しませんったら離しません！」

　虎牙がぶんぶん振る足に、必死になってしがみついてるかなで。二人の寛かん一いちお宮みや的な攻防がしばし続いた後だった。

「い～んじゃないの？　かなでに任せとこ～よ」

　声こえ変がわり前の少年声ごえが響ひびいた。

「わに太た朗ろう様……しかし」

「失敗を恐れちゃいけないんだよ。失敗ってのは崖がけに打ち付けたくさびみたいなもんなんだよ。失敗ってくさびに足をかけていけば、かならず成功って頂上が待ってるんだから」

　ゲームボーイアドバンスをしながらの投げやり新記録な言葉。だけど、虎牙とかなで。そして居合わせた忍にん者じや達は皆そろって感動に震えた。

「なんと素晴らしいお言葉。さすがわに太朗様」

「いや、修しゆ羅ら菊ぎく姉ねえちゃんが言ってたんだけど」

「この虎牙、わに太朗様に仕えることが出来て幸せですぞ」

「いや、だから修羅菊姉ちゃんが」

「皆のもの、今のお言葉を心の名めい言げん巻まき物ものにしっかりと刻み込むのだ」

「お～～～！」

　忍にん者じや達が拳こぶしを振り上げた。ノリ的にはニューヨークに行きたいか？　オ～～！　のノリだ。

「だから修しゆ羅ら菊ぎく姉ねえちゃんが……………ま、いっか」

　諦あきらめたように呟つぶやくと、わに太た朗ろうはまたゲームボーイアドバンスに目を落とした。

「という訳だかなで。わに太朗様もああおっしゃってくれている。お前に最後の機会をやろう。明日こそ、憎き誠せい之の進しんを討うち取って来るのだぞ」

「はい！　任せてください！」

　かなではしっかりと頷うなずき返事した。




　それからしばらく。




　かなでは工場の屋根の上にいた。まぶしいくらいに月が明るい、そんな夜。

「………明日こそはマコトさんを殺す。明日こそはマコトさんを殺す。明日こそはマコトさんを……」

　かなでは、言葉を飲み込むと膝ひざを抱かかえた。

「やだなぁ。やりたくないなぁ」

　つい本音がこぼれ出る口を、かなでは慌あわてて押さえた。

「アタシってば何なに言ってるんだろ。ダメよ！　かなで。あなたは血ち桜ざくらのくノ一いちなんだから。ちゃんと任務を果たさなくちゃ」

　ぱちりと両頰ほおを叩はたいて、かなでは立ち上がった。

「さてっと、明日も早いし、もうおやすみなさいしよっと」




「へっくしょん」

　特大のクシャミを、マコトは響ひびかせた。

「風か邪ぜでござるか？　マコト様」

「いや、大丈夫だろうけど……誰か僕のこと噂うわさしてんのかな？」

「温かくして早く眠った方がいいでござるよ」

「そうだな。じゃ、歯磨みがいて眠ろう」

「では拙せつ者しやも」

「そ～だ、ほら、歯ブラシの使い方よく分かんないって言ってたろ。ちゃんと今日ビデオをタイマー予約しておいたんだ」

「びでお？　たいま～？　それはいったい？」

「いいよ、ゆっくり覚えてけばいいから。とりあえず歯ブラシだ」

　二人は歯ブラシを用意して居間に戻って来た。

「じゃ、歯ブラシの使い方を伝でん授じゆするぞ」

　マコトはテレビとビデオを操作するとその映像を出した。

「これだこれだ」

　テレビ画面には、小さな女の子が出てた。ぬいぐるみと一緒に曲に合わせて歯磨みがきしてる。

「よし、これに合わせてやるんだ」




『しゅわしゅわしゅわしゅわ出来るかな？　歯磨き体操１、２、３。元気に素早く丁てい寧ねいに、しゃこしゃこしゃこしゃこしゃこしゅっしゅっしゅ』




「ははははふひはひひほ」（なかなかスジがいいぞ）

「ほふへほはふは？」（そうでござるか？）

「はほふひほほははんほはふんはほ」（歯の後ろもちゃんとやるんだよ）

「ははっはへほはふ」（分かったでござる）

　歯磨き講座は、しばらく続いた。

「ほひ、はひははほはひは～ほふはひははは！」（よし、明日はドライヤーの使い方だ！）





第六話　完　　　
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　　　第七話　抜け忍宣言異常なし
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『かなで。今日が最後だからな。もしまた誠せい之の進しん暗あん殺さつに失敗したならば、もはやお前には任すことは出来ない。気をひきしめてかかるんだぞ。いいな！』

『はい、任せてください虎牙ベンガル様。アタシってばまたすっごい作さく戦せん考えちゃいました。だから大丈夫です！』




「なんて大きなこと言って出て来ちゃったけど………」

　水曜日の朝、セーラー服のかなでは公園のベンチにぽつねんと腰をかけてた。

「作戦なんて全然まったくこれぽっちもないんですよねぇ」

　ここで座ってればなんかいい考えが思い浮かぶかな～なんて思って座ったけど、出てくるのはため息とお腹なかの虫がぐーぐー鳴く音だけだ。他のもんは出てきちゃくれない。

「やっぱり確実に狙ねらうならマコトさんをどっかに呼び出さないといけないんですよねぇ。こう人のいないところに。でもどうすれば怪しまれず呼び出せるのかしら～」

　かなでは考えた。考えに考えに考えた。

「おいしそうな、カエルを見つけたんです。一緒に鍋なべで煮て食べません？　なんて……ちょっと怪しいかな。やっぱり」

　かなではまたため息いき一つ吐き出した。

　顔を上げると、もう太陽もけっこう上に上がってる。そろそろお尻しりを持ち上げないと遅刻しちゃうことだろう。

　だけど、お尻は持ち上がらない。

　ベンチに糊のりで貼はっ付けたみたくべったりくっついてる。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　もはや数え切れなくなったため息回かい数すうをさらに一つ増やした時だった。

　かわいらしい舌ったらずな声が、かなでの鼓こ膜まくを震わせた。

　何なに気げなく首を動かすと、公園の入り口んとこで小さな女の子達が固まってた。

　見たとこ四、五歳さいってとこだろう。幼稚園に行く途中らしい。

　意識しなくても、会話がかなでの耳に飛び込んでくる。




『告こく白はくするならやっぱり手紙よ。だけど手紙に全部書いちゃ駄だ目めなの。大切な話があるからどこどこに来てくださいって書くの。名前は書いちゃダメよ。あくまで匿とく名めいでやんなきゃね』

『でもぉ、来てくれるかなぁ？　ピロ君』

『大丈夫よ！　そんな手紙見たら男は絶対に一人でこそこそやって来るわ。告白するのはその時よ。やっぱり本当の気持ちは口で言わないとね』

『本当に？』

『本当よ。あたちはこの方法でもう二十五人も落としてるんだもんね。カズでしょ、正雄でしょ、カッキーでしょ、ジェームスでしょ、ロドリゲスでしょ』




「この時代の女の子はすっごいですね～」

　かなでは笑いながら感心した。

「あんなちっちゃいのにもう愛の告白だの何だのって言ってるんですから」

　そこでかなでは言葉を止めた。

「手紙、大切な話、男は絶対に一人でこそこそやって来る………」

　ピロピロピ～～ンって、かなでの頭の中で何かが光った。

「そ、その手です！」

　かなではしゅばって女の子達んとこへ飛んでくと、屈かがみ込んで愛について語ってた女の子の目を見つめた。

「あ、ありがとう！」

　かなでは立ち上がると女の子の両手をぎゅっと握り締めた。

「おかげでなんとかなりそうですぅ！」

　女の子をぶるんぶるん振り回してから、かなでははっとした。

「いけないいけない。こんなことしてたら学校に遅刻しちゃうわ。早く行かなくちゃ」

　振り回されてしっかりと目を回してる女の子に軽く手を振ると、かなでは人間離ばなれした速度で公園を飛び出して行った。

「今日こそあなたの命めい日にちです！　マコトさん！」

　ブロック塀べいなんかも軽く壁かべ走ばしりしながら突っ走る。あ！っと言う間にかなでの姿なんて見えなくなる。

「なん、なんなの？　あれ」

「さあ」

　女の子達は、仲良くハテナ色に染まった。

　子ども電話相談室にＴＥＬしても、答えは教えてもらえそーになかった。
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『マコトさん。大切な話があります。放課後に来てください。屋上で待ってます』

　そう書かれた手紙を、机の中から発見したのは、本日最後の授業を終えて教室へ戻って来た時のことだった。

　最後の授業は体育だった。男子はラグビー。女子は器き械かい体操。

　脳のう味み噌そまで筋肉って感じの体育教師にしっかりしごかれ、生きてる屍しかばねのよーになってマコトは教室へと戻って来た。

　男子更こう衣い室しつで制服に着替えるのも難なん儀ぎに感じた程ほどにくたくただった。

　心の杖つえで体を支えながら、教室まで戻ってくる。とっくの昔に授業も着替えも終わった女子達が三さん々さん五ご々ごする中、自分の机へと向かい机の中から教科書を引っ張り出し鞄かばんに詰め込む。

　そんな時だった。手紙に気がついたのは。

　大切な話…………。

　こんな手紙を見た男子高校生が誤ご解かいするパターンなんて一つだ。

「あ、愛の告白！」

　すっごくダイナミックで劇画ちっくにそう呟つぶやいてから、マコトはフンって鼻で笑った。

「な訳ないな訳ない。ど～～せまた福ふく本もとのイタズラだろ」

　記き憶おくの尻尾しつぽが、ちょろちょろと頭に過よぎる。

　高校一年のバレンタイン、下げ駄た箱にハートの包みが入ってた。どきどきしながら持ち帰り、包みを開いたマコトは、ハート形の箱に入ったそいつを見た。

『残念賞、来年に期待』

　後日、それが福本の仕し業わざだと悟さとったマコトは、本気で殺さつ意いを覚えたりもしたりしなかったり。

　そんな懐なつかしい思い出だ。

「まったく、しょ～もないイタズラしやがって」

　こりずに何度も何度もしょうがないな～ってぶつぶつ言ってるとこに、くだんの福本がちんたらやって来る。

「おい、福本。しょ～もないイタズラは止やめろって」

「何がだよ」

「何がって………机の中のあれだよ」

「机の中のあれ？　何だそりゃ？」

　福本はきょとんとしてた。本当に分かってないって顔つきだ。

「お前が何なに言ってのんか知らんが、ずっと体育で一緒だったろ？　お前の机にイタズラするヒマなんてある訳ないだろ」

　言われてみればそりゃそうだ。福本は体育の授業、ラグビーで同じチームでひ～こら走り回ってたのだ。そんな余よ裕ゆうはなかったろう。

　となると……考えられるのは男子よりも早く授業が終わって教室に戻って来てた女子のみ。

　となると、やっぱりあの手紙はクラスの女の子が入れたと考えるのが普通な訳で。

　女の子の大切な話って言ったら、愛の告白しか思い浮かばない訳で。

　誰かが僕に愛の告白をしようとしてる!!

　驚きよう愕がくの真実にマコトはどえりゃあ驚いた。

「どうした？　ダチョウの卵でも飲み込めそうな口して」

「え？」

「今すごい顔してたろ。なんかあったのか？」

　聞いてくる福ふく本もとに、マコトはぶるんぶるんと首を横に振った。

「何でもない何でも。何でもないってば。うん。これでもかってくらい何でもないよ。こんなに何でもないなんて不ふ思し議ぎなくらい何でもないね」

「お前……何なに言ってるんだ？」

「いや、気にしなくてもいーよ。何でもないんだから。そだそだ、僕ちょっと用事があるから、今日はすぱっと帰るよ。じゃねじゃね」

　鞄かばんを摑つかむと、マコトはぐふぐふ笑いながら教室を飛び出して行く。

「あ！　おいちょっと待てよ」

「じゃ～～ね～～～」

　言葉の尻尾しつぽだけ残してマコトは行ってしまった。

「何だよ。靴の紐ひもがほどけてて危ないって教えてやろうと思ったのに。転んだって知らないぞ」

「あ～～～～」

　どんがらしゃんしゃんしゃ～～ん。

　ってな音が、廊下の方から聞こえて来た。掃除用の金バケツが転がってくるのが見える。

　福本は確信を込めて呟つぶやいた。

「整せい備び不良と前ぜん方ぽう不注意で事故ったな」
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　屋上にて、一人かなでは金かな網あみ越ごしに街並みを眺ながめてた。

　春とはいえ、夕方に吹いてくる風はそれなりに涼しい。そんな風が、かなでの天然ウェーブな髪をもてあそぶ。

　ほつれた髪を搔かき上げ、かなでは不安そうに呟いた。

「マコトさん。ちゃんと手紙に気がついてくれたかなぁ」

　手紙は昼休みに必死に書いた。国語の先生に手直しもしてもらったから、問題はないだろう。怪しまれることはないはずだ。

　きっとそのうち、あそこの扉とびらを開けてマコトがやって来るだろう。そしたら……そしたら………。

　かなでは、鞄かばんの中に隠かくし持ってる短たん刀とうにそっと手を這はわせた。

「これでマコトさんをぶすっと……ぶすっと……」

　そこから先の言葉が、どうしても口から出てこない。

「とにかくぶすっとです！」

　苛いら立だちを隠すように、かなでは叫んだ。

「さ、来てください。マコトさん。その時こそあなたの最さい期ごです！」

　かなでは待った。しばらく待った。風がぴゅ～って吹いても待った。カラスがか～って鳴いても待った。とにかく待った。

　だけど、待てど暮らせどマコトがやってくる気配がない。

「やっぱ手紙見なかったのかなぁ」

　かなでがはああってため息を吐き出した時だった。

　シュって影が、目の端はしっこに映った。

　仲間の中じゃぽけぽけくノ一いちって呼ばれてるかなでだけど、腐くさっても忍にん者じや。普通の人よりは神経が磨とぎ澄まされてる。動体視し力りよくだっていい。

　そんなかなでの瞳は、影を見逃さなかった。

　何気なく首を動かしたかなでは、屋上の給水塔とうの上の人ひと影かげに体を強こわばらせた。

　深い緑色の忍しのび装しよう束ぞく。真ま後うしろで縛しばられた髪の毛。端たん正せいな顔立ちのくノ一。

　間違いない！　誠せい之の進しんを護ご衛えいしてる草くさ影かげ忍者の涼すず葉はだ！　五百年前の峠とうげでの襲しゆう撃げきの時にみんなの後ろからこそこそっと見てたから分かる。

「ああああああああああああああああああああああああああ！」

　思わず指差して叫んでしまうかなで。だけどその口ががっちりと押さえられる。一瞬で間合いを詰めた涼葉にだ。

「大声を上げないで欲しいでござる。怪しい者ではないでござる」

　怪しさの塊かたまりのよーな涼葉はかなでをしげしげと見つめると言った。

「お主ぬしは昨さく晩ばんの…………」

　涼葉の様よう子すに、かなでは目をぱちくりさせた。てっきり自分の正体に気がつき倒しに来たんだと思ったけど、そういう訳ではなさそうだ。うんうん。多分違ちがうだろう。

「マコト様の同級生でござるな？」

　こくこくとかなでは頷うなずいた。

「これは失礼したでござる」

　涼葉はかなでの口を塞ふさぐのを止やめ、軽く一いち礼れいして自己紹介した。

「涼すず葉はというでござる。訳あってマコト様の家に御ご厄やつ介かいになっているでござる」

「は、はい。かなでっていいます。訳あってマコトさんのクラスにいます」

　二人のくノ一いちは、お互いに会え釈しやくし合った。その時だった。

　ガチャっと屋上への扉とびらが音をたてる。

「あ、マコトさ」

　名前を呼ぶかなでの口が電でん光こう石せつ火かに塞ふさがれた。そのまま給水塔とうの陰までさらわれていく。

「静かにするでござる」

　かなでの耳元で、涼葉が息だけの声で囁ささやいた。




「あれ、一瞬人ひと影かげが見えたんだけど、気のせいかな？」

　屋上にやって来たマコトは目をごしごしと擦こすった。

「いないのかな？　手紙の主ぬし」

　辺りをぐるりと見渡したけど、やっぱり誰もいない。

「けっこう道みち草くさくってたからなあ」

　廊下ですっころんで頭を打って、ちょっと意識を薄くして医い務む室に運ばれて………慌あわてて飛んで来たものの時間はけっこうたってしまってる。

「人生で初めてのチャンスだってのに……ど～～して僕ってばこうなんだろ」

　フェンス越しに遠くに見える山々に向かってマコトは叫んだ。

「靴くつ紐ひものバカヤロ～～！」

　空むなしくなったのか、ため息いき一つ吐き出した。

「帰ろっと」

　青春なんてこんなもんなのさって自作の歌を口ずさみながら、マコトはとぼとぼと屋上をあとにした。




「ふう、どうやら気がつかれずにすんだようでござるな」

　殺していた呼吸を、涼葉は元に戻した。

「見つかっちゃまずいんですか？」

「マコト様にここには来るなと言われてるゆえ」

　涼葉はかなでに、真剣なまなざしを向け言った。

「かなで殿。どうかこのことは、このことはマコト様には秘密に」

「え？　別にいいですけど」

「かたじけない」

　深々と頭を下げると、それではって一ひと言こと残し、涼葉の姿は残ざん像ぞう残して消えた。

　かなではへたへたとその場にへたり込んだ。

「こ、恐かったぁぁぁぁぁ」

　草くさ影かげのくノ一いち涼すず葉は、聞きしに勝まさるその身のこなしには、もはやため息しか出てこない。

「あの人とは死んだってケンカしたくないなぁ」

　そう本ほん音ねを呟つぶやいてから、かなではゆっくりと立ち上がった。

「あ～あ、邪じや魔まが入ったからまた失敗しちゃいました」

　唇くちびるを尖とがらして言うかなでだけど、気がついてもいた。

　心の奥底で、何な故ぜかホっとしてるかなでちゃんがいることに。

　なんとなくスキップしながら、かなでは屋上をあとにした。
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　夕暮れ時も過ぎ、すっかり辺りが暗くなって来たそんな時間。

「ど～～したらいいんでしょ～～かね～～」

　かなでは朝と同じ公園のベンチに腰をかけてた。

「もうマコトさん帰っちゃったし。直接家いえに殴なぐり込むにもあの強い涼葉さんがいるし。でも今日が最後だぞって虎牙ベンガル様が恐い顔で言ってたし」

　空を見上げると、虎牙の恐いヒゲ顔がなんとなく浮かんで見えた。

『あんぎゃ～～～～～！！！』

　なんか吠ほえてた。口から火も噴ふいてた。街をがっちょんがっちょん壊こわしてた。

　恐くなるからもう空を見上げるのは止やめにした。

　視線を下ろす。だけどまだ虎牙の恐いヒゲ顔が見えた。

「ああ、ダメだわ。まだ虎牙様の恐い顔が見えるなんて。アタシすっごい疲れてるんだわ」

　かなでは目ま蓋ぶたの上から軽くマッサージしてからもう一度目を開いた。

　恐いヒゲ顔はまだ見えていた。困ったもんだ。

「相そう当とう疲れてるのね。まだ見えるなんて」

　かなでは再度目めを閉じると、より念ねん入いりにもみほぐす。

　もうこれなら大丈夫だろって目を開けたけど、やっぱりヒゲ顔が目の前にあった。

「こんなにしてもまだ見えるなんて。みんな虎牙様の顔が悪いんです！　あんなヒゲモジャで恐い顔してるから」

「ヒゲモジャで恐い顔していて悪かったな」

　幻げん覚かくがいきなり喋しやべり出したもんだから、かなではおおいに驚いてベンチから落っこちた。

「虎牙様！　本物だったんですか！」

　そこでかなでは青ざめた。

「それじゃ、さっき空で口から火を噴いてたのも、まさか虎牙様」

「何を訳の分からないことを言っておるのだ。かなで」

　虎牙ベンガルは、飽あきれ果てたように息を吐き出した。

「ときに、誠せい之の進しん暗あん殺さつはどうした？」

「それは……………」

「まだか？」

「はい……はい、まだです」

　ウスバカゲロウがため息吐つくような小さな声で言い、かなではコクンと頷うなずいた。

「すっごい作戦とやらはどうしたんだ？」

「すっごい作戦はすっごいすっごい作戦だったんですけど…………もっとすっごいハプニングがありまして」

「はぷにんぐ？　何だそれは」

「えっと、出来事って意味だそ～です。なんか格かつ好こういいでしょ？　高校の女の子達に教えてもらったんですよ。他にもいろいろとこの時代の言葉を」

「馬鹿者！！！！！！」

　虎牙が吠ほえた。幸い炎ほのおはぶしゅ～って出なかったけど、ものすごい風圧と唾つばがかなでに襲おそいかかった。

「いやあん」

　かなでは軽く吹き飛ばされた。

「誰がこの時代に染まれと言った！　お前の任務は誠之進の暗殺だ！」

「は、はあい」

「いいか、期限は今日中だからな！」

　虎牙は、ひたすらに恐い顔でそう言うと、くるりと背中を向けた。

　去ろうとする虎牙に、かなでは思わず声をかけた。

「あの、虎牙様」

「何だ？」

　肩かた越ごしに首だけ振り返る虎牙。かなでは、少しだけ口をもごもごさせると、おずおずと言った。

「どうしても殺さなくちゃいけないんでしょ～か？」

「あ？」

「だから、ど～しても殺さなくちゃいけないんでしょ～か？　マコトさ、いえ、誠せい之の進しんを」

「何を当たり前のことを言っておるのだ」

　太い声で虎牙は言った。

「藤ふじ嵐あらしの血を根ね絶だやしにすることこそ我ら血ち桜ざくらの悲願。それこそが修しゆ羅ら菊ぎく様の供く養ようになるのだからな」

「そ～～～ですよね。はは」

　力なく頷くかなでに、虎牙はいぶかしげに尋たずねた。

「かなでよ。まさかとは思うが、誠せい之の進しんに情じようでも移ったのではあるまいな」

「ま、まさかそんなことある訳ないじゃないですか！」

　かなでは、力一いつ杯ぱい、そんなことないぞ爆ばく弾だんを爆発させた。

「そんな情が移るなんてもう。ほら、馬鹿は風か邪ぜ移らないって言うでしょ。すっごい馬鹿は情だって移らないんですよ。アタシってすっごい馬鹿だから大丈夫です。ほら、馬鹿馬鹿馬鹿」

　馬鹿馬鹿踊おどりを踊るかなでをしばし見つめて、虎牙はフンって鼻を鳴らした。

「期待しているぞ」

　それだけ言い残し、虎牙ベンガルはしゅばっと姿を消した。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　かなではぺったりとベンチに腰を下ろした。全身がコンニャクになってしまったように力が入らない。

「やっぱりやるしかないもんね。アタシは血桜のくノ一いちなんだから」

　問題はその方法だ。あの草くさ影かげのくノ一と真ま面じにケンカする勇気はかなでにはなかった。そんなことするくらいなら生きてる便所コオロギを口に入れる方がなんぼかマシだ。

「ど～にかして、夜の学校の校庭あたりにマコトさん一人呼び出さなくっちゃ…………」

　マコト宅は知ってるから、そこに手紙でも持ってこっかなって考えたけど止やめた。

　理由は単純だ。涼すず葉はが恐いからだ。

「そ～だ。電話があったっけ」

　かなではポテンと手を叩たたいた。

　電話や携帯電話については、マコトとデパートに行った時に一ひと通とおりレクチャーは受けている。

　相手の番号さえ分かればお話が出来たりお手紙が出せたり出来るって優れものだって話だ。

　我ながらなんてアタマいいんだろって立ち上がって踊り出すかなでだけど、すぐにまたがっくり来た。

「アタシ、マコトさんの電話番号分かんないんだ。メールアドレスだって分かんないし。第一、携帯電話持もってないし」

　ひたすら落ち込んでるかなでに、声がかかった。

「あれ？　かなでちゃんじゃん」

「あ、あなたは確か」

「同じクラスの福ふく本もとだよ。福本隆たかし」

　薄っぺらい笑顔を浮かべて、福本は近寄って来た。

「かなでちゃん家ちってこっちの方だったの？」

「まあ、こっちの方って言えばこっちの方なんですけど、それより福本さん。ちょっとお聞きしてもいいですか？」

「いいよいいよ。何？　彼女は今はいないよ。俺、それにかなでちゃんみたいな娘こ嫌いじゃないし」

「あのですね」

　一人で突っ走ってる福ふく本もとをとっても華か麗れいにムシって、かなでは質問した。

「福本さんは、携帯電話って持ってますか？」

「持ってるよ」

　福本はポケットから携帯電話を引っ張り出した。

「そだ、電話番号とメルアドの交換しよっか」

「いえ、アタシは持ってないからいいんです。それより……」

　かなでは本題に突入し。

「マコトさんの電話番号とかメルアドってのとか知ってます？」

「知ってるぞ」

　福本の答えに、かなではよっしゃってガッツポーズを決めた。

「でもどうしてそんなこと…」

「あっはっは。何でもないんです何でも。ただちょっとね。あはははは」

　かなでは不自然なくらいにヘラヘラ笑った。

「それじゃ、アタシはこれで。さよ～なら～」

　スキップしながら公園を出ていくかなでに、福本は目をパチクリさせた。

「なんなんじゃありゃ？」

　首をひねったけど、答えは出なかった。

「さって、帰るか」

　歩き出した福本だけど、なんか首んとこがチクッとする。

「う！」

　一ひと声こえ上げて、福本はあっさり倒れた。

「ごめんなさい。恨うらみはないんですけど、アタシのお仕事のためにちょっと携帯電話を貸してくださいねえ」

　しゅばってかなでが現れると、福本のポケットから携帯電話を抜き取る。

「えっと、電話よりメールの方がいいかな？　あ、だけどメールアドレスってのでこの携帯から送ったってことがばれちゃうか。そうしたらマコトさん来ないかも。えっと、メールアドレスって変えれるって言ってたっけ。お店に行って聞いてこよっと」

　しゅばってかなでは消えた。

　血ち桜ざくらかなで、十六歳さい。

　文明人の素質はバリバリだった。
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「ふわ～～～いい湯だった」

　タオルでわしゃわしゃ頭をやりながら、風ふ呂ろ上がりのマコトは廊下を歩いてた。

「風呂上がりはやっぱりあれだよな」

　マコトは台所へ向かうと冷蔵庫の中からオレンジソーダの缶を手にした。昨日涼すず葉はが自動販売機をぶった切って取って来たものだ。返す訳にもいかないからありがたく頂ちよう戴だいすることにしたのだ。

　居間へとやって来ると、涼葉がテレビを見てた。時代劇をえらく真剣な眼まな差ざしで見つめてる。

　服装はあいも変わらない忍にん者じや服ふくだ。どうやらそれが一番しっくり来るらしい。

　時代劇はクライマックスにさしかかった。隠おん密みつ侍ざむらいがばったばった悪い奴やつらを斬きって行く。

　悪を根ね絶だやしにした隠密侍は、人々に別れを告げ去って行く。

「い、いい話でござる」

　感動の涙をこらえる涼葉に、マコトは言った。

「気に入ったみたいだな。時代劇」

「マコト様……失礼したでござる。つい夢む中ちゆうになっていて」

「いいっていいって。今の話は江戸時代の話だから。涼葉がいた戦国時代よりはもっと後のことだな。徳とく川がわ家いえ康やすが天下を取ってそこから始まる江戸時代」

　得とく意い気げに歴史の話をするマコトに、涼葉は真ま顔がおで尋たずねた。

「今は何代将しよう軍ぐんなのでござるか？」

　かくんってマコトは頭を落とした。

「あのな、もう将軍なんていないんだよ。もう江戸時代でもない」

「すると別の者がまた天下を取り直したということでござるか」

「誰が天下取るとか取らないとかなんて時代はとっくの昔に終わってるの」

「どうしてでござるか？」

「どうしてでござるか？　って言われたって歴史の流れからそうなっちゃった訳で」

　マコトは口ごもった。歴史を教えてあげるってのが一番いいのだろうけど、時間もかかるし、それにマコトだってけっこうあいまいなとこがある。

　ここでちゃんと歴史を教えられるようなら日本史で二十五点なんて点数取らないはずだ。

「今度図書館で歴史マンガか何か借りて来てあげるよ。それより、風呂入ってきな」

「かたじけないでござる」

　すって立ち上がり歩き出す涼葉に、マコトは何気なく尋ねた。

「そうそう、今日の夕方さ、家にいなかったっしょ」

　涼葉の足が止まった。顔面だっていつになく険しく硬こう直ちよくしてる。

「どうした？　恐い顔して」

「マコト様………見てたでござるか」

「あ？」

「その……でござるな。あの……でござるな」

　マコトの顔を見つめもごもご言いよどんでから、涼すず葉はは突然その場に土ど下げ座ざした。

「申し訳なかったでござる！」

「おいおい、どうしたんだってば」

「同じ過あやまちはもう二度と起こさないゆえ、許して欲しいでござる」

　マコトとしちゃ、どこに行ってたんだ？って聞きたかっただけなのに、涼葉のいきなりの土下座におおいに困こん惑わくした。

「だからさ、何をそんなに謝って……」

　その時だ。ピコンピコンって音がテーブルの上から聞こえる。

「メールか」

　会話を中断し、マコトは携帯に手を伸ばした。もしかしたら女の子からかもってプチどきどきしながらチェックして、そして落ち込むってことを毎回繰くり返かえしてる。いい加か減げん止やめればいいんだけど、どきどきしてしまう。なんかしちゃう。だって男の子だもの。

『メールでごめんなさい』

　ってタイトルの後に並ぶアルファベット。ものすごく出で鱈たら目めなアドレスに、マコトは小首を傾かしげた。

「誰だろ？　まいっか、開いて見れば分かることだし」

　ぽちっとなってボタンを押した。




『突然のメール、御ご免めんなさい。放課後、屋上で待っていた者です。明日もう一度お手紙を出すべきなのですが、私の心はとても明日まで待つことが出来ません。お願いですこれから学校の校庭に来てくれませんか？　大切なお話があります。伝説の木の下で待ってます』




「屋上の女の子だ」

　マコトはそう呟つぶやいてから、天てん井じようを見上げて吠ほえた。

「うおおおおおおおおおおおおお！」

「どうしたでござるか？　マコト様」

「いや、何でもないよ。ちょっと喉のどの調子がいいからね」

　らりらりらりら～なんてマコトは馬鹿歌歌うたってみせた。

「そだ、涼葉。僕、ちょっと出かけてくるから」

「ならば拙せつ者しやも一緒に」

「ううん、それはダメだよ」

「何な故ぜでござるか」

「何故って、ダメなんだよ。それは……うんうん」

「しかし」

「すぐ帰って来るから。心配いらないって。じゃ～～ね～。そ～だ着替えなくちゃ」

　階段を駆け上がるとさっさと着替え、そしてマコトは家を飛び出して行った。呆あきれるくらいの速さだ。




「いったい何なんでござるか？」

　涼すず葉ははぼそっと呟つぶやいた。

「屋上の女の子……とか言ってたでござるな」

　屋上ってのが、建物の一番上の広場だってことは知ってる。

　屋上の女の子。普通に考えれば屋上にいる女の子。屋上にいる…………ん？

　涼葉は思い出した。今日、高校に潜もぐり込んだ時にいた女の子、かなでのことをだ。

「マコト様は、あのかなでという娘に会いに行ったのでござろうか？」

　こんな夜に一体どんな用事があるって言うのだろう。

　夜よ更ふけに女のところへ行く理由って言えば………。

　涼葉の頭に昔の思い出が浮かび上がった。五百年も前のことだけど、涼葉にとっては数ヶ月前の思い出。

　城にて誠せい之の進しんの護ご衛えいをしてた頃、城に進入してくる怪しい男がいた。そっと後をつけると、男はお女じよ中ちゆうが泊まってる部屋に姿を消した。

　そっと天井裏うらから覗のぞいてみると、そりゃあものすごいことをしてた。くんずほぐれつの蒲団ふとんの中大おお相撲ずもうだ。

　初めて夜よ這ばいってもんを目にした瞬間だった。

　こうして、涼葉はほんの少し大人おとなになりました。めでたしめでたし。

　ってな思い出だ。

「マコト様が……夜這い！！！」

　涼葉は大声を上げてから、その内容に一人赤せき面めんした。

「拙せつ者しやは………一体何なにを言ってるでござるか」

　だけど、浮かんでくるのはなんて言うか危ない映像ばかり。

　初めてここに来た時に目にした春しゆん画が（電でん撃げき姫ひめ）の絵と、マコトとかなでがなんかシンクロして頭の中はどんどん18禁きんへの道を突き進む。

「いかんいかんいかん!!」

　縛しばった髪の毛を振り回し、涼葉はイケナイ妄もう想そうを追い出した。

「いくら何でもそれはないでござる。それにもしそうだったとしても、拙せつ者しやには関係のないこと。マコト様の自由でござるから」

　だけど、ものすごく納なつ得とく出来ない気持ちが胸の奥でもやもやしてる。

　普通でいられない。今まで味わったことのない不安定な精神。

「……走るでござる。思い切り体を動かせばきっと、きっと」

　窓から外へ飛び出し走り出そうとした涼すず葉はは、草むらに転がるそいつに気がついた。

「何でござるか？」

　何気なく拾い上げた涼葉の目が、鋭く開かれた。

「こ、これは……血ち桜ざくらの五ご方ほう手しゆ裏り剣けん！」

　桜の花か弁べんを象かたどった手裏剣。間違いない。

「しかしどうしてこんなところに………」

　涼葉の頭に、昨日の光景が鮮明に浮かび上がった。

　缶ジュースで膨ふくれ上がった風ふ呂ろ敷しきを背負い、戻ってくる涼葉。

　きゃあって悲鳴を上げて、逃げ出すように窓から飛び出していくかなで。

　そして素すっ転ころぶかなで。

　あはははって笑いながら去って行くかなで。

　あの時、かなでが素っ転んだ場所こそ、この手裏剣が落ちていたここらじゃないだろうか。

　この意味するところは一つしかない。

「あの娘は血桜のくノ一いち！　大変でござる！　マコト様が危ないでござる！」
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　全速力でチャリンコをぶっ飛ばした。十五分程ほどで学校に到着する。新記録だ。

　裏門を通り過ぎる。別にこれまで事件とか起こってないから、裏門なんて夜でも開けっぴろげだ。

　校庭の入り口の辺りに自転車を止めると、マコトは歩いて校庭に足を踏み入れた。

　ぽつんぽつんと明りが点ともされている校庭。その片かた隅すみにでっかなポプラの木がある。

　なんかよく分からんけど皆から伝説の木って呼ばれてる木だ。それがどういう伝説なのかはマコトもよく知らない。

　その木めがけて、マコトは走った。

　木の下に人ひと影かげが見えた。やがて近づくにつれ、それがセーラー服の後ろ姿だってことに気がつく。

　マコトは、走るのを止やめた。ゆっくりと歩きながらその距離を縮ちぢめる。

　女の子の姿がはっきり見て取れる程ほどの距離まで来たところで、マコトは足を止めた。

　待てよ、このウェーブのかかった髪の毛は……。

　謎なぞの女の子はゆっくりと振り返った。

　その正体に、マコトはやっぱりって声を漏らした。

「かなでさん」

　言葉が凍とう結けつした。無言で見つめ合うだけの時が、しばし流れた。




　どれぐらい時が流れたろうか？　最初に氷を溶かしたのはマコトだった。

「かなでさん……だったんだ」

「……はい」

「ちょっと待って。どうして僕の携帯を？」

「それは、ふ、福ふく本もとさんに教えてもらったんです」

「そっか……」

　また会話が凍結した。だけど、今度の氷はさっきより薄かった。

「………アタシ、マコトさんに大切な話をしなくちゃいけないんです」

　来ちまったぜベイビー！

　マコトは心の中で叫んだ。心臓の鼓こ動どうがその速度を増す。

「アタシ………アタシ…………マコトさんのことを………」

　かなでがうつむきながらとつとつと言葉を口にする。そんな様よう子すが、なんかいじらしくてグッドですたい。

　生きててよかった！

　マコトはくぅぅって涙をこらえた。感動のあまり水道の蛇じや口ぐちが緩ゆるまってしまったのだ。

　つ、ついに僕にも彼女が出来るのか。彼女いない歴れきが年ねん齢れいと同じっていう不ふ名めい誉よな歴史にも、ピリオドをずだんって打ち込む時が来たのか。あぁ、神様ありがとう。

「アタシ……マコトさんのことを……」

　この次にやって来る言葉なんて聞かなくても分かる。問題はなんて返事を返すかだ。

　やっぱりここは男らしくいった方がいいよな。こうびしっと。

「アタシ………マコトさんのことを……」

　しばらく同じ道を行ったり来たりしてたかなでだけど、勇気を出したのかついにその一歩を踏み出し叫んだ。

「殺さなくちゃいけないんですぅぅぅ！！！」

「え～～い、みなまで言うな。君の気持ちはよっく分かった。僕でよければこれから楽しいらぶらぶライフを…………」

　用意してあった台詞せりふを思い切り魂たましい込めて口にしたマコトだけど、なんかおかしいぞってのにやっと気がつく。

「あの、今なんて言った？　なんか、殺すとか聞こえたんだけど」

「アタシ……マコトさんを、殺さなくちゃいけないんです」

　沈ちん黙もくが訪れた。長い長い沈黙の後、マコトは一言だけ言った。

「あい？」

「だから、アタシは、マコトさんを……殺さなくちゃいけないんです」

　かなでがセーラー服の胸のリボンんとこをぐいっと引っ張る。ど～ゆ～仕組みになってるか分かんないけど、セーラ服が一瞬にして剝はぎ取られた。

　その下から出てくるのは、淡い桜さくら色いろの忍しのび装しよう束ぞく。

「血ち桜ざくら忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、血桜かなで。マコトさん。いえ、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん。あなたを殺します！」

「ええええええええええええええええええええええええええ!!」

「大人おとなしくアタシに殺されてください！」

　かなでの両手に握られた短刀が、ライトの光に鈍く光った。

「じょじょじょ、冗じよう談だんじゃない！」

　マコトは逃げ出した。忍にん者じや相手に逃げるなんて不可能な話だけど、他にどうすることも出来なかった。

「逃がしません！」

　後ろでかなでの声が聞こえて来たのと同時に、ひゅんひゅんと風を切って両脇わきを何かが通り過ぎていく。

　それが手しゆ裏り剣けんだって気がついたマコトは、背せ筋すじをぞぞっとさせた。

「ひょえええええええええ！」

　マコトは走った。自転車めがけて走った。だけど前方にシュタっと舞い降りるかなでの姿。先回りされたようだ。

「あっひょ～～～～!!」

　マコトは方向転てん換かんすると部室の集まる通路へ走り込んだ。

　この迷めい路ろのように入り組んだところを突っ走れば、きっと相手は自分を見失うはず。そう考えたのだ。

　だけど、忍者を嘗なめちゃいけないってもんだ。

　走るマコトの目の前を、鎖くさりのついた分ふん銅どうが突っ切った。それは脇にあった部室の扉とびらをきれいにぶち壊こわしてくれる。見かけによらずすんごい威い力りよくだ。

　それでもって、屋根の上にはその鎖を持つかなでの姿が……。

「逃がしません！」

「もひゃ～～～～～！」

　マコトはまたまた方向転てん換かんすると走った。部室の増ぞう設せつによる増設でただでさえ分かりにくくなってる通路だ。しかも頭がてんぱってるのか、自分がどっちに向かってるのかすら分かんなくなってくる。

　なんか黒っぽくて丸いもんが上から降り注そそいでくる。予想してたことだけど、そいつはどちゅ～～～んって爆発しやがった。

「あびゃ～～～～！」

　走るマコトの背後で、どっかんどっかん爆発が起こる。

「じょ、じょ、冗じよう談だんじゃない。こんなとこで死ぬなんて……それも人違いで……」

　前方に校庭が見えた。

　結局、部室街がいをかけ巡って元に戻って来たって状況だ。もうこのチャンスにかけるしかない。

　幸いさっきまで後ろでどっかんどっかんいってたのが聞こえなくなってる。

　もしかしたら僕のこと見失ったのかもしれん！

　このまま校庭を突っ走れば、自転車のとこに行けるかもしれん！

　自転車に飛び乗れば逃げ切れるかもしれん！

　そんな希望を抱かかえて、校庭に飛び出した。まさにその時だった。

　ボカ～～～～ン!!

　マコトの背後で爆発が起こった。それはこれまでで一番大きかった。

「ばびびょ！！！！」

　爆ばく風ふうでマコトは華か麗れいに吹っ飛ばされた。そのまま校庭をごろごろと転げる。

　全身に走る激げき痛つう。こんな痛みは中学の時、家族でスキーに行って、うっかりコブ付きの超ちよう上級者コースに迷い込んじゃった時以い来らいだ（その時はアバラを二本痛めました）。

　何度も体を大地に擦こすり付けて叩たたき付けこねくり付けてから、マコトの体はやっとこさ止まった。校庭の真ん中辺りに仰あお向むけに倒れる。

　夜空が見えた。お月様がこちらを覗のぞき込んでる。モチついてるウサギにだって助けを求めたい状況だ。

　たとえウサギだっていっても、あのモチつくキネを振り回せばかなりの戦力になるだろう。そうだ、五十羽わくらいいれば楽勝かも。

　なんてこと考えてる場合じゃない！　早く逃げないと！

　だけど、少しでも体を動かそうとすると体中の細さい胞ぼうがぎゃーぎゃー悲鳴を上げやがる。うるさいことこの上なしだ。

　それでも必死に体を起こそうとするマコトに、その声はかけられた。

「これで終わりです。藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん！」

　かなでがいた。ぎらりと光る短刀を、しっかりマコトの心臓に突き付けている。

　マコトの体が硬こう直ちよくした。人違いなんだ！って説明しようと思っても声が出てくれない。

「我らが恨うらみ、死をもって思い知るがいい」

　張り詰めた時、一瞬が一分にも感じられる、そんな殺さつ伐ばつとした間。

　もう、目を閉じることしか出来なかった。

　目を閉じてからどれぐらいたったろうか？　いつまでたっても、刃やいばが突き立てられる感かん触しよくがない。

　わざとタイミングをずらしてるんだろうか？　それとも僕が気がついてないだけでもうとっくの昔に突き立てられてるんだろうか？　今いま考えてる僕は実は幽ゆう霊れいで……。

　そんなことを考えている時だった。ぽたりってぬるいしずくが、マコトの頰ほおに落ちてきた。

　ぬるい雨？

　ゆっくりとマコトは瞳を開いた。そこには、ぼろぼろと涙を流すかなでの顔があった。

「アタシ…………出来ません」

　かなでの手から、短刀がぽろりと落っこちた。それと同時に、かなでもその場に泣き崩れる。

「マコトさんはいい人です。学校で困ってるアタシにそっと答えを教えてくれました。バスの中で眠っちゃったアタシを心配して家へ連れてってくれました。こんなぽけぽけなアタシのことを馬鹿にしないで、いろいろ教えてくれました。そんなマコトさんを殺すなんて、アタシ出来ません!!」

「かなで………さん」

「マコトさん。行きましょ。アタシと一緒に」

　かなでにぐいっと引っ張り起こされる。

「行くってどこへ？」

「どっか遠いところです。どこでもいいです。早く街を出ないといけません。明日になってもマコトさんが生きていたら、アタシが失敗したとみなして虎牙ベンガル様が……」

「情なさけないぞ！　かなで」

　その大だい音声は、夜の校庭にびんびんに響ひびいた。

　次の瞬間、紅べに色いろの影が音もなく現れた。まるで湧わいて来たようなそいつらは、マコトとかなでを取り囲むようにして円になる。

　血のような桜さくら色いろの忍しのび装しよう束ぞくの忍にん者じや達だった。そして、一歩歩あゆみ出て来るのは一人だけ顔を出している堂々たる体たい軀くの男。

　マコトとしちゃぜひとも覆ふく面めんをしておいてもらいたかった。なんてったって目め茶ちや苦く茶ちや顔の恐いおじさんなのだ。

「虎牙様……………どうして？」

　かなでが、かすれた声を上げた。

　虎牙ベンガルはフンと鼻を鳴らした。

「夕刻、お前と会った時にいやな予感がしたんでな。もしものことを考え皆で監かん視しさせてもらったわ。どうやら予感が当たったようだな」

「………虎牙様、話を聞いて」

「黙れ！」

　虎牙は鋭い牙きばを見せて怒ど鳴なった。

「我らが主しゆ君くんが、そして頭とう目もくが、藤ふじ嵐あらしによって殺されたことを忘れたのか？」

「忘れてません！　でも………それは藤嵐誠せい十じゆう郎ろうがやったこと。マコトさん……いえ、誠せい之の進しんは関係ありません。藤嵐誠十郎を討うち滅ほろぼしたことで、もう復ふく讐しゆうは終わったんじゃないですか？」

「終わってはおらぬ！　藤嵐の血を絶たやすまでは終わらせてなるものか！　それが修しゆ羅ら菊ぎく様の意志。分かったか？　分かったら刀かたなを拾え。そして誠之進を殺すのだ！」

　鬼のような虎牙の顔。だけどかなでは涙のこんもりした瞳で睨にらみ返した。

「そんなの間違ってます！　ただ血を引いてるってだけで悪いこともしてないのに殺すなんて、間違ってます！　そんなの、アタシはいやです！　そんなの納なつ得とく出来ません！　嫌いです！」

「好き嫌いの問題ではない！　血ち桜ざくら忍にん者じやとしてしなくてはならぬことだ！」

「だったら、だったらアタシ、血桜忍者を辞やめます！！！」

　かなでは大きく息を吸い込むと、叩たたき付けるようにして叫んだ。

「血桜忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、血桜かなで。この時をもって抜ぬけ忍にんします！！！！！」

　爆ばく弾だん発言だった。これまで音をたてなかった覆ふく面めん忍者達の中から、お～～～～ってなどよめきが起こる。

「かなでよ。抜けるということがどういうことなのか分かっているのか？」

　ゆっくりと、虎牙は言った。

「抜け忍の末まつ路ろは無む惨ざんなものだぞ。かつての仲間達に命を狙ねらわれるのだからな」

「分かってます！！！！！！」

「…………そうか。分かっているのか」

　虎牙は、少しだけ悲しげに息を吐き出した。だが次の瞬間、その表情は再び血に飢うえた野や獣じゆうの形ぎよう相そうへと戻る。

「いいだろう。もはやお前なぞ仲間でも何でもない。誠之進と共にここで息の根を止めてやる！　覚かく悟ごしろ！」

　虎牙が太い両腕に、ふんぬっと力を込めた。腕に巻かれた布を突き破り綱はがねの爪が飛び出す。仕し込こみ爪づめだ。

　虎牙が爪を振り上げる、まさにその時だ。

「！！！！！！」

　虎牙が何かに気がつき、爪を別の方向に振り下ろす。

　パキョ～～～ン！

　弾はじかれた手しゆ裏り剣けんが、大地に突き刺さった。

「来たか！　草くさ影かげのくノ一いち！」

　むしろ楽しげに叫ぶ虎牙ベンガル。

　緑色の影は、マコトのすぐ脇にしゅたっと舞い降りた。

「怪け我がはないでござるか？　マコト様」

　やって来た救きゆう世せい主しゆに、マコトは感かん涙るいと共に叫んだ。

「涼すず葉は！！！」
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「間に合ったようでござるな」

　短刀を構えた涼葉は、まずはかなでを睨にらみ付けた。

「あ、アタシはもう抜ぬけ忍にんしたんで、こっち側です」

　かなでが慌あわてて胸の前で手を振ってみせた。

　涼葉はそのまま視線を虎牙へと向けた。

　かなでも気がついたように落とした短刀を拾い上げ構えた。

「たった二人でこれだけの数を相手にするつもりか？」

　虎牙が不ふ敵てきに笑った。

　ボスキャラのような笑えみだ。

　涼葉は小声で呟つぶやく。

「確かに、分が悪いでござるな。一瞬でも奴やつらの気をそらせれば」

「あ、それならアタシに任せてくださ～い」

　かなではぴょこんと前へ出ると、明後日あさつての方向を指差して、頭の天てつ辺ぺんの辺りから声を出した。

「あ！　目がぴかぴか光るからくり人形ががっちょんがっちょん音をたてながら歩いて来る！」

　こいつ何なに言ってんだ？　ってマコトは呆あきれた。涼葉も呆れた。虎牙だって呆れた。呆れまくりだ。

　だけど、その場にいた残りの下げ忍にん達は皆そろって騙だまされた。

　一人ももれることなく明後日あさつての方向に目を向ける下忍達に、虎牙は怒りを爆発させた。

「こらあ！　お前達！　しょ～～もないウソに騙されおって」

　その隙すきを涼葉は逃さなかった。懐ふところから取り出した拳こぶし大だいの灰色の玉を地面に叩たたき付ける。

　大量の煙が、辺りを包み込んだ。

「マコト様！　早く！」

「え？　でも煙で何も」

「こっちでござる！」

　涼すず葉はに手をぐいっと引っ張られ、訳も分からないままマコトも走る。

　煙が晴れた時、マコトらは血ち桜ざくら忍にん者じやの包ほう囲い網もうからは抜けていた。

「逃すか！　追え！」

　虎牙ベンガルの声が響ひびく。しょ～～もないウソに騙だまされちゃった下げ忍にん達が一いつ斉せいに動く。

「ちょっと待ってください！　あなた達の相手はアタシがします！」

　前に立ちはだかったのはかなでだった。胸の谷間に手を突っ込むと巨大な爆ばく弾だんを引っ張り出す。どうやったか知らないけど火だってもうついてる。

「うふ、うふ、うふふふふふ」

　ばちばち音をたてる導火線を瞳に映し、壊こわれた笑いを浮かべるかなで。

　そんな彼女に、下忍達はちょっとびびった。




「あの屈くつ強きような忍しのび。ただ者ではないでござる。ここは逃げるのが得とく策さくでござる」

「涼葉……ごめん」

　涼葉に手を引っ張られ走りながら、マコトは言った。

「僕の不注意のせいで」

「何を言ってるでござるか？　これが拙せつ者しやの役目でござる」

　涼葉はきっぱりと言った。

「さ、急ぐでござ……」

　涼葉の瞳がきっと鋭くなる。何を思ったのか、涼葉は突然マコトを突き飛ばした。

「うわっちょ！」

　校庭にまた体を擦こすり付けるマコト。何なんだよってな心しん境きようだ。だけど、涼葉の行動の意味は一瞬にして理解出来た。

　先さき程ほどまでマコトがいたとこに、野や獣じゆうの姿があった。

「血桜忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、この血桜虎牙から逃れられると思っているのか？」

　爪をペロリと嘗なめ、虎牙は不敵に笑った。

「二人まとめて血ち祭まつりに上げてやる」

　ぶっ飛ばされそうな怒ど声せいに、マコトは戦せん慄りつした。




「くっ…」

　涼葉は思わず歯は嚙がみした。

　相手から滲にじみ出る気き迫はく。その一いつ挙きよ一いち動どうからでも痛いくらいに理解出来る。

　この男は、かなり強い。自分と互ご角かく。いや、もしかしたらそれ以上。

　ここで、マコトをかばいながら戦える相手ではない！

　涼すず葉はの頭はそう結論をはじき出した。

「マコト様」

　空気にも似た小さな小さな囁ささやき声で、涼葉は言った。

「三つ数を数えるでござる。『さん』でお逃げください」

「え？」

「よろしいですね。拙せつ者しやが三つ数えたら、走り出すでござるよ」

　ほんの一瞬だけ、涼葉は笑顔を見せた。

「それでは、行くでござる。いち」

　ゆっくりと、涼葉は数え始めた。

「に」

　ゴクリと、マコトは固かたい唾つばを飲み込んだ。

「さん！」

　涼葉に言われた通り、マコトはそのタイミングで突っ走った。

　しかし、涼葉の姿は視し界かいにはない。

「え？」

　肩かた越ごしに振り返ると、虎牙ベンガルと戦う涼葉の姿が見えた。

　マコトは全すべてを理解した。自分を逃がすために、涼葉があえて同じタイミングを計ったこと。

　逃がすマコトとは反対に、虎牙に向かって突っ込んだこと。

　虎牙の巨大な爪が空くうを切る。涼葉は残ざん像ぞうだけ切らせてそれをかわす。そして虎牙の背後に回り刀を突き立てる。

　しかし虎牙もさすがだった。その巨体からは想像もつかない身のこなしで一いち撃げきを避よけると、涼葉の腹に強烈な足あし蹴げりを食らわせる。

　さらにとどめとばかしに爪が振り下ろされる。

　自らの短刀でそれを受けとめた涼葉だが、いかんせん腕力に差がありすぎる。

　身をよじって逃れた涼葉は、少し間合いを空あけて着地した。荒く肩で息をしながら虎牙を睨にらみ付けている。

　その向こうでは、かなでが忍にん者じや達と戦っていた。

「うわ～～～」とか「きゃ～～～」とか「来ないで～～～」とか叫んでるわりにはちゃんと戦ってる。たいしたもんだ。

　だけどやっぱり多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。押されつつある。

「何をしてるでござるか！」

　足を止めているマコトに、涼葉の鋭い声が飛んだ。

「逃げるでござる！」

「でも………それじゃ」

「お願いでござる！！！」

「逃すかぁぁ！」

　虎牙ベンガルが恐るべき瞬しゆん発ぱつ力りよくで走り出す。

　しかし、一瞬で間合いを詰めた涼すず葉はが立ちはだかった。

「おのれぇぇぇぇ」

　虎牙の表情が歪ゆがむ。野や獣じゆうが吠ほえた。マコトを恐がらせるには十分の威い力りよくだった。

　涼葉やかなでを心配する心が、恐怖に軽くノックアウトされた。

「ごめん。涼葉！　かなでさん！」

　マコトはそう叫ぶと背を向けて走り出した。

　自転車の待つ校門へ向けて。




　自転車は置いたとこにちゃんとあった。幸いドロちゃんに盗まれたりしてなかった。

　マコトは自転車に文字通り飛び乗ると、思い切りペダルに体重を乗っけた。

　さすが自転車屋から帰って来たばかりのマシンだ。スムーズに走り出す。

「冗じよう談だんじゃない。あんなとこにいたら命がいくつあったって足りないよ！」

　そんな命がいくつあったって足りないところから逃がしてくれた二人の姿が、頭を過よぎった。

　ペダルを踏む力が、少しだけ弱まった。

　涼葉とかなでさん。ちゃんと逃げ出せるかな？

　最後の状況を見るかぎりでは、ちょっと心配なとこだった。

「きっと大丈夫さ。あの二人は忍にん者じやなんだから。うんうん」

　口ではそう言いながらも、べっとりと貼はり付いた黒いもんはなかなか剝はがれてくれない。

「いいんだよこれで。僕が戻ったところでど～にもなんないんだから！」

　心の中でうじゅうじゅ言ってる良心を怒ど鳴なりつけると、マコトはペダルを踏みつけた。
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「かは！」

　虎牙のぶん回されたカカトが、涼葉のみぞおちにダイレクトに決まった。

　突き抜けるような激げき痛つうに、涼葉は膝ひざをつく。

「うじゅ～～～」

　その隣では、とっくの昔にリタイヤしてるかなでが目をナルトにして倒れてた。

「よくぞここまで戦い抜いた。さすがは草くさ影かげにその名ありと呼ばれたくノ一いち、涼葉よ」

　肩で息をしながら、虎牙が言った。

「自らを犠ぎ牲せいとし時間を稼かせぎ誠せい之の進しんを逃した手しゆ腕わん。敵ながら立りつ派ぱだ。その覚かく悟ごに免めんじ、一いち撃げきで仕し留とめてやろう」

　虎牙ベンガルが爪を構えた。

「心配するな。すぐに誠せい之の進しんも後を追わせてやる」

「くっ」

　涼すず葉はは奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

　必死に体に力を込めるが、目の前の虎牙から逃げ切るだけの体力は残っちゃいない。

　どうせ逃げられぬならば………。

　涼葉は決意を固めた。

　刺し違えるまで！

　残っていた力を静かに練ねった。たった一瞬でいい。必要なのは爆発するような速さ。虎牙の首に短刀を突き立てるその速さ。

「死ね！」

　虎牙が爪を振り下ろそうとした時、涼葉がまっすぐに虎牙に向かって飛び出そうとした時。

　その音は響ひびいた。

　ちりんちりんちりんちりんちりんちりん！

　鼓こ膜まくに飛び込んでくる絶え間なく鳴らされる鐘かねの音ね。

　虎牙と涼葉、五人の血ち桜ざくら忍にん者じやとやっと意識を取り戻したかなで。皆そろってちりんちりんの音が聞こえて来た方向に目を向ける。

　ベルを連れん打だしながら、全速力の自転車で突っ込んでくるマコトの姿があった。

「飛び乗れぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　自転車が、虎牙の前を通り過ぎて行った。

　そして、自転車が通り過ぎた後には涼葉とかなでの姿はなかった。

「おりゃああああああああああ」

　多少よろめきながらもかっ飛ばして行く自転車。必死にペダルを漕こぐマコトには、涼葉とかなでがしっかりとしがみついてた。
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「だああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！」

　虎牙は、腹の底から大声を上げた。

　ポカンとしてる血桜忍者達を、虎牙は怒ど鳴なりつけた。

「何をしている？」

「いえ、へんてこな馬だったな～～って」

「だばらっしょ！」

　正直な感想を口にした血桜忍者を、虎牙は丸まる太たのような腕で殴なぐりつけた。

　血走った瞳で、虎牙は叫んだ。

「追えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」




「こちとらこの街に生まれ育ってもう十七年にもなるんだ。このへんの道は知り尽くしてる」

　ひ～～こら自転車を漕こぎながら、マコトは叫んだ。

「坂道コースで行くぜい！」

　宣せん言げん通り、自転車は下り坂に突入する。風を切って突き進む。

「助けに来てくれたんですね。マコトさん。ありがとうございますぅぅぅ」

　右後ろの方からかなでの声が聞こえた。マコトも一体どんなふうにしがみついてるか分かんないけど、かなでが摑つかまってるのだ。

「マコトさんは命の恩おん人じんです！　神様です！　アタシ末まつ代だいまで語り継ぎますぅう」

　右から聞こえてくる雨あられな感謝とは全く違った声が、左の後ろから聞こえた。

「マコト様」

　まるで、怒っているような口く調ちようだ。

「どうして、どうして戻って来たでござるか？　一歩間ま違ちがえればマコト様の命も危ないというのにどうして」

「どうしてって言われたって……」

　さらに勾こう配ばいを激しくする道路、上がるスピードに耳元を通り過ぎてく風。そんな中、マコトは叫んだ。

「よく分かんないよ！　理由なんて！」

　涼すず葉はのそれ以上の追及は不可能になった。マコトだってもし質問されても答えられなかったろう。

　目の前の大通り。向こうからやって来るのはかすっただけでも天国まで吹っ飛ばされそうな巨大なトラック。

「ああああああ！」

　ブレーキをかけるけど、なまじっか速度が出てるから止まっちゃくれない。

　プァァァァァァァァァァァァ！

　トラックのクラクションが鼓こ膜まくを震わせた。迫り来る強烈なヘッドライトの光に、マコトとかなでと涼葉は仲良く悲鳴を上げた。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　紙かみ一ひと重えってとこだった。自転車はトラックの前を奇き跡せき的に横切った。

　もう坂道も終わりだ。そのまま自転車をふらふらと走らせ、近くの茂みにて止まる。

「し、……死ぬかと思った………」

　マコトがほっと安あん堵どのため息を吐き出した………まさにその時。

　闇やみから飛び出して来た影が、マコトらを取り囲んだ。街がい頭とうに照らされるそいつらは言うまでもなく血ち桜ざくら忍にん者じや。

　一いつテンポ遅れて、虎牙ベンガルも到着する。

　もちろん………マコトは両手を上げることしか出来なかった。

　出来る訳ないってもんだ。




「先さき程ほどはよくもやってくれたな、誠せい之の進しん。あまりもの意い表ひようをついた登場で思わず何も出来なかったわ」

　虎牙が、ただでさえ恐い顔を歪ゆがめて言った。

「だがもはやここまで。大人おとなしくしろ」

「そうはいかないでござる！」

　涼葉が短刀を握り締めた。

「そうです！」

　かなでも両手に短刀を握り締め構える。

「無む駄だな抵抗だ。皆の者！　かかれ」

　じりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりん！

　けたたましいベルの音が鳴り響ひびいた。

「今度は一体なんなのだ？」

　うんざりとして呟つぶやく虎牙の隣で、一人の血桜忍者が懐ふところに手を突っ込んだ。

　取り出されたのは、かなりレトロな香りのする目覚まし時計だった。

　忍にん者じやは時計を見るなり叫んだ。

「べ、虎牙ベンガル様！　大変でございます。もう九時でございます！」

「それがどうかしたのか？」

「お忘れですか？　あるばいとの時間でございます！」

「…………………ああああああ！」

　虎牙はしまったって大声を上げた。

「そうだ、今日はあるばいとの日ではないか」

「早く行かねば」

「しかし、誠せい之の進しんを目の前にしてこのままおめおめと引き下がる訳には」

「お忘れですか？　この目覚まし時計というからくりをくれた現場監かん督とくという偉い役やく職しよくの男が申していたことを」

「……………もし時刻に遅れたら…………クビを切る」

「そうでございます。下へ手たをしたら我ら全員クビを切られてしまうでござる」

「し、しかしだな、我らとて血ち桜ざくらの忍しのび。おいそれとクビを切られるようなことは」

「虎牙様も目になさったでしょう。あの巨大なからくり兵器を」

「ああ、しゃべるかーとぶるどーざーとかいう奴やつだな」

「あんなものに襲おそわれたら、いくら我らとて……………」

「…………………」

　虎牙は押し黙った。どれぐらいの時が流れたろうか。

「え～～ぃ、誠之進。いましばらくその命預あずけておこう！」

　仕し込こみ爪づめをがちょんと引っ込め、やけクソのように虎牙は叫んだ。

「さ、行くぞ。現場に」

「御ぎよ意い!!」

　虎牙と血桜忍にん者じや達は、また闇やみの中に消えて行った。




「一いつ体たい何がどうなっているのかよくは分からないでござるが………」

　虎牙らが去り、しばらくが経過した後、涼すず葉はが固い息を吐き出した。

「どうやら、危険は去ったようでござるな」

「危険は去った………ってことは…」

「アタシ達、助かったってことですね」

　マコトとかなでは顔を見合わせ、にぱ～～～って笑った。

「やったぞ！」

「やりました」

　ばんざ～～いばんざ～～いばんざ～～いってかなでと一緒に盛り上がるマコト。そんな彼に、涼すず葉はの鋭い声が飛んだ。

「マコト様！！！」

「な、何だよ。そんな恐い顔して」

「マコト様。もう二度と、このような軽はずみな行動はとらないでください。マコト様にもしものことがあったらどうするでござるか！　今回はたまたまうまく行ったものの」

「涼葉さんってばもういいじゃないですか。それにマコトさんが来てくれなかったらアタシ達大変なことになってたんですよ」

「それは……そうでござるが………しかしでござるな」

「ありがとう。でも次からは気をつけてね。でいいじゃないですか。そんなぷりぷりしてる女の子は男の子にもてませんよ」

「な、何を言ってるでござるか！」

「ほら、そんな恐い顔して」

「か、かなで!!」

　なんか空気張はり詰めちゃってる二人の間に、マコトはまあまあと割って入った。

「いいじゃないか。こうやって無事に終わったんだからさ。さ、早く帰ろ。帰って傷の手当てしないとさ」

「マコトさん」

「ん？」

　顔を動かすと、なんか深刻な顔してるかなでがいた。

「ごめんなさい」

　かなではぺっこりと頭を下げた。

「何が？」

「何がって、アタシ、何度も何度もマコトさんのこと殺そうと」

「え、ああ」

　マコトはぽりぽりと鼻の頭を搔かいた。

　そして、優しく言った。

「もういいよ」

「え？」

「結局、かなでさんは僕のこと助けてくれたじゃん。血ち桜ざくらに逆さからってまで。だからいいよ」

「マコトすわん！」

　かなでの瞳にこんもりと涙が浮かび上がった。

「アタシ、決めました」

　かなでは元気よく言った。

「これからも虎牙ベンガル様達は、マコトさんのこと狙ねらって来ると思います。だから、だからアタシもマコトさんを守るお手伝いをします！」

「あ………ありがと」

　なんか、この元気さがちょっぴり恐いとこだけど、マコトは一応御お礼れいを言った。

「それでは、アタシ家に帰るんで、また明日……」

　そこで、かなではいきなり泣き出した。何の前まえ触ぶれもない突然の豪ごう雨うだ。

「ど、ど、ど～～したのかなでさん」

「よ、よく考えたら、アタシ帰るとこありませんでしたぁぁ」

　涙と鼻はな水みずのタッグマッチでかなでは泣きじゃくった。

「抜ぬけ忍にんしちゃったんです。もう血ち桜ざくらの元には帰れません。アタシ、行くとこがなくなっちゃいましたぁ」

　何て言うか、宇宙意い志しって奴やつが僕にこの言葉を言わせようとしてるんじゃないかって、マコトは思った。

　果たして、この言葉が正しいか正しくないのか？　それは分からない。だけど、ハッキリ言おう。この状況においてはこの言葉を言うしかない。

　マコトは、ごくりと唾つばを飲み込んでからその言葉を口にした。

「なら………うちに来る？」

「え？」

　信じられないって顔で、かなでがマコトを見上げる。

「いや、父さん母さん海外だし、部屋余あまってるんだ。もしよかったら」

「マコトすわん！」

　かなでの顔がぱあって明るくなった。ちなみに涙と鼻水は増ぞう量りよう中だ。

「ありがとうございます～～」

　かなではマコトに飛びついた。

「う、うわああああ」

　もちろん、マコトはおおいに慌あわてふためいた。

「こ、こらかなで！　何をしてるでござるか！」

　涼すず葉はが目をつり上げた。

「何って、嬉うれしいから抱きついただけですけど」

「だけですけどじゃないでござる！」

　わめく涼葉を無視し、かなではぎゅぎゅうと体を押しつけた。

「ありがとうございますマコトさんありがとうございます。もう、アタシ、マコトさんの言うことなんだって聞いちゃいます」

　なんて言うか押しつけられる弾だん力りよくがダイレクト。って言うか大たい変へん。って言うか男の子大変。マコト君大変。

「とにかく離れるでござる！　離れろと言ったら離れるでござる！」

「え～～いいじゃないですか～～」

　涼すず葉はとかなでの声のプチな言い争いが続く中、マコトは弾だん力りよくをダイレクトに感じてマコト君フィーバーしながら夜空を見上げた。

　そして、口の中で呟つぶやいた。

「ま、にぎやかにはなるだろ～な」




　その夜。

　体中にばん創そう膏こうを貼はり付けてがーすか眠るマコト。

　すすって押入れが開かれ、涼葉がひょこっと顔を覗のぞかせた。

　豆ランプに照らされるマコトの顔を見つめながら、涼葉は小さな小さな声で囁ささやいた。

「マコト様。…………ありがとうでござる」

「ん……んん」

　マコトが急に体をよじらせた。涼葉は慌あわてて押入れを閉めた。

　ほんのしばらくが経過した。どうやら単なる寝返りだったようだ。

　また押入れの戸が少しだけ開かれた。

　静かに微笑ほほえみ、涼葉は呟いた。

「お休みでござる。マコト様」

　押入れが閉められた。まもなく、静かな寝ね息いきが聞こえ始める。それは本当に小さな小さな寝息なのだけれど。

「う～～ん、むにゃむにゃ」

　押入れからの呟きなんて全く気がついてないマコトは、口をむにゃむにゃさせてとっても素す敵てきに寝言をのたまった。

「父さん母さん。仕し送おくり増やしてよね」





第七話　完　　　















　　　第八話　涼葉のお忍びボディーガード
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「マコトさん。おっはよ～～ございま～～～す」

　かなでの、爆ばく発はつ元気な声でマコトはお目覚めした。

　眠りの世界から一本釣づりで引っ張り上げられたような、そんな気分だ。

「ん……」

　目を開けると、すぐ目の前にかなでの顔があった。ちょっと普通じゃない距離だ。危ない距離だ。写真でも撮とられたら言い訳わけ出来ない距離だ。

「う、うわあ」

　当然のごとく、マコトは情なさけない声を上げてベッドから転げ落ちた。

「おはようございます。マコトさん」

　エプロン姿のかなではにっこり笑って言った。だけどマコトにゃその笑顔に答えてる余よ裕ゆうなんてなかった。

　とある深刻かつ重大な事情で。

[image: ]

「もう朝ご飯はん出来てますよ。今日は学校の日ですから、早くしないと遅刻しちゃいますよ」

「あ、ああ」

　マコトはうわの空で返事した。

「それじゃ、下で待ってますね。涼すず葉はさんもそろそろ朝のお稽けい古こから帰ってくるでしょうし」

　かなではそれだけ言うと、マコトの部屋を出て行った。

　マコトはひどい頭痛を覚えた。確かに、昨日、エプロンを見せてこう言った記き憶おくがある。

『これはエプロンって言うんだ。料理する時に身につけるもんなんだよ』

　だけどまさか、あんなふうに誤ご解かいされてたなんて。

「言葉が完全に足りなかったな」

　マコトはぼやいた。

　案あんの定じよう、階下からこんな会話が聞こえて来た。

『か、かなで！　何でござるか？　その破は廉れん恥ちな格かつ好こうは？』

『え、だってお料理する時はこのエプロンを身につけろって。今け朝さの朝ご飯はアタシががんばって作ったんですよ』

『馬鹿！　つけ方が違うでござる！』

『え？　そうなんですか？』

『まさか……その格かつ好こうでマコト様のところへ行ったりはしなかったでござるな？』

『マコトさんとこならさっき行きましたよ。起こしに』

『馬鹿者ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　涼すず葉はの叫びが、勢いよく鼓こ膜まくに飛び込んできた。

　マコトはため息まじりに呟つぶやいた。

「ちゃんと言うべきだった。エプロンは服の上からつけるもんだって」




「えっと、それじゃ三人そろったところで」

　マコトと涼葉がテーブルにつくのを確認し、かなでが先頭を切って手を合わせた。

　もう裸はだかにエプロンなんてデンジャラスな格好じゃない。マコト君的にはほんのちょっぴり残念だったり残念じゃなかったりするけど、ちゃんとセーラー服を着てる。

「いただきます！」

　そろって挨あい拶さつしてから、三人は箸はしを手に取り朝食に取りかかった。

「しかしま～～たいしたもんだ」

　お行ぎよう儀ぎ悪く口をもそもそしながら、マコトは感心の息を漏らした。

「ご飯にみそ汁。煮物に卵焼き。ひじきに焼きシャケ。そんでもってたくあん。まるで旅館なみの豪ごう華かな朝食だもんな」

「えへへ、ありがとうございます」

　かなでが照れくさそうに笑った。

「血ち桜ざくらでも作ってたの？」

「え～～っとですね、食事は交代でやってたんですけど、アタシにはやらせてもらえませんでした」

「どうして？」

「よく分かんなかったんですけど、アタシが作った料理でみんな寝込んじゃったのが原因だと思います」

「え？」

「一週間くらい動けなかったんですよ。あはは」

　にこやか～～な顔から吐き出されるとんでもない事実に、マコトは思わずもぐもぐするのを止やめた。

「まさか………」

　だけど見る限り目の前に並んでる料理はまともなものだ。匂においだってまともなものだ。味だってまともなものだ。

　マコトは隣の涼すず葉はに横よこ目めで尋たずねた。

「………問題はないように思うでござるが」

　慎しん重ちように料理の匂においを嗅かぎ、涼葉が頷うなずいた。

「あっは、大丈夫ですよそんな心配しなくたって」

　かなでが脳のう天てん気き一いつ杯ぱいに笑い飛ばした。

「だってこれ、アタシが作ったんじゃありませんもん」

「え？　それじゃ涼葉が」

「拙せつ者しやじゃないでござる」

　涼葉が首を横に振る。謎なぞが謎を呼んでもう何も見えないわって状況の中、かなでは笑いながら種あかしした。

「朝一番でコンビニに行ったんです。二十四時間やってるとこ。そこでご飯とかみそ汁の元とかレトルトのお惣そう菜ざいとかを買って来たんです。で、チンしたって訳です」

「こんびに？　れとると？　ち、ちん？」

　さっそく涼葉が取り残された。

「自分でやったのはたくあんを切っただけです」

　にっこにっこ笑うかなでに、マコトはたっぷりと息を吸い込んでから吐き出した。

「現代生活の素質はあるなと思ってたけど、たいしたもんだ」

「だから、安心して食べてくださいね」

　謎なぞは解けた。だから安心して食べ始めた。

　だけど、謎の解明はまた新たな謎を生み出した。

「ちょっと待って、お金はど～～したの？　こんだけ買うとなるとけっこうするでしょ」

「あ、お金は、台所の財さい布ふの中から出しました。マコトさんが昨日きのう言ってたじゃないですか。食料品関係はこの財布から出しなさいって」

　かくんってマコトは首を落とした。今月のやりくりのことを考えたら頭が痛くなって来たのだ。

　南の島の両親に正直に訳を話して、仕し送おくりを増やしてもらおうかな？

　そんなことを考えたけど、ぷるぷると首を横に振る。

『女の子二人と同どう棲せいを始めましたぁ！』なんて言ったらどんなことになるかなんて、目に見えてる。

　もともと、駄だ々だこねてここに残ったのだ。両親がマコトも南の島に呼びたがってるのは、しょっちゅう送られてくる向こうの風景のついた絵え葉は書がきから簡単に想像が出来る。

　何かマコトが問題を起こしたら、それにかこつけて魔ま手しゆを伸ばして来るはずだ。

　同棲宣せん言げんをした途と端たん、十じゆつ中ちゆう八はつ九く仕送りが止まるだろう。んでもって干ひ上あがった頃を見計らってマコトを迎えに来るだろう。そんなものだ。

　そして、何もない南の島で、ウクレレの練習をする日々が始まる。

「それだけは、それだけは避けねばならん。絶対に」

　マコトは力強く頷うなずいた。

「どうしたでござるか？」

「いや、ちょっと。今後の生活のやりくりを考えなくちゃなって。ま、今夜にでも話し合おう」

　マコトは残ってたご飯をかっ込み、みそ汁で流し込むと立ち上がった。

「さてと、そろそろ学校に行かなきゃな」

「あ、待ってください。アタシも」

　かなでも同じようにご飯を口一いつ杯ぱいに頰ほお張ばると立ち上がる。

　鞄かばんをひっ摑つかみ、さあ出かけようかって構える二人の前に、涼すず葉はが立ちはだかる。

「待つでござる。マコト様」

「どうした？」

「拙せつ者しや、いろいろと考えたでござるが、やはりマコト様の安全のために、一緒に行くことにするでござる」

「なんだって！」

「心配いらないでござる。マコト様の勉べん学がくの邪じや魔まはしないゆえ」

　って言う涼葉だけど、じゃあいいかなんて言える訳がない。

　かなでは………問題ないと思われる。多少言げん動どうがおかしい時もあるけど、まだ現代人としての許きよ容よう範はん囲いに入ってる。

　だけど涼すず葉はは違う。おかしすぎるのだ。

　たとえ忍にん者じや服じゃなくたって、そのおかしさは滲にじみ出ることだろう。

　下へ手たしたら教室で刀かたなを振り回しかねない。手しゆ裏り剣けんを投げかねない。まきびしをばらまきかねない。

　忍者に命を狙ねらわれてて、それでもってくノ一いちに命を守られてるって状況は、出来ることなら世間には秘密にしておきたい。

　きっとばれたらみんな遠とお巻まきに避けていくだろうから。

　しかしま～～、どうやって涼葉を説せつ得とくするべきだろうか？

　考え込むマコトの隣で、かなでが口を開いた。

「涼葉さん。大丈夫ですよ。マコトさんのことは心配しなくたって」

　弾だん力りよくある胸をばいんって叩たたいて、かなでは宣言した。

「学校ではアタシがいっつもマコトさんにくっついてます。だから安心してください!!」

「そうだよ！　かなでさんがいるから大丈夫だよ」

　ここぞとばかしにマコトは乗っかった。

「特別に助けが欲しくなったら電話するし。うん。涼葉は家にいればいいよ」

「しかし………」

「とにかく、学校には来ないように。いいね。じゃ、かなでさん行くか」

「はいい」

　いってきま～～～っすって声を置き土産みやげに、二人は家を出ていった。




　一人残された涼葉は、複雑な心しん境きようで扉とびらを見つめてた。

　マコトが心配ってのもあったし、それになんだかよく分からない感情がもやもやしてた。

　アタシがいっつもマコトさんにくっついてます！

　その言葉を聞いた途と端たん、湧わき上がった感情だ。

　べたべたとマコトにくっついてるかなでの姿が頭に浮かんだ。と、同時に、自分もそんなふうにしてみたいって感情が一瞬だけ胸を過すぎる。

「せ、拙せつ者しやはなんて破は廉れん恥ちなことを」

　たいして破廉恥でも何でもないけど、涼葉はぽかすかと自分の頭を叩いた。

「マコト様がああ言ってるでござる。拙者はここで帰りを待っているでござる。それに、ああ見えてもかなでは元血ち桜ざくらのくノ一。心配はいらないでござる」

　自分に言い聞かせながら、涼葉は居間に戻りちゃぶ台についた。残ってたご飯茶じや碗わんを持ち上げ、箸はしをたくあんに伸ばす。

　びろろんろん！

　たくあんが全部持ち上がった。なんてことはない。ちゃんと切れてなかったのだ。

　たくあん切れてない！

　この事実が、涼すず葉はの頭の中でどかんと爆発した。

　たくあんもちゃんと切れないような奴やつにマコト様を任せられるか？　否いな！　任せられる訳がないでござる！

　えらくこじつけ的な意見かもしれないけど、涼葉は確かつ固こたる意志を持って立ち上がった。

「マコト様はこの涼葉が守るでござる！」
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　ぽかぽかとした春の陽気だった。開いた窓からそよそよと吹き込んでくるちょっと涼し目の風も心地よい。

　こんなダブルな攻撃を食らっちゃ、お昼ひる前ったってついつい眠たくなってしまうってものだ。

「ふわあああああ」

　マコトは特大のアクビをかました。だけど黒板前まえの女教師にきっと睨にらまれて慌あわてて残ってたアクビを飲み込んだ。

　なんてったって三角形の眼鏡めがねかけちゃってるくらいの女教師なのだ。下へ手たに目を付けられちゃどんなヒドイ目にあうか分かったもんじゃない。

「これから黒板に書く英文を訳すように」

　とげとげした口く調ちようで言うと、女教師は黒板にチョークを這はわせ始めた。

　カッカッカッカッカッカって音がするくらいものすんごく力が込もってる。事実、チョークが折れた。

　やばいな～～、眠いったらありゃしないよ。

　マコトは心の中でぼそっと呟つぶやいた。

　だけどな～～、今日の末すえ山やま先生めっちゃ機き嫌げん悪そうだしな。一月に一回くらいこういうことあるんだよな。こ～～ゆ～～時に居い眠ねむりなんかしてると、チョーク投げられてその後あと立たされるからな。やなんだよな～～。

　軽く目ま蓋ぶたの上からマッサージしてみるも、そんなことくらいじゃ眠ねむ気けはどっか行ってくれない。シャーペンで手の甲をつんつんしてみるも、やっぱりダメ。

　こうなったら最後の手段だな。

　マコトは、隣の席に目を向けた。

　教科書をものすごく真剣に読んでるかなでがいた。時折、うんうんと頷うなずいちゃったりしてる。

　だけど、教科書は今日もしっかり逆さかさまだった。ついでに言わせてもらえば、今日もやっぱり保健体育の教科書だった。

　ため息いき一つ吐き出してから、マコトは慎しん重ちように小声で囁ささやいた。

「かなでさん……かなでさん」

「はい、なんですか？」

　恐ろしく元気一いつ杯ぱいに顔を向けてくれるかなでに、マコトは慌あわててし～～ってやった。

　それから、息だけの声で言った。

「もし僕が居い眠ねむりしたら、つっついて起こして欲しいんだ。そうしないと先生これだから」

　両手をこめかみんとこに持ってって人ひと差さし指ゆびで角つのを作る。

　鬼のジェスチャーは通じたのだろう。かなでは大きく頷うなずくとにっかり笑ってみせた。

「大丈夫です。アタシに任せてください」

　息だけの声で返事が返ってくる。片手拝おがみでありがとってするとマコトは前方の黒板に目を戻した。

　よし、これでいざって時にも大丈夫だろう。

　マコトは安心して、シャーペンを握り締めた。




　そんなマコトの姿を、木の枝の陰から見つめる少女がいた。

　緑の忍しのび装しよう束ぞくを身にまとった少女。そう、そう、草くさ影かげ忍にん者じやの草影涼すず葉はだ。

　来るなと言われたけど、たくあんすらちゃんと切れないかなでには任せられないと、こうして学校にやって来たのだ。

　ただし、もちろんマコトには内ない緒しよ。完全にお忍びでの行動だ。

「マコト様は、この涼葉が守るでござる」

　お忍びボディーガード涼葉は、決意を確かめるようにそう呟つぶやいた。

「血ち桜ざくらの忍びがどんな手で迫ってくるか分からないでござる。油ゆ断だんは出来ないでござる」




　チョークを五本もダメにした女教師は、六本目のチョークで英文を書き終えた。

　ドブの糸ミミズのよーな、とっても読み難にくい筆ひつ記き体たいの英文だ。

「それじゃ、前に出て来てこの英文を」

　クラス全員が一いつ斉せいにうつむいた。うつむいて神様に祈いのりを捧ささげた。どうか当てないでくださいって。

　そんな哀あわれな子こ羊ひつじの様よう子すを、女教師はとってもサディスティックな笑えみを浮かべながら見つめた。

「誰にしようかしらね」

　ぐるりと教室を見渡す。と、とある一点にて三角眼鏡めがねの奥の瞳が止まった。

「私の授業で居い眠ねむりするなんて………いい度ど胸きようじゃない」

　女教師の手の中で、チョークがぽっきりと折れた。

　七本目と八本目と九本目と……とにかく残ってたチョークを全部取り出し、女教師は器用にそれらを指の間に挟はさみ込んだ。

　これから奏かなでられる悲劇の協きよう奏そう曲きよくを前に、生徒達はゴクリと唾つばを飲み込んだ。




「えいやぁぁぁぁぁぁ！」

　女教師の手から無数のチョークが放たれる。それらはマコトに向かって一直線に飛んで行く。

　教室を半分ほど横おう断だんした時だった。チョーク達がぱっくりと割れた。その中から飛び出すのは、鋭くきらめく鉄の針。

「うわあ！」

　マコトは悲鳴を上げた。

「マコトさん！」

　慌あわててかなでが制服に仕込んであった短刀を引き抜くが、時すでに遅すぎた。

　無数の鉄の針は、正確にマコトの頭部を貫つらぬいた。それ以上声を上げるヒマもなく、マコトはバタンキューした。

　主人公とは思えない程ほどにあっけない最さい期ごだった。

　倒れるマコト。そして騒ぎ出す他の生徒達。

　そんな中、女教師は静かに笑いを漏らした。

「くっくっく、油ゆ断だんしたわね。藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん」

　女教師が胸むな元もとに指をかけ、そして思い切り引っ張る。剝はぎとられた服の下から出て来るのは、血に染まった桜さくら色いろ。

　べりって変へん装そうを剝はいだ下からは、残ざん虐ぎやくな瞳の美女の顔。

「血ち桜ざくらの力、思い知るがいいわ。おーっほっほっほっほっほっほ」

　女教師、いや、血桜修しゆ羅ら菊ぎくの高笑いの声が、教室に響ひびき渡った。




　いつもどこでも忍２ニンジャ　完




　ってな情じよう景けいが一瞬で涼すず葉はの頭に中に組み上げられた。

「あ、危ないでござる！　マコト様を救わねば！」

　涼葉は忍にん者じや服の懐ふところから細長い筒つつのようなものを取り出した。

　そして片方に口をつけて、強く鋭く息を吹き入れた。




　ざわざわとしたざわめきで、マコトは眠りの世界からこっちの世界に戻って来た。

「あれ、僕眠ねむっちゃってたんだ」

　まったくも～～ど～～してかなでさん起こしてくれないんだよって、唇くちびる尖とがらして隣を見たマコトは、その理由を痛いくらいに理解した。

「なるほど…………こりゃ起こせる訳ないよな」

　教科書を枕まくらにして、かなではすっかり寝入ってた。とっても幸せそうな寝顔だった。流れ出したよだれで川が出来ちゃうくらいにだ。

　はあってため息いき吐き出してから、マコトは教室を見渡した。

　なんだかよく分かんないけど、黒板の方に人が集まってる。時間からしてまだ授業が終わったって訳じゃないのに。

　眠れる森の変へん女じよはそのままにして、マコトは席をあとにした。

「ど～したの？」

　人だかりの後ろから覗のぞき込むと、倒れる女教師の姿があった。最初ぎょっとしたけど、肩が上下してる。どうやら眠ってるらしい。

「なんだかよく分からないけど、突然ばったんって倒れたんだ」

　誰かが教えてくれた。

「どうしよ？」

「保健室に運んでくに決まってるだろ」

　福ふく本もとが拳こぶしをポキポキ鳴らしながら歩み出た。

「よし、俺がおんぶして」

「ダメよ。福本君じゃ。保健室行く途中でへんなことしそうだもん」

　女子生徒達が立ちはだかった。

「松まつ畑ばたけ君。お願いね」

「え？　うん。いいけど」

　のっぽでつぶらな瞳の学生に声がかかった。

　松畑君は女教師を背負うと、教室を出て行った。

「お前ら分かってないぞ。あいつのあのつぶらな瞳の中にぎらぎら燃える男の炎ほのおを。だいたいああいった顔の奴やつをむっつりスケベっていってな」

　あ～だこ～だ言う福本の声なんて、誰も聞いちゃいなかった。

「さ、チャイム鳴るまでのんびりしよ」

「そうねそうね」

　すっかり休み時間ののんびりモードに突入してた。

　そんな中、マコトだけは難しい顔で考え込んでた。

　突然ぱったり倒れて眠り出す。マコトの記き憶おくが確かならば、過去にもそういう出来事があった。

　記き憶おくにも新しい、かなでが転校して来た次の日のことだ。

　マコトとかなでの街まち探たん検けんに加わろうとした男子達が、みんなぱたぱたと倒れていった。

　それがかなでの眠り吹ふき矢やによるものだったってことは、つい昨日きのう教えてもらったばかりなのだが。

「かなでさん？」

　振り向いてかなでを見た。眠れる森の変へん女じよはまだ幸せそうに眠ってた。誰かが起こしてあげないと人類滅めつ亡ぼうの日まで眠ってそうだ。

「かなでさんじゃないとすると………」

　マコトの頭に一人のくノ一いち少女の姿が浮かび上がった。

　なんとなく、視線は窓の外に向けられる。見えるのは木。なんの変へん哲てつもない。

「考えすぎか……」

　ふんってマコトは笑うと、自分の席へと戻った。

「さって、せっかくだからのんびりしよ」




「危ないところだったでござるな」

　がさっと音をたてて、逆さかさまになった涼すず葉はが枝の陰から姿を現した。

「もう少しでマコト様に見られるところだったでござる」

　んっと瞳の端はしに過よぎるものを確認し、涼葉は視線を上へと動かした。

　涼葉の上……つまり下。一階のガラス窓からその光景は見えた。さきほどの女教師が保健室のベッドに寝かされる光景だ。

　もしかして、あの女は血ち桜ざくら修しゆ羅ら菊ぎくではなく、本当に女教師だったのかも……。

　だけど、そんな考えもたった一言で握り潰つぶした。

「用心に越したことないでござる」

　さらに、逆さまのまま拳こぶしを握り締める。

「この涼葉。今後もこのように、陰よりマコト様をお守りするでござる」

　傍はた迷めい惑わくな決意を、涼葉は改めて固めた。（困ったもんだ）
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「これが、昼時のパン争そう奪だつ戦争って奴やつだから。こうやって体を細くして、前へ前へと行くんだ」

　人ひと混ごみの中、もみくちゃにされながらマコトは叫んだ。

「購こう買ばいのおばちゃんが見えたら、力一いつ杯ぱい叫ぶんだ。なになにパン！って。分かった？」

「は、はいいぃぃぃ」

　やっぱりもみくちゃにされてるかなでが声を張り上げた。

「焼きそばパン一つ！」

「えっと、同じものを一つ！」

　なんとか二人はパン争そう奪だつ戦から無事に生せい還かんした。焼きそばパンを戦せん利り品ひんとして。

「ふ～～～」

　人ひと混ごみから抜け出し、二人は大きく息を吐き出した。

「毎度のことながら慣れるものじゃないな。これって」

「はいぃぃ、大変でした」

「授業が少し早く終わった時なんて天国なんだけど、今日みたいに少し遅くなっちゃった時なんていっつもこれだ」

「なるほどぉ」

「それでもここで買わなくちゃいけないのが貧びん乏ぼう学生のつらいとこなんだけどな。ここ確かに安いし」

「つらいとこですねぇ」

「ま、家で弁当作って持って来るってのがベストなんだろうけどさ、昼の焼きそばパンって僕好きなんだ」

「おいしそうですねぇ」

「けっこういけるよ。ここの購こう買ばいのって。あ、ちょうどいいや。あそこで食べよう」

　マコトは正面玄げん関かん近くのちょっとしたオープンスペースを指差した。そこは軽いテーブルやら椅い子すやらが用意されてて、ちょっとしたランチルームになってるのだ。

　実際、弁当を広げてだべってる女子生徒なんぞも見られる。

　その中の一つに、マコトとかなでは腰を落ち着かせた。

　と、かなでが急に辺りをきょろきょろと見渡す。

「ど～～したの？」

「あの、なんか誰かに見られてるような気がして…………あはは気のせいですよね～～」

　かなでは笑いながら、少しだけ浮かしてた腰を下ろした。

　もし、かなでが頭上を見上げていたら、今後の展開は少し変わってたかもしれない。

　だけど焼きそばパンに脳のう味み噌そが支配されつつあるかなでにはそこまでの機き転てんはなかった。

「焼きそばパン。焼きそばパン。どうしてあなたは焼きそばパン？　近くにあるからそばぱんかしら？　それじゃ焼きってなんなのかしら？」

　神様に誓ちかって意味はありませんって歌を歌いながら、かなではラップと格かく闘とうしてた。なかなか手て強ごわいらしい。

「そんなに力込めちゃダメだよ。下の方に切れ目があるからそこをはがせばすぐに取れるよ」

　笑いながら、一ひと足あしお先にすっぽんぽんになった焼きそばパンをマコトは持ち上げた。

「いっただっきま～～す」




　ぱっくり。

　焼きそばパンがマコトの口一いつ杯ぱいに頰ほお張ばられた。半はん歩ぽ時を遅らせてラップを取り終えたかなでもそれに続く。

「へっほふひへふへほ」（けっこうイケルでしょ）

「おいひいへふ。おいひいへふ」（おいしいです。おいしいです）

　満面の笑えみでもっしゃもっしゃしてる二人だったけど、不ふ意いにその口の動きが止まった。

「ぐっ！」

「うっ！」

　突然喉のどを押さえると苦しみ出す二人。しばし床を転げ回った後、二人はほぼ同時にバタンキューした。

　主人公とは思えない程ほどに見せ場のない最さい期ごだった。

「くっくっく。あっけない終わりだな。藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん」

　魂たましいの抜けた二人のもとへ現れたのは、購こう買ばいのおばちゃんだった。

　購買のおばちゃんは胸むな元もとに指をかけると一気に引っ張る。どういう仕組みになってるか分かんないけど、とにかく忍にん者じや服が現れる。

　血のように赤い桜さくら色いろ。血ち桜ざくら忍者だ。

　べりって顔の変へん装そうを剝はがすと、出てくるのは残ざん虐ぎやくな瞳の美女。

「ほーっほっほっほっほ！」

　購買のおばちゃん、いや、血桜修しゆ羅ら菊ぎくの勝ち誇った笑い声が、校舎に響ひびき渡った。




　いつもどこでも忍２ニンジャ　完




　ってな情じよう景けいが一瞬で涼すず葉はの頭の中に組み上げられた。

「あ、危ないでござる！　マコト様を救わねば！」

　天てん井じようにへばりついて二人を見守っていた涼葉は、懐ふところから鎖くさりのついた鉤かぎ爪づめを取り出した。

　二、三度しぴゅんしぴゅん振り回してから、涼葉は爪を放った。




　カチ！

　マコトの歯が乾いた音をたてた。

「あれ？」

　マコトは突然の出来事に、目をぱちくりんこさせた。

　何だかよく分かんないけど、焼きそばパンが消えたのだ。

「あれ～～？」

　きょろきょろと辺りを見渡すけど、焼きそばパンは落っこちてなかった。

「ど～～なってるんだ？」

　狐きつねにつままれたような顔つきで、マコトはかなでを見た。

　やっとこさラップを外し終えて、満面の笑えみで食べようとしてた時だった。

「いっただっきま～～～す！」

　かなでが頰ほお張ばろうとした時、やっぱり焼きそばパンは消えた。なんか一瞬灰はい色いろの影みたいなのが通り過ぎたけど、マコトの動どう体たい視力じゃそれが何なのか分からなかった。いや、単なる目の錯さつ覚かくとも思えた。

「あら、思ったより歯は応ごたえがないんですね。それに味もとっても薄いような気が……」

　しばらく口をもぐもぐさせてから、かなでは叫んだ。

「あ～、焼きそばパンが消えちゃってる」

　気がつくのにこんなにも時間がかかるなんて……。

　こんな状況ながらも、マコトはついつい頭の中で呟つぶやいた。

　ただもんじゃない！

「あれ～～焼きそばパン。焼きそばパン」

　マコトと同じように辺りをきょろきょろと見渡してから、かなでは瞳のプールを涙で一いつ杯ぱいにした。

「マコトさあん。イタズラは止めてくださぃぃ」

「僕じゃないよ。僕の焼きそばパンだってどっか行っちゃったんだから」

「うううううう、アタシの焼きそばパン」

　よっぽど焼きそばパン紛ふん失しつが悲しかったのだろう。かなではしくしく泣き出した。

「ああ、ちょっと待ってって、何も泣かなくたってさ。ほら、泣きやもうよ」

　周りの女生徒達からなんかものすごい目で睨にらまれて、マコトはあたふたと慌あわてた。

「そうだ、もう一個買かって来てあげるよ」

「本当ですか！」

　かなでの顔に太陽が昇のぼった。

「ああ本当だって。だからちょっと待ってて」

　財さい布ふを取り出し中を覗のぞき込むマコトだけど………残念なことに銅が三枚とアルミが六枚しか入ってない。

「……ごめん。お金が」

「しくしくしくしくしくしくしく」

　かなではまたしくしく泣き出した。周りの女子生徒からの視線がさらに厳きびしくなった。

「見て、女の子泣かしてるわ」

「いったい何したのかしら？　あんな顔して」

「女の敵よ！」

「ううううううう」

　マコトは泣きそうな顔で唸うなった。

「いったいどうなってんだよ」




「マコト様。少しだけ待っていて欲しいでござる。毒が入ってないことを確かめたら返すでござるゆえ」

　天てん井じようにて、涼すず葉はは二つの焼きそばパンの検査を始めた。

　懐ふところから取り出した小さな楊よう枝じのようなものを焼きそばパンに突き刺す。

　草くさ影かげ忍にん者じやに伝わる毒どく見み爪つま楊よう枝じだ。毒に反応して色を変える特殊な薬品が楊枝の先っぽに塗ってあるのだ。

　何なん箇所か刺したけど、毒は検けん出しゆつされなかった。

「うむ、問題はないようでござるな」

　頷うなずいた涼葉は、二つの焼きそばパンに忍しのび糸いとをくくり付けると、静かに下ろして行った。

　必死になってかなでを泣きやませようとしてるマコト。そのすぐ後ろのテーブルにゆっくりと焼きそばパンを下ろして行く。

　計算外の出来事はその時とき起こった。どっかから飛んで来た野球のボールが焼きそばパンを大きくぶっ飛ばしたのだ。

「ごめんなさ～～い」

　校舎内でキャッチボールをしてた野球部の一年生が、慌あわててボールを回収していった。

　ちなみに、双ふた子ごの焼きそばパンはどうしたかと言うと……。

　ボールに弾はじき飛ばされてポ～ンと飛んでった焼きそばパンは、なんかごっつい集団の中に落っこちた。

　通りすがりの柔道部の連れん中ちゆうだった。

「おお、空から焼きそばパンが降ってきたぞ」

「これはきっと柔道の神様からの贈り物に違いない」

　双子の焼きそばパンは、あっと言う間に柔道部の胃い袋ぶくろに収まった。

　一部始し終じゆうを瞳にしてた涼葉は、ちょっとだけ押し黙った。

　だけど、軽く頷いて呟つぶやいた。

「毒見爪楊枝では分からない毒が入ってたかもしれないでござるな。用心にこしたことはないでござる」

　さらに、天井に張り付いたまま拳こぶしを握り締める。

「この涼葉。今後もこのように、陰よりマコト様をお守りするでござる」

　傍はた迷めい惑わくな決意を、涼すず葉ははまたまた固めた。（本当に困ったもんだ）
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　終業のベルが鳴った。自由に満ちた時間がやって来たのだ。

　いつもなら元気よく鞄かばんに教科書を突っ込むマコトだけど、今日はちょっぴり動きにキレがなかった。

　原因は、単純でいてとっても明確なものだ。

　ぎゅるるるるるる。

　マコトに代わって、お腹なかが理由を説明した。お隣からも同じような音が聞こえてくる。

「お腹空すきましたねえ、マコトさん」

「うん、結局、福ふく本もとからお情なさけでもらった飴あめしか食べてないもんな。僕ら」

　ぎゅるるるるるるる！

　マコトのお腹に住んでる虫さんと、かなでのお腹に住んでる虫さんが、仲良くデュエットしてる。

「家に帰ってカップラーメンでも食べるか」

「カップラーメン？　それはどんなものなんですか？」

「えっとだな。こんな器になんか乾いた麵めんが入っててだな。お湯を注そそいで三分待てばおいしく食べられるっていうものさ」

　未知なる世界の食べ物に、かなではじゅるるるってヨダレをすすった。

「帰りましょうマコトさん。今すぐ帰りましょう。早く帰りましょう」

「分かった分かった」

　なんとか鞄に教科書を押し込み、マコトが立ち上がった時だった。

「お～い、春日かすがぁ」

　薄っぺらい笑えみを浮かべて近寄ってくる奴やつがいた。

　女教師を背負おうとして女子に文句つけられて落ち込んでたけど、見事に復活をとげた福本隆たかしその人だ。まーそんなことどーでもいいんだけど。

「ちょっと、校舎裏うらに寄り道してかないか？」

「校舎裏に寄り道？」

　意味分かんない。それに、今は空くう腹ふくでそんなことしてる元気もない。

「悪いけど………今日はちょっと」

　やんわりと断ろうとしたマコトだけど、福本の口から出た言葉に態度を変える。

「例のもんが手に入ったんだけどな」

「例のもん？」

　首を傾かしげるマコトに、福本は言った。

「この間見みたいって言ってたあれ……」

「ってことは…………マジで！」

　耳からプシュ～～って蒸気噴ふき出してから、マコトはかなでを引っ張って廊下に出た。

「あのさ、僕ちょ～～～っと用事あるからさ、先に帰っててくれないかなん？」

「でも………マコトさんを守るって大切な役目が」

「大丈夫大丈夫。すぐに帰るから。先に帰ってカップラーメンでも食べててよ」

　未知なる食品、カップラーメン。その誘ゆう惑わくにかなではあっさりと敗北した。

「分っかりました。それじゃ先に帰ってますね。なるべく早く帰って来てくださいね」

「分かった分かった」

「えっと、蓋ふたを開けてお湯を注そそげばいいんですね」

「そ。すぐに食べちゃ駄だ目めだよ。バリバリいうだけだから。ちゃんと三分。つまり百八十数えてからじゃないと」

「百八十ですね。分っかりました。それじゃマコトさん。失礼しま～～す」

　ぺっこりお辞じ儀ぎすると、かなではスキップ踏みながら教室を出て行った。

「ふ～～～」

　大きく息を吐き出してから、マコトは教室の福本に言った。

「行こう！」

　マコトと福本は校舎裏うらへとやって来た。薄暗くてじめじめしててあんまし気持ちのよくないとこだ。当然、人の姿もない。

「いや～～手に入れるのはなかなか苦労したんだぜ。二に本ほん松まつノリコのヌード写真集」

「よく手に入ったな。どの本屋でも売り切れ続ぞく出しゆつだってのに」

「な～～に、そこんとこは俺の人じん徳とくって奴やつさ。俺の顔で一冊とっといてもらったんだ」

「ま～～～本屋としちゃ福本は大事なお得とく意い様だもんな。エッチ本しか買わないけど」

「うるさいな。ぶつくさ言うと見せてやんないぞ」

「すみませんでした社長」

　マコトはぺっこり頭を下げた。

「見せて欲しいっす！」

「よろしい。しっかりと目に焼き付けるんだぞ」

　福本は念のため辺りをきょろきょろ見渡してから、鞄かばんに手を突っ込んだ。




　鞄から取り出されたのはそれはそれは見事な爆ばく弾だんだった。

「え？」

　キョトンとしてるマコトに、爆弾が手渡される。

「あの、ちょっと…」

　ちゅどか～～～～～ん！

　何の見せ場もなく、マコトは吹っ飛んだ。壮そう絶ぜつな死に様ざまだった。

　爆ばく風ふうの晴れた後に姿を現したのは、身を潜ひそめていた福ふく本もとだった。

「くっくっく」

　福本はその顔と服それぞれに指をかける。一気に剝はぎとると、現れるのは血に染まった桜さくら色いろの忍しのび装しよう束ぞくと残ざん虐ぎやくな美女の顔。

「我らが恨うらみ思い知ったか。藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん。ほっほっほっほっほ！」

　福本、いや、血ち桜ざくら修しゆ羅ら菊ぎくの笑い声が、校舎に響ひびき渡った。




　いつもどこでも忍２ニンジャ　完




　ってな情じよう景けいが一瞬で涼すず葉はの頭の中に組み上げられた。

「マコト様が危ないでござる！」

　例に漏れず、またまた涼葉は先走ってくれた。

　懐ふところから、なんかものすごく謎なぞっぽい白い玉を取り出した。




　突然、辺りが煙に包まれた。

「ちょちょ、何だこれ」

　慌あわてて手で煙を払う。

　幸い、吹き込んできた風がキレイに煙を連れてってくれた。

「なんだったんだ？　今の煙。なあ」

「さあ」

　訳わけ分かんないって首を傾かしげてたけど、青少年の好こう奇き心しんは謎の煙なんかじゃへこたれない。

「それより二に本ほん松まつノリコ」

「お、おう。しっかり目に焼き付けるんだぞ。焼き付けたら目ま蓋ぶたを閉じて二、三日は開けちゃ駄だ目めだぞ」

　さっきのテンションをすぐに取り戻し、二人は盛り上がった。

「おりゃああ」

　勢いよく、鞄かばんに手を突っ込む福本だったけど……。

「あれ？　あれれ？　おかしいな」

「どうしたんだ？」

「いや、確かに鞄に入れて来たはずなのにな～」

　鞄を逆さかさまにするけど、出て来たのはあんまし使われてなさそうな教科書とマンガのみ。

「もしかして噓うそだったのか？　二に本ほん松まつノリコの写真集手てに入れたって」

「本当だって！　ちゃんとここに入れたんだ。おかしいな。さっきまであったのに」

「あ～あ」

　マコトはため息いき吐き出した。青少年の好こう奇き心しんが忘れさせてた空くう腹ふく感かんがずんずんと首を持ち上げてくる。

「じゃ、僕帰るから」

「待てよ、確かここに」

「じゃ～～な～～」

　力なく手振ってから、マコトは校舎裏うらをあとにした。

「おっかしいな。確かさっき手て応ごたえがあったのにな～」

　校舎裏ではまだ福ふく本もとが首を傾かしげてた。




　少し離れた倉庫の上に、涼すず葉はの姿があった。

「どうやら、爆ばく弾だんではなかったようでござるな」

　手の中の写真集に目を落とし、涼葉は呟つぶやいた。

「悪いことしてしまったでござるか」

　さすがに申し訳なさそうに呟いた。

　すぐに返そうと思ったけど、ちょっとした好奇心も覚える。

「マコト様があんなにも見たがっていた書物とは一体どのようなものでござるか？」

　表紙だけではよく分かんなかったから、涼葉は本を開いてみた。

「………………………」

　涼葉は頰ほおを赤らめて本を閉じた。

「こんなものは目の毒でござる」

　きっぱりと言い切った。

「こういったものからもマコト様をお守りしなければならないでござる！」

　反省を止やめて新たな決意を固めちゃう涼葉だった。（本当に困ったもんだ）
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「やれやれ、なんかよく分かんない一日だったよな」

　郊外へ向けて延びてる緑あふれる道を、てくてくマコトは歩いた。

「末すえ山やま先生は倒れるし、焼きそばパンは消えるし、なんか白い煙にまかれるし………」

　なんでだろ～～なんでだろ～って考えたけど、答えは出てこなかった。

　ぎゆるるるるるるる。

　お腹なかの虫が鳴き声を上げただけだった。

「まいっか」

　の一言で、マコトは片づけることにした。ど～せ考えたって答えは出てこないし、今はそんなことに使うカロリーは残ってない。

「かなでさんに追いつくかな？　無理だろうな。なんてったって向こうは忍にん者じやだもんな。もう家にたどり着いてるかもしんないよな」

　少しだけ歩みを速めたまさにその時だった。

『くっくっくっく』

　どこからか、くぐもった笑い声が聞こえて来た。

「なんだなんだ？」

『くっくっくっく、私の姿が見えぬようだな。だがこちらからはお前の姿は丸まる見みえだぞ』

　こんな口く調ちようでこんなこと言われたら、相手が何なのかなんて容易に想像がつくってものだ。

『血ち桜ざくら忍者、中ちゆう忍にん、血桜穴あな土竜もぐらの土どとんの術、見破れるか？』

　あ～～やっぱりや～～ってマコトは滝のような涙を流した。こんなことなら二に本ほん松まつノリコなんかに気をとられないでさっさと帰ればよかったって思った。

　だけど、いくら反省したって後のお祭りドンドコショ。

　とにかく、逃げるって選択肢ししか目の前にはない。

　マコトは一ひと息いき吸い込むと走り出そうとした。その時だ。

『覚かく悟ごしろ！　藤ふじ嵐あらし誠せい之のし……うぎゃ～～～～～～！』

　なんか、押し潰つぶされた悲鳴が交じった。こんなの出せるのは押し潰されたカエルくらいだろう。そんな壮そう絶ぜつな悲鳴だ。

「な、なんなんだ」

　思わず辺りを見渡す。ちょっとばかし離れた野の原はらに、見慣れた人ひと影かげを見つけ、マコトは声を上げた。

「涼すず葉は！」

　涼葉は、忍者っぽい動きでマコトのとこまでやって来ると、口を開いた。

「マ、マコト様、偶然でござるな。こんな所で。拙せつ者しやは散歩してたでござるよ。散歩に出る前はずっと家にいたでござるよ」

　聞かれてもないのに、涼葉は一方的にぺちゃくちゃくっちゃべった。しかもなんか目が泳いでた。太平洋も横断できるくらいにだ。

「それではここで失礼するでござる」

　マコトに質問させる隙すきも作らず、涼葉はしゅばって姿を消した。

　行っちゃったと思いきや、再びマコトの目の前に現れて言う。

「マコト様。あそこには行かない方がいいでござるよ。何もないでござるから」

　それだけ告げると、涼葉はしゅばって姿を消した。

　今度こそ本当の、行っちゃっただった。

「なんなんだ一体」

　マコトはしばし目をぱちくりさせてから、行かない方がいいって方向に顔を向けた。

　行くなって言われると行きたくなっちゃうのが人間のしょ～もない性さがって奴やつだ。

　好こう奇き心しんをエネルギーにして、マコトは足を進めた。

　なんか、つい今しがた転がりましたって顔した石がどかんとあった。

　んでもって石の下から何やらうめき声が聞こえてくる。

　見ると、石の下の土からはみ出る桜さくら色いろの忍しのび装しよう束ぞくがあった。間違いない、血ち桜ざくら忍にん者じやだ。

　マコトは推理した。おそらく、あのくぐもった声の持ち主はこの忍者なのだろう。土どとんの術の文字通り、土に潜もぐって自分を窺うかがってたのだろう。

　そこへ石が転がって来た。

　あのうぎゃ～～って悲鳴は、石がごろんと転がって来た時発はつせられたものだろう。どうりで潰つぶれた悲鳴だった訳だ。

　涼すず葉はがいたことを考えると、誰が石を転がしたかなんて考えなくても分かる。

　分かんないのは、あの職しよく務む質問された新しん米まい空あき巣すのような挙きよ動どう不ふ審しんな態度だ。

「涼葉の奴やつ、ど～かしたのかな？」

　んってマコトは目を細めた。そこから少し離れたとこに落っこちてるカラフルで四角いもんが視し界かいに飛び込んで来たのだ。

　近寄って拾い上げる。本だ。しかもタイトルは……。

「二に本ほん松まつノリコのヌード写真集じゃないかこれは！」

　中を開いてみるとスーパーダイナマイツだった。

「うひょ～～～！」

　ちょっと一ひと声こえ吠ほえてから、マコトは首をひねった。

「しかし、ど～してこれがこんなとこに。涼葉が落としてったのかな？　そんなはずないか。涼葉がこんなの持ってる訳ないし」

　もう一度スーパーダイナマイツが見たくなって、マコトは本を開いた。

「うひょ～～」

　吠えながらペラペラページをめくってると、一枚の紙切れが出てくる。

　とある人物のテスト用紙だった。

　なんとなく、ことの真相が読めてきたマコトだった。
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「申し訳ないでござる。かなでだけでは不安で、つい」

　マコト宅の居間にて、涼葉は写真集を前に畳たたみに額ひたいを擦こすり付けた。

「朝からなんかおかしいなおかしいなとは思ってたんだけど。やっぱり涼すず葉はだったのか」

　カップラーメン片手に、マコトは大きく息を吐き出した。

「末すえ山やま先生が倒れたのも、焼きそばパンがなくなったのも、白い煙にまかれたのも」

「言葉もないでござる」

　神しん妙みような顔つきでうなだれる涼葉。かなでがしゃしゃり出て来て言った。

「まあまあ、もういいじゃないですか。涼葉さんも悪わる気ぎがあってやった訳じゃないんですから」

「かなで。お前がもっとしっかりしてくれてれば拙せつ者しやだってこんな。現にマコト様を置いてさっさと帰って……」

「うわ～～すんごいな～これ」

　かなでは写真集開ひらいて涼葉のお小こ言ごとから逃げた。これを意識しないでやっちゃってるとこがさすが天てん然ねんって奴やつだ。

「マコト様、申し訳ないでござる」

　再さい度ど頭を畳たたみに擦こすり付ける涼葉に、マコトは優しく言った。

「もういいって。結局、最後は涼葉に助けられちゃった訳だし。僕からは何も言えないよ」

「マコト様」

「ただ、これからはもうこそこそするのは止やめて欲しいんだ」

「分かったでござる。マコト様」

　涼葉はこっくりと頷うなずいた。

「この草くさ影かげ涼葉。もうこそこそマコト様の後をつけるような真ま似ねはしないでござる」

「うん、ありがと。それじゃ夕飯の支し度たくでもしよっか。今日は僕が当番だったな」

「手伝うでござる。マコト様」

　台所へ向かう二人。一人残されたかなでは写真集を念ねん入いりに見つめてた。

「うわああ、すっごいですねこれ。こんなに大きいなんて普通じゃないですよ。そうか、きっと中に武器を隠かくしてるんですね。この時代のからくりか何かを入れてるんですね。こんなふうに」

　かなでの手には、マジックが握り締められてた。
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　そして翌日。

「それにしても涼葉さん。どこ行っちゃったんでしょうね」

「さあ、いつも通り早朝の修行じゃないのか。朝ご飯にも帰って来ないってのがちょっと気になるけど」

「まさか、昨日マコトさんに叱しかられたのを苦にしての家出」

「まさか、考えすぎだよ」

　って笑い飛ばすけど、もしそーだったらどーしよーなんてちょっと恐くなった。

　そんなこんなで、マコトとかなでは教室に到着した。

「おはよ～～す」

　適当に挨あい拶さつしながら自分の席へと向かう。鞄かばんを机の上にどすんと置いてから遠方の席に目を向ける。

「福ふく本もとは、まだ来てないようだな」

　マコトは鞄の中から写真集を取り出すと服の下に入れた。

　こそこそこそって福本の机まで行って、こそこそっと写真集を突っ込む。

「ふ～、任にん務む完了だな」

　額ひたいを拭ぬぐったとこで、後ろから声をかけられた。

「よ、春日かすが。おはよう」

「お、おはよう！　今日もいい天気だね。あはは」

「ど～～したんだよ？　どっかで頭でもぶつけたか？」

　呆あきれたように呟つぶやいてから、福本はそうそうって切り出した。

「ニュースだぜ。また校長ん家ちに賊ぞくが入ったんだってさ。忍にん者じやの格かつ好こうした」

「ええ？」

「ま、今回も前と同じように別に何も盗まれちゃいないそうだ。ただ校長が頭痛を覚えて病院に行ったってだけで。にしても忍者だぜ忍者。笑っちゃうよな」

「はは……」

　そんな忍者と一つ屋根の下に暮らし、また忍者に命を狙ねらわれてるのだ。笑うに笑えない。

「じゃ、一時間目の準備があるから」

「おう、じゃな」

　福本に別れを告げると、マコトは自分の席に戻って来た。

　浮かない顔で席につく。

　なんか教室の前の方で、『誰だぁ！　おっぱいビーム描いた奴やつ！　弁べん償しようしろ！』なんて写真集開いて福本が泣きわめいてたけど、それすらも聞こえない。

「なあ、かなでさん」

　教科書を一つ一つ確認してるかなでにマコトは声をかけた。

「何ですか？　マコトさん」

「かなでさんがこのクラスに入って来るちょうど前、校長先生の家に忍者が来たって話があるんだけど、知ってる？」

「ああ、それ虎牙ベンガル様達ですよ」

　かなではこともなげに言った。

「ほら、いきなりアタシがここに来ても入れてくれないじゃないですか。だからこの学校で一番偉えらい人に強烈な暗示をかけたんです。薬と術を使って」

「そっか、それで校長先生の知り合いの娘ってことでこのクラスに来たのか」

「そういうことです」

　かなでは笑顔でこっくり頷うなずいた。

「ちょっと待てよ。それじゃ何か。また血ち桜ざくらから人が来るってことなのか？」

「え？　どういうことです」

「いや、何でもまた校長んとこに忍にん者じやがやって来たって噂うわさがあるから」

「う～～～ん」

　かなでは眉まゆ毛げをくにょって曲げて考え込んだ。

「ど～ですかね～。タイムスリップして来た血桜忍にん群ぐんって、大人おとなの人ばっかですよ。高校生になりすませるって言うと………オロチちゃんとミカゲちゃんぐらいかな」

「まいったな。また学校で命を狙ねらわれるのか」

　顔色を青くするマコトに、かなでは胸張って言った。

「大丈夫です！　アタシがついてます」

　ちょっと不安だった。

「それに、家に帰れば涼すず葉はさんだっているんですから…………あ、そう言えば」

　何かを思い出したかのように、かなでは一ひと声こえ上げてから言った。

「昨日、涼葉さんに同じようなこと聞かれましたよ」

「同じようなこと？」

「はい、アタシがどうやってこの学校に入ったかとか、薬と術のこととか、校長先生の家のこととか」

「……………………」

　なんか、すっごいいやな予感がした。

　そして、いやな予感が少しずつ現実に向かって転がり出した。

「あ～～皆さん。またまた突然の話なのですけど」

　河かわ原はら先生が、教室に入って来るなり開かい口こう一番言いった。

「転校生が来ます。またまた校長先生の知り合いの娘さんだそうです」

　んでもって、入ってくるのは紛まぎれもない………いつも見てる顔。

「初めまして。草くさ影かげ涼葉というでござる。よろしくお願いするでござる」

　セーラー服を着た涼葉だ。

「え～草影さんはものすごく厳げん格かくな家庭で育ったそうで、少し言葉使いや行動が変わっていますが気にしないでくださいとのことです」

「気にしないで欲しいでござる」

「それじゃ席は……春日かすが君の後ろが開いてるな。そこに」

「はいでござる。先生殿」

　涼すず葉はは一いち礼れいすると、流れるような足取りで教室の後ろへとやって来た。

　魂たましい抜けちゃってるマコトの隣を通り過ぎる時、その耳元で小声で囁ささやいた。

「約束通り、こそこそするのは止やめたでござる。マコト様」

　もちろん、マコトは力一いつ杯ぱい叫んだのだった。

「あんじゃらっぱあああ！！！」


第八話　完　　　
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　　　第九話　忍びで一番偉いボク
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「春日かすがマコト……、いや藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん。きゃつを倒すには一体どうしたらいいだろうか」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジト、ひまわり市の街外れにある廃はい工場の一室では、見るからに物ぶつ騒そうな連れん中ちゆうがそんな密みつ談だんをしてた、

「かなでが抜ぬけ忍にんし、これで誠之進を護ご衛えいする忍しのびが二人になってしまったからな」

　泣く子もちびってひきつけを起こす。そんな感じに恐い顔のおじさん、血桜忍群副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルは、アゲハの幼虫を奥おく歯ばで嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやいた。

「皆も知っての通り、かなではどうしようもないぽけぽけくノ一いちだ。しかし………いくらなんでもそりゃあないだろってことを何な故ぜか不ふ思し議ぎとやらかしてくれるからな」

　あなどれんあなどれん。

　血桜忍にん者じや達は同時に頷うなずいた。

「やはり、確実にことを仕し留とめるためには血桜忍群総そう出でで押しかけるのが一番ではないだろうか」

「となると、あるばいとの予定を調整しないと、首を切られてしまいます」

「そうであったな」

　虎牙がまた頭を抱かかえ込んだ時だった。

　奥の一角に張られた布きれがまくり上げられた。

　出て来たのはわにの着ぐるみを着た少年。血桜忍群の現げん頭目、血桜わに太た朗ろうだ。

　ただ、とろんとした目でアクビしてる姿は、とてもこの物騒な連中の頂点に立つ者とは思えない。いいとこ小学校の生き物係ぐらいなものだ。

　そんなわに太朗君は、虎牙達に気がつくとにっこり笑って言った。

「おはよ。みんな」

「おはようございます。わに太朗様」

　忍者社会ってのは頭おかしくなるくらい気合いの入った完全縦たて割わり社会だから、一同そろって深々と頭を下げる。

「ちょうどいいところでございまする。わに太朗様もぜひ話し合いに加わってくださいませ」

「話し合い？　何の話し合いなの？　今日の夕ご飯？」

　楽しそうにひょこひょこやってくるわに太朗に、虎牙は真剣な顔して言った。

「藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんをいかにして倒すかの話し合いでござる」

　途と端たんに、わに太た朗ろうはつまんなそうな顔をした。

「……ボク、顔洗って来るね」

　さっさとその場をあとにしようとするわに太朗の着ぐるみの尻尾しつぽを、虎牙ベンガルがぎゅっと摑つかむ。

「お逃げになられるつもりでしょう？」

　ドンピシャだった。

　だもんで、わに太朗はわにの口を閉じると、よつん這ばいになってわにのフリをした。

　残念ながらそんなことじゃ誤ご魔ま化かせなかった。

　虎牙は恐い顔をして言った。

「わに太朗様にはここにいて戴いただきます！　血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もくとして、話だけでも聞いていてくださいませ」

　虎牙に引っ張られ、半なかば強制的に座らされる。

　しっぽはしっかりと摑まれていた。くすぐったぐらいじゃ離しちゃくれないだろう。

　話し合いがまた始まる。あ～でもないこ～でもない。いつにしよういやその日は駄だ目めだ。そんな話し合いだ。面白くもなんともない。

　わに太朗はため息いき一つ吐き出してから、懐ふところからゲームボーイアドバンスを引っ張り出した。

　スイッチを入れるけど………。

「あれ？　あれれれ」

　すぐに画面が消えてしまう。何度か試したけどやっぱり駄目だ。

　これが現代人であれば、『電池切れ』ってことに気がついたろう。だけどわに太朗は五百年前の人間。電気ってものの存在すらよく分かってないレトロな少年なのだ。

「壊こわれちゃったのかなぁ？」

　悲しそうに、わに太朗は呟つぶやいた。

　直したいけど、自分には絶対に無理だってことは分かってる。

「いっぽく堂なら出来るかな？」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん一いちのからくり人形使いの忍しのびを思い浮かべたけど、ダメだなって思った。

　いっぽく堂が得意なのは、歯車が一いつ杯ぱいあって、がちょんとかぎちょんとか言って動くからくりだ。

　ゲームボーイアドバンスにそんなに歯車が使われてるとは思えない。

　やっぱり、これを手に入れたとこへ行くべきじゃなかろうか？

　わに太朗はそう考えた。福引きやってたデパートの玩具おもちや売り場だ。

　そこに行けばきっと………。

　わに太朗は、一人無む言ごんでうんって頷うなずいた。




「なるほど、それならば確実だろう。あるばいとの日とも重なっていないし。うむ」

　虎牙ベンガルは満足気げに頷うなずいた。

「わに太た朗ろう様もそれでよろしいですね。誠せい之の進しんを倒す手て筈はずは」

　そこで、虎牙は素す敵てきにお言葉を詰まらせた。

　わにがコテンと倒れてた。しかも、その口から覗のぞかせてるのはどう見たって作りもののハリボテの顔。

「また、お逃げになられたか」

　虎牙ははあってため息を吐き出した。

「しかし、誰にも気づかれることなく抜け出すとは、さすがわに太朗様」

　うむうむと感かん心しんした。

「それでは虎牙様、そろそろあるばいとの時間でござるゆえ」

「うむ、わしも行こう」

　虎牙が立ち上がる。

「わに太朗様はいかがいたしましょう？　捜しに下げ忍にんを向かわせましょうか？」

「止やめておけ。下忍ごときがいくら捜したところでわに太朗様は見つからぬわ」

　しばし考えてから、虎牙は口を開いた。

「オロチとミカゲに捜させよう。それがあの二人の仕事であるしな」

「御ぎよ意い」

「では行くぞ」

「御意」

　物ぶつ騒そうな連れん中ちゆうがしゅばっと姿を消す。

　一匹のわにだけが残された。

　わにはよっこらしょって上半身を起こすと、手を動かしてへのへのもへじのお面を取った。

「ぷは！」

　何てことない。抜け出したと思わせてわに太朗はずっとここにいたのだ。

「虎牙ってばこんな単純な術にひっかかるんだもんな」

　クスクス笑ってから、わに太朗はぴょこんと立ち上がった。

「さ、お出かけしよっと。あ、ちゃんと着替えてかないとね。この時代の服に」




　　　　　２




「ああ、これは電池切れだね。電池を変えればすぐに直るよ」

　玩具おもちや屋のおじさんにそう言われ、わに太朗はおおいに喜んだ。

　ここはデパート。ちゃんと現代の服に着替えてやって来たわに太朗は、ここまで元気よく走ってやって来たのだ。

「そのでんちってのはここにあるの？」

「あるよ」

　おじさんの言葉に、わに太た朗ろうは両手を上げて万ばん歳ざいした。

　だけど、喜びの一時はあっという間に終了した。

「じゃ、二百八十円ね」

「え？」

「だから、お金。………もしかしてお嬢じようちゃん、お金持ってないの？」

　もちろんわに太朗はこくんって頷うなずいた。

「それじゃしょうがないな。お母さんかお父さんと一緒においで」

　こうして、希望はついえた。

　わに太朗はとぼとぼとお店をあとにした。

「お金があれば…………か」

　とぼとぼと歩いてるわに太朗の目に、同じ階の文ぶん房ぼう具ぐ売り場のレジが映った。お姉さんがそこからお金を出し入れしているのが見える。

「お金だ……」

　わに太朗は思った。

　あんなにたくさんあるんだ。少しくらい取ったって分かんないよな。

　幸い辺りに人ひと影かげはない。お姉さんだけなんとかしてしまえば、あとは思うがままだ。

　わに太朗は、ゆっくりと服の下から竹の筒つつを引っ張り出した。

　柱の陰からそれをお姉さんに向け、ぷっと息を吹き込む。

　キラリと光る何かが、お姉さんの首くび筋すじに突き刺さった。

「っつ？　何かしら？」

　お姉さんはちくっとした首筋を撫なでたけど、すぐにその瞳がうつろに変わる。

「あら………あらら……」

　お姉さんはその場にくたんと倒れるとすーすー寝ね息いきをたて始めてた。

「よし！」

　わに太朗は忍にん者じやの動きでレジの前へと移動した。開いたそこに手を突っ込みお金を摑つかみ上げる。

　そこで………わに太朗の動きは止まった。

　ずっと昔に死んじゃったお母さんの顔がぽっこりと頭の中に浮かび上がった。

　まだわに太朗が小さな頃、まあ今も小さいんだけどもっともっと小さかった頃。

　一つの思い出が、ぽろぽろっと思い出袋ぶくろの中からこぼれ落ちた。





「見て見て、お母さん。ボクさ、村へ行ってスイカを盗んで来たんだよ。ほらほら、一緒に食べよ」

　自信満まん々まんにスイカを突き出すわに太た朗ろうに、病びよう床しようの母親は悲しそうに言った。

「わに太朗。すぐに返してらっしゃい」

「どうして？」

「人のものを盗とるのはいけないことなのよ」

「そんなのおかしいよ。だってボクは忍にん者じやだよ。忍者ってのは人のもの盗ってくるお仕事でしよ。お父さんだってそうしてるじゃん。お城とか行って巻まき物ものとか盗んで来てるじゃん。だったらボクだって」

「わに太朗！」

　母親のいつになく強い口く調ちように、わに太朗は言葉を飲み込んだ。

「[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]いい、お父様がやっていることは、確かに人のものを盗むってことよ。でもそれは、自分自身のためじゃない。この国のため。この国を守るため、この国を誰にも負けない強い国にするため。そのためにお父様は仕事をしているの。決して自分のためじゃないの。分かった？」

「分かんないよ。全ぜん然ぜん分かんないよ！」

　涙をためてわめくわに太朗の脳のう天てんに、強烈なゲンコが降って来た。

「このバカわに！　何ごちゃごちゃ言ってんの」

「修しゆ羅ら菊ぎく姉ちゃん！」

「ほら、そのスイカ渡しなさい。返しに行くから」

　修羅菊はわに太朗からスイカを奪い取ると小こ脇わきに抱かかえた。

「あんたも来るの！」

　わに太朗の手をぐいっと引っ張った。

「ううう」

「じゃ、お母様。行ってくるわ」

　そう言うと、修羅菊はしゅばって姿を消した。




　しゅんしゅんと木々を飛びながら、修羅菊は隣のわに太朗に言った。

「いい、あたしらが泥どろ棒ぼうしたらもう忍者じゃないの。それは単なる鍛きたえた泥棒でしかないの。あたしらは忍者なんだから。その誇りを忘れちゃ駄だ目めよ。いい？」

「ううぅぅ」

「忍者としての誇りがなかったら、日陰では生きていけないの。よく覚えときなさい」






「忍者としての、誇り………」

　記き憶おくの中に残ってた姉、修羅菊の言葉が頭に蘇よみがえった。

　その言葉の意味が何なのか、今のわに太た朗ろうにも分からなかった。だけど、あの時の母親の悲しそうな顔。そして修しゆ羅ら菊ぎくの、少しだけ寂しそうな顔。それが頭の中にくっきりはっきり浮かび上がる。

　自分はものすごく悪いことをしたんだって気持ちが、どんどん膨ふくれ上がる。

「ううううううう」

　膨れ上がった気持ちが、両方の瞳から涙になって流れ落ちた。

「ごめんなさい」

　摑つかんでたお金を離すと、わに太朗はその場を飛び出した。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　そのまま突っ走る。その場にはいたくない。その場にはいられない。そんな気持ちで胸は一いつ杯ぱいだった。

　デパートを飛び出し、わに太朗は全速力で走った。

　すれ違った人は、今なんか通り過ぎたかぐらいにしか思わなかったろう。それぐらい速かった。

「うううう～～～」

　やがて、疲れたわに太朗は走るのを止やめた。今度は誰が見ても分かるくらいの速度でとぽとぽ歩く。

　ぐじゅぐじゅしてたせいで、前をよく見てなかった。涙で視し界かいも曇くもってた。だもんで、事故は起こった。

　突然、目の前にやって来る青い色の奇き妙みように骨ばった奴やつ。

「!!」

　わに太朗はとっさに地面を蹴け飛とばして上空へと逃げた。だけど相手はそうは行かなかったようだ。

「うわっち！」

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　景けい気きのいい音が響ひびいた。

　わに太朗は視し界かいをぼやけさせてる涙をぐいぐいと拭ぬぐって音のした方向を見た。

　自転車が倒れてた。んでもって一緒に転がってたのは……。

「ああああああ！　お兄ちゃんだ」

　デパートでゲームボーイアドバンスをくれたあのお兄ちゃんだった。

「あ、君は……」

　青年はわに太朗をしげしげ見つめてから、軽く笑った。

「これで二度目だな。事故ったの」

「ごめんなさい」

「いや、大丈夫だよ。とくに怪け我がもしてないし。いつつ」

　顔を顰しかめながら、青年はよいこらしょと起き上がった。

「にしても、まだ女の子の服なんだね」

「だって、これしかないから」

「…………そだ」

　青年はぽこんと手を叩たたいた。

「もしかしたら家の物置きにあるかもしんないんだ。僕の昔の服。もしあったらそれをあげるよ。うんそれがいいそれがいい」

「本当？」

「ああ。これから用事ある？」

「ううん。ない」

「そっか、じゃ一緒に家に行くか」

　青年は自転車にまたがると、後ろを顎あごで差し言った。

「乗っていいよ」

「うん！」

　わに太た朗ろうは元気よく自転車の後ろに飛び乗った。

「じゃ、しっかり摑つかまってて」

　ゆっくりと自転車が動き出す。頰ほおを風が切っていく。

「ところで、まだ名前を聞いてなかったな。僕は春日かすがマコトって言うんだ。君は？」

　わに太朗は元気よく叫んだ。

「ボク、血ち桜ざくらわに太朗！」
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「ただいま～」

　って玄げん関かんを開けた途と端たん。

「マコト様！！！」

　血けつ相そうを変えた涼すず葉はがマコトに迫って来たもんだから、マコトは体をびくっとさせた。

「どうしたんだよ涼葉。そんな恐い顔して。それにその服。出かけるつもりだったのか」

　デパートで買った現代服の涼葉を見つめるマコトに、さらに一いつ喝かつが飛んでくる。

「恐い顔してじゃないでござる！　マコト様！　一人で勝手に出かけないで欲しいといつも言ってるでござる！　もしマコト様に万が一のことがあれば」

「大丈夫だよ。ちょっと本屋に出かけただけなんだから。ちゃんと帽ぼう子しとサングラスを持ってたし」

「マコト様！」

　また怒ど鳴なりつけられ、マコトはしおらしく頭を引っ込めた。

　怒った女性は発はつ情じよう期のイノシシよりも危険だから逆さからっちゃいかんぞ。

　そんな父親の言葉が、頭の中にぽっこり浮かび上がった。

「ごめん。悪かった。すまん」

　謝ったもん勝ちとばかしに、マコトは深々と頭を下げた。

「……次からは気をつけるでござるよ」

　そう言った涼すず葉はは、玄げん関かんの外にいる影に気がついた。

「何者？」

　腰の後ろに手が回される。きっと隠かくし持ってる短刀を握ったのだろう。

「違うって涼葉！」

　マコトは慌あわてて涼葉の前で両手を振った。

「わに太た朗ろう君」

　ぴょこっと、リンゴみたいな頭が出た。それからゆっくりと、わに太朗が顔を見せる。

「恥ずかしがらないで入っといで」

　マコトがそう言うと、わに太朗はもじもじしながら家の中に入って来た。

「紹介するよ。最近友達になった木桜わに太朗君」

「はじめまして！」

　わに太朗はぺっこりと頭を下げた。

「え、あ、拙せつ者しやは、涼葉と申すでござる」

　あたふたと涼葉も頭を下げる。

「さ、上がっていいよ」

「うん………ねえ、マコト兄ちゃん。おしっこしたいんだけど」

「ああ、そこがトイレだから」

「分かった」

　わに太朗はとことこ走ってくとトイレに飛び込んだ。

「あんな格かつ好こうしてるけど男の子なんだよ。その……」

　マコトは涼葉に目を向けると、小声で囁ささやいた。

「なんか、家族が死んじゃってそれでこの街の親しん戚せきの家に引っ越して来たんだけど、そこの家の子のお下がりを貰もらって着てるようなんだ」

「そうでござったか」

　涼葉が鋭い瞳を少しだけ和やわらげた。

「それは気の毒でござるな」

「だろ、だから僕の昔の服があったらあげようと思ってさ。それで連れて来たんだ」

「優しいでござるな。マコト様」

　涼すず葉はは、少しだけ微笑ほほえみながら言った。

「子供に優しい。同じでござる。誠せい之の進しん様と」

　不ふ思し議ぎな色をたたえた瞳で、マコトは涼葉に見つめられた。

　なんか、とっても恥ずかしい。

「ところで、かなでさんは？　まだ眠ってるの？」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために、マコトは声を出した。

「かなでは、近くのすーぱーとやらへ出かけたでござるよ。ういんどしょっぴんぐとかなんとか言ってたでござる」

「ウインドーショッピングか。また難しい言葉を覚えたな。かなでさん」

　感かん心しんするマコトに、涼葉は尋たずねた。

「その、ういんどしょっぴんぐとはどんなものでござるか？」

「ああ、ウインドーってのは窓って意味で、ショッピングは買い物って意味があるんだ」

「つまりかなでは窓を買いに行ったと」

「そうじゃなくて、つまりだな。ウインドーショッピングってのは窓の外から品物を見るけど買わずに帰ってくる。つまり、ただ見るだけってことなんだ」

「………………なるほど」

「好こう奇き心しん旺おう盛せいなかなでさんのことだから、この時代のお店がどうなってるか見たかったんじゃないのかな。さてと、確かこの辺りに昔の服が…………このダンボールかな？　あ、これだこれだ」

　押入れに頭を突っ込んでごそごそしてる時だった。突然電話が鳴り出した。

「マ、マコト様！」

　涼葉がものすごく切せつ羽ぱ詰つまった声を出した。まだこの電話ってのに慣れてないのだ。

「分かってる分かってる」

　マコトは押入れから頭を引っこ抜いた。

　もし両親からの電話に涼葉とかかなでが出ちゃ大変だから、二人には電話に出ないようにって教えてある。

「もしもし、春日かすがですが」

　マコトは受話器を取った。向こうから聞こえて来たのはちょっと聞き慣れて来た脳のう天てん気き声ごえだった。

『マコトさんですかぁ！　アタシで～～す。あはは』

　やたら大きな声だ。耳元でドラム缶を叩たたかれてるような感かん触しよくだ。

　ちょっと受話器から耳を離して、マコトは口を開いた。

「かなでさん？」

『よかった。今ですね、スーパーからかけてるんです。スーパーの公衆電話です！』

「あのさ、ど～～してそんなに声が大きいの？」

『え、だって大きな声じゃないと届かないんじゃないですか？』

　かなでは元気一いつ杯ぱいで言った。

『アタシの声がコードってのの中を伝わってマコトさん家ちに届くんですよね。きっと途中でコードから少しは漏れちゃうと思うんです。だから』

「それは大丈夫だよ。そんな水道管みたいな仕組みじゃないから」

『なんだそ～～なんですか』

　かなでの声は幾いく分ぶん小さくなった。

　まあ、本当に幾分なんだけど。

「で、ど～～したの？」

『たいした用事じゃないんですけど』

　そう前置きして、かなでは言った。

『助けに来てくれませんかぁ』

「え！！！！　何だって！！」

　かなでが助けてくれって言う要因。マコトの頭に、三つの仮か説せつが浮かび上がった。




　その一　スーパーで恐きよう竜りゆうに襲おそわれた。

　その二　スーパーで宇宙人に襲われた。

　その三　スーパーで忍にん者じやに襲われた。




　考えるまでもない。

　その三が正解だろう。

　なんてったって忍者の世界じゃ御ご法はつ度ととされてる抜ぬけ忍にんなのだ。襲われても不ふ思し議ぎじゃない。

「大丈夫か？　敵は何人くらいいるんだ？」

『え？　何なに言ってるんですかぁ、マコトさん』

　帰って来たのはかなでのぽ～～っとした声だ。

「何って、血ち桜ざくらの忍者に襲われてんだろ？」

『違いますよ。あははは』

　笑い声が聞こえてくる。

「忍者じゃないってことは…………」

　残った可能性は二つしかない。

「恐竜か宇宙人！！！」

『はぁ？』

　心しん底そこ分からんちんってな声が返ってきた。さすがにそりゃないなとマコトは苦く笑しようした。

「で、どうしたの？」

『それが聞いてくださいよ。アタシがですね、スーパーを歩いてたらですね、おばあさんが財さい布ふの中身をぶちまけちゃって。拾うのを手伝ってあげたらものすごく喜んでくれて。お礼にって福引き券をくれたんです。スーパーでやってる福引き。そして福引きをやったらですね、それが大当たりで、山のようなカップラーメンが当たっちゃったんです。そんなに重くはないんですけど一人じゃちょっと持ち切れないんで、助けに来てくれませんか』

「なんだ、カップラーメンか」

　マコトはほっと胸を撫なで下ろした。

「分かった。国くに丸まるスーパーでしょ。すぐ行くよ」

『ありがとうございます。それじゃ待ってますね』

　ぷつっと電話が口を閉じた。

「えっと、かなでさんが…」

「話はだいたい理解したでござる」

　マコトの説明を制して、涼すず葉はが言った。

「さすが、耳がいいんだね」

「かなでの声が大きかったでござるし」

「確かにね」

　耳元のドラム缶を思い出し、マコトは苦にが笑わらいした。

「という訳だから、僕これからちょっと」

「しかし、わに太た朗ろう殿が」

「あ、そっか」

　長いトイレのわに太朗のことをマコトは思い出した。

「ちょっと待っててもらうかな？」

「それなら、拙せつ者しやが行って来るでござるよ」

「え？」

「マコト様に案内してもらったあの店でござろう。そんなに時間はかからないでござる。ちょうど、この時代の服も着てるでござるし」

　確かに、好こう都つ合ごうって言えば好都合だ。

「それじゃ、悪いけどお願いするよ」

「了りよう解かいしたでござる」

　マコトに一いち礼れいしてから、涼葉は部屋を飛び出して行った。

　入れ違うように、わに太朗が戻ってくる。

「お姉ちゃんお出かけ？」

「ああ、もう一人のお姉ちゃんを迎えに。それよりトイレ長かったけど大丈夫。腹痛とかだったら薬あるけど」

「ううん。どうすれば川が流れるか分かんなかったから」

「川？」

「うん。だって川が流れるでしょ」

　それがトイレの水洗のことを言ってるんだってことに、マコトはちょっとしてから気がついた。

「そうか、川が流れるね。確かにそうだな」

　純じゆん粋すいな表現がなんだか面白くて、マコトはくすくすって笑った。

　それから言った。

「そうだ、服ふく見つかったんだ。好きなの持ってきなよ」
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「本当にありがとうございますぅ。半分ずつ運ぼうかなって思ってたんですけど、置いといたら誰かに取られちゃうでしょ。だから……」

「分かったでござるよ」

　涼すず葉ははうんざりとした顔で言った。

　両手にカップラーメンがぎっちり詰まったビニール袋ぶくろがぶら下がってる。二人ともだ。

「でもすごいでしょ。こんなにたくさんのカップラーメン」

　両手の幸せを嚙かみ締め、かなではうふふふふって笑った。

「これでお腹なか空すいても大丈夫ですよね」

「確かに。突然二人も居い候そうろうが増えてしまったでござるからな。マコト様には苦労をかけるでござる」

　しみじみと涼葉は呟つぶやいた。

「庭に畑を作ろうと考えてるでござるが、やったことないゆえどうやっていいのかさっぱり分からないでござるよ」

　ため息いき一つ吐き出してから、涼葉は一いち抹まつの希望を胸に隣のぽけぽけ娘むすめに目を向けた。

「かなで。お前はどうでござるか？　畑はたけ仕事やったことあるでござるか？　血ち桜ざくらの里さとはもちろん自じ給きゆう自じ足そくでござろう」

「畑仕事ですかぁ。もちろん下げ忍にんはみんなやんなくちゃいけないから、アタシも昔はやりました。二、三日」

「二、三日？」

「はい、なんでかよく分かんないけどアタシが世話するとみんな枯かれちゃうんです。だからお前はやるなって言われて。だけど大丈夫です。みんながやってるのぼ～～っと見てましたから。庭に畑を作るんでしたら全面的に協力します」

　なんか燃え出すかなでに、涼すず葉ははげんなりとした顔で言った。

「もう少し、検討してみるでござる」

　と、涼葉は思い出したかのように続けた。

「ところで、血ち桜ざくらの忍しのび達はどうしてるでござるか？　食べ物。まあ、忍びの技を使えばどこかから調達してくることなど容易たやすいでござるが」

「泥どろ棒ぼうなんてしてませんよ」

　かなではちょとだけむっとして言った。

「そりゃ、最初はちょっと盗んじゃったりしましたけど。アタシの制服とかだってどっかからか盗んだものですけど、だけど今はちゃんと働いてこの時代のお金を稼かせいで、それでお米とか買ってます」

「この時代で働いてるでござるか？」

「はい、穴掘ったり荷物運んだりしてるそ～です。とくに虎牙ベンガル様ががんばってます」

「虎牙。この間の屈くつ強きような忍びか」

　涼葉は、先日、校庭で刃やいばを交わした血桜虎牙のいかつい顔を思い出し、表情を硬くした。

　今いま思い出しても背せ筋すじが強こわばるほどの、強敵だった。

「さすがは血桜の副ふく頭とう目もくのことだけはあったでござる」

　涼葉は、緊きん張ちよう感を込めた声で吐き出した。

「頭目、血桜修しゆ羅ら菊ぎくの下にあの血桜虎牙か。これは気を引き締めなければならないでござる」

「あれ？　言ってなかったでしたっけ」

　飛んできたのはかなでのぽけぽけ声だ。

「今の血桜忍にん群ぐんの頭目って、修羅菊様じゃないんですよ」

「それは一体どういうことでござるか？」

　鋭い目を向けてくる涼葉に、かなではのんびりと説明した。

「ですから、雷がどど～んって落ちて来て、その場にいた人達がタイムスリップしちゃったじゃないですか」

「たいむすりっぷ？」

「涼葉さんだってしたじゃないですか。時間をぴょんと飛び超えて」

「時とき超ごえのことでござるか？」

「そうです。でも、修羅菊様はタイムスリップ出来なかったんです」

「……そうでござるか」

　涼葉は分かったとばかしに頷うなずいた。

「誠せい之の進しん様と同じく、修羅菊も……」

「きっと落らく雷らいの衝しよう撃げきを受けてあの場で死んじゃったんでしょうね」

「誠せい之の進しん様………」

　落雷の後に残される、誠之進と修しゆ羅ら菊ぎくの死体。それを思い浮かべ、涼すず葉はは胸を押し潰つぶされるような感かん触しよくを受けた。

　と同時に、疑問も覚える。

「ちょっと待て。それじゃ一いつ体たい今の頭とう目もくは誰なのでござるか？」

「修羅菊様の弟のわに太た朗ろう様です。まだ九歳さいなんですけど、忍にん術じゆつの腕うで前まえはなかなかです。潜せん在ざい能力は計りしれないものがあるって、修羅菊様も……それから修羅菊様のお父様、前ぜん前ぜん頭とう目もくの鯱しやち肌はだ丸まる様も言ってたくらいなんですから」

　すごいでしょすごいでしょって胸を張るかなで。だけど涼葉の表情は硬く凍りついてた。

「かなで。もう一度………もう一度、名前を言うでござる」

「え、今いま更さら何言ってるんですか。アタシは血ち桜ざくらかなで。あ、だけど抜ぬけ忍にんしたからこれから木き桜ざくらって名乗ろうかしら」

「誰がお前の名前を教えろと言ったでござるか！　血桜の頭目の名前でござる！」

　嚙かみつかんばかりの勢いに、かなではたじたじった。

「分かりましたよ。も～～そんなに怒んなくてもいいのに。涼葉さんってばただでさえ恐い顔してることが多いんだから。女の子はもっと……」

「かなで！」

「わに太朗様です!!　血桜わに太朗様！」

　開き直ったようにかなでは声を張り上げた。

「髪の毛を上んとこでちょろんと結んでて、目がくりくりしてて、それからほっぺにバッテン印じるしの傷跡があるかわいい男の子です」

「……大変でござる!!」

　カップラーメンのビニール袋ぶくろが涼葉の手から離れた。

「あああ、駄だ目めですよちゃんと持ってなくちゃ」

「それどころじゃないでござる。行くでござる！　かなで」

　涼葉はかなでの手をぐいっと握り締めた。

「え？　何ですかいきなり」

「早くするでござる！」

「ちょっと涼葉さん。あ～～ん、アタシのカップラーメンんんんん」

　涼葉に引っ張られ、かなでは姿を消した。

　残されたカップラーメンの袋だけが、寂しく転がってた。




　所ところ変わってこちらはマコト宅。

「ちくしょ～～ただで斬きられると思ったら大おお間違いだぞ」

「これで最後だよ。マコト兄ちゃん。えいや！　あ、避よけられちゃった」

「反はん撃げきだ！　そりゃ」

「あ～～斬られちゃった。だけどまだまだだよ。必ひつ殺さつ技わざ出しちゃうもんね」

「まさか……」

「必殺！　花か鳥ちよう風ふう月げつ牡ぼ丹たん斬ぎり！」

　ズバババ！

「うぎゃ～～～～～！！！」

　断だん末まつ魔まの叫び声を上げたマコトは、コントローラーを放り投げた。

「なかなか筋すじがいいじゃないかわに太た朗ろう君」

「そんなことないよ。マコトお兄ちゃんがハンデつけてくれてるからだよ。星の数少なくして」

「いや、にしても花鳥風月牡丹斬りを出せるなんてな。けっこう難しい指さばきだってのに」

　マコトは感かん心しんしたように頷うなずいた。

「ねえねえ、マコト兄ちゃん。今度はこっちのゲームやってもいい？」

「え？　ああ、ムシゲッチュか。ちょっと待ってな」

　わきあいあいとゲームで遊んでるマコトはもちろん気がついちゃいなかった。

　隣で無む邪じや気きに笑ってる少年が、マコトの命を狙ねらっている血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もくだってことをだ。

　わに太朗はきちんと自己紹介した。自転車の後ろから血桜わに太朗ですってちゃんと言ってる。

　なのにどうして？

　理由は簡単だ。自転車で走ってて、耳元を通り過ぎて行く風の音が邪じや魔ましててよく聞こえなかったのだ。

　その結果、血桜を木き桜ざくらって聞き間違えてしまったのだ。

　だもんで、マコトは相変わらずわに太朗のことは最近田舎いなかからひまわり市にやって来た少年としか思ってない。

　言動とかで気がついてもいいんだけど、いかんせん鈍いから気がつかない。

　鈍い！　鈍すぎるぞ！　マコト。

　だけど、それを言ったら隣のわに太朗だって似たようなものだ。

　マコトが自分達が追いかけてる存在だってことにこれっぽちも気がついてない。親切なお兄ちゃんとしか思ってない。

　ある意味、似た者同士のお気楽コンビだった。

「喉のど渇かわいたな」

　マコトは自分の喉をぽりぽり搔かいて呟つぶやいた。

「何か飲もっと」

　台所に向かい冷蔵庫を開ける。お目当ての炭たん酸さん飲料はもう終わってた。

「う～む」

　マコトは考えた。今後の経済のことを考えればここは水かお茶で我が慢まんすべきだ。だけど、風ふ呂ろ上がりの炭酸飲料ってのは外したくない至し福ふくのひと時だ。

　そのためにも、徳とく用ようペットボトルは常に置いておきたい。

「ちょっくらコンビニにでも行って来るか。わに太た朗ろう君はどうする？　買い物行くけど」

「ボクも行く！」

「そっか、ま、涼すず葉は達が帰って来るまでには戻ってくるとは思うけど、一いち応おう置き手紙をしておこう」
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　家々の屋根を飛び石のようにし、信じられないくらいの速さで移動する二人の影があった。

　よっく目を凝こらさなければ、たんなる緑色と紅べに色いろの影にしか見えない。それぐらいの速度だ。

　忍にん者じや服をまとった草くさ影かげ涼葉と血ち桜ざくらかなで。二人のくノ一いちがその影の正体だった。

「でもど～～してマコトさんがわに太朗様と一緒に」

　走りながら理由を聞いたかなでは、実に素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「どういったきっかけで知り合ったかは知らないでござるが………マコト様は勘かん違ちがいしてたでござる」

「勘違い？」

「血桜わに太朗のことを、家族を無くし最近この街にやって来た少年だと」

「まぁ、当たってると言えば当たってますけどね」

「引き取られた親しん戚せきの家で、男の子の服を用意してもらえないようだから、マコト様の小さな頃の服をあげると」

「マコトさんってば本当にいい人なんですねえ」

　かなでは、呆あきれ半分の感かん心しん半分で息を吐き出した。

「きっとわに太朗様もマコトさんのこと気がついてないんですよ。血桜が追いかけてる人だってこと」

「急ぐでござる。もし血桜わに太朗がマコト様のことを知ったら……その時には……」

　引き抜かれる忍者刀とう。打ち出される手しゆ裏り剣けん。

　いくら子供とは言っても、人ひと食くい鯱しやちとまで呼ばれた血桜鯱しやち肌はだ丸まるの息子として生まれ、あの血桜修しゆ羅ら菊ぎくを姉とする少年なのだ。

　涼葉の頭に、容よう赦しやなく真っ二つに斬きられるマコトの姿が浮かび上がった。背せ筋すじが一気にぞぞっとした。

　だけど、隣から聞こえて来るぽけぽけ声が陰いん惨さんな想像を曇くもらせた。

「そこんとこは心配しなくてもいいと思いますよ」

「どういうことでござるか？」

「わに太た朗ろう様がマコトさんのこと襲おそうんじゃないかって心配はいらないってことです」

　かなでの、いやに確信の込もってる言葉に、涼すず葉ははいぶかしげに目を細めた。

「どうしてそんなことが言えるでござるか？」

「簡単な理由です」

　かなでは軽く息を吸い込んでから、アンダーラインを二、三本引けちゃうような力強づよい声で言った。

「わに太朗様って、すっごくいい子なんです！！！」

「……………あ？」

　思わず足が止まっちゃうくらい、妙みようなインパクトがあった。

「どういう意味でござるか？」

「そのまんまの意味です。わに太朗様ってすっごくいい子なんです。だからマコトさんは大丈夫です」

「……………真ま面じ目めに聞いた拙せつ者しやが馬鹿だったでござる」

　再び屋根から飛ぼうとする涼葉に、かなでがわめきたてた。

「あ～～またそうやってアタシのこと馬鹿にしてるぅ。いいですかぁ、わに太朗様がどれくらいいい子か説明してあげますね。前に、血ち桜ざくらの隠かくれ里さとで夕飯におにぎりを食べたんです。その時アタシのおにぎりがドロの中に落っこちちゃって、そしたらわに太朗様が…」

「話に付き合ってるヒマはないでござる」

「あああ、だから大丈夫ですって！　だってわに太朗様は殺せないんです！！！　何も!!」

　かなでが叫ぶようにして発したその一言に、涼葉はゆっくりと振り向いた。

「どういうことでござるか？」

「だから、わに太朗様は、虫も殺せないような顔して虫も殺せない子なんです。そ～～ゆ～～性格なんです」

　かなでは少しだけ遠い目をした。

「いずれは血桜の頭とう目もくになる身としてそれはよくないってことで、鯱しやち肌はだ丸まる様が敵てき忍にん者じやを一人捕えて来たことがあったんです。それでわに太朗様に殺せって。ま～～無理だったんですけど。わんわんわんわん泣いちゃって」

　軽く息をつき、かなでは続けた。

「さらに、夜中にその敵忍者を逃がしちゃったりもしたんです。そういう子なんです。あの時は怒った鯱肌丸様が思い切りぶん殴なぐってましたね。わに太朗様の頭の形が変わっちゃうんじゃないかって心配しました」

　かなでは、あははって笑った。

「夕飯のおかずにするニワトリもしめられないし、魚釣つりに行っても釣った魚を川に返しちゃうし。とにかくそういう子なんです」

「……なるほど、血ち桜ざくらわに太た朗ろうはそこまで穏おだやかな性格なのでござるな」

　ほんのちょっとだけ、涼葉は安心の息を吐き出す。だけど……。

「しかしですね。気をつけなくちゃいけないのは蛇じや腹ばら兄きよう妹だいの二人ですね」

「蛇腹兄妹？」

「はい。涼すず葉はさんが藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんの護衛をしていたように、わに太朗様にも護衛がくっついてるんです。それが蛇腹兄妹なんです。タイムスリップして来てからちょっと風か邪ぜをこじらせて臥ふせってたんですけど、そろそろ元気になってるんじゃないかしら？　わに太朗様が勝手に外出してるなら、死に物もの狂ぐるいで捜しているはずです」

「…………その護衛の忍びが……マコト様と一緒にいるわに太朗を見つけた時は………どうなるでござるか？」

　限りない不安を胸に、涼葉は尋たずねた。もちろん、かなでは笑顔で答えてくれた。

「もちろんジュバ!!　でしょうね。オロチちゃんもミカゲちゃんもわに太朗様のこととなると見み境さかいをなくす困った性格だから」

「この馬鹿かなで！　それを最初に言うでござる！」

　涼葉は、殴なぐりつけるみたいな勢いで一いつ喝かつすると、止まってた足を再び動かした。

「マコト様、どうかご無事で」

「も～～涼葉さんってばいっつも怒ってばっかり」

　ぶつくさ言いながら、かなでもその後に続いた。
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　ひまわり市、ビルの屋上に、しゅばって降り立つ二つの影があった。

　血に染まった桜さくら色いろの忍び装しよう束ぞくに身を包んだ男女だ。

　年は二人とも十四、五といったところだろうか。しかし、細ほそ面おもての端たん正せいな顔立ちのせいか、角度によってはずっと年上にも見える。

　それぞれ白しろ蛇へびと赤あか蛇へびを首にマフラーのように巻きつけていた。

「見えるか？　ミカゲ」

　青年の言葉に、少女がぐるりと見渡す。

　そして、ゆっくりと首を振った。

「駄だ目めだわ。オロチ兄さん」

「そうか……。一体わに太朗様はどこへ行ってしまったのだ」

　青年、血桜オロチは静かに息を吐き出した。

「わに太た朗ろう様にもしものことがあったら…………私」

「落ち着け、ミカゲ。わに太朗様のことだ。きっとこの前のように退たい屈くつしのぎに街へ出ただけに過ぎない。滅めつ多たなことはないさ」

　兄の言葉に、血ち桜ざくらミカゲは強く反発した。

「だけど、五百年後の街なのよ。一体どんな危険が待ち構えているか。そんな所にわに太朗様が一人でいるかと思うと……」

「分かっているさ。わに太朗様を心配する気持ちは私も同じだ。わに太朗様を陰よりお守りするのが我ら兄妹の使命なのだからな」

　オロチは一ひと息いきつくと、首に巻きつけた白しろ蛇へびに手をかけた。

「白しら玉たま丸まる。お前の勘かんだけが頼りだからな」

　真っ白い蛇は、しばしピンク色の舌を出し入れしてたけど、くねってある方向に頭を向けた。

「よし、今度はあっちを捜そう。行くぞ。ミカゲ」

「はい、オロチ兄さん」

　二つの影がしゅばっと消えた。

　春の風が、二人がそこにいた唯ゆい一いつの証あかしであるぬくもりを、ぶわっと吹き飛ばしていった。




「いや～～ラッキーだったなぁ」

　ペットボトルの入ったビニール袋ぶくろをぶら下げて、ほくほく顔でマコトは言った。

「一本買っただけでもう二本も手に入っちゃったんだからな」

「よかったね。くじ引きで当たって」

　隣のわに太朗がにっこりした。マコトの昔の服を着て、すっかり現代の男の子してる。

「本当だよ。カップラーメンも当たったっていうし、もしかしたら今日はラッキーデーなのかもしんないな」

　幸せを嚙かみ締めながら歩くマコトに、わに太朗がねえねえと話しかける。

「ねえねえ、マコトお兄ちゃんが持ってるのって、この間みたいに口の中でしゅわしゅわする飲み物でしょ」

「そうだよ。コーラとスプライト、それからＣＣレモン。やっぱり炭たん酸さんじゃないとジュース飲んだ気になんないからな」

「そっか、あのしゅわしゅわする奴やつなんだ」

　わに太朗はそこでくふふふって笑った。

「この間ボクお土産みやげで家に持って帰ったんだ。しゅわしゅわする飲み物。だけどみんな飲んだ途と端たんに噴ふき出しちゃったんだよ。なんか、口の中で針がちくちくするぅぅぅっとか言って」

「はは、そりゃどっかの誰かさんみたいだな」

　脳のう天てん気きにマコトは笑って言った。

「みんなしてぶしゅって感じか？」

「うん、みんなしてぶしゅって感じ。みんなに一口ずつ飲ませたんだけどね。ほとんど駄だ目めだったよ。おいしいって言ったのは五人くらいしかいなかった」

「…………………ぇ？」

　ちょっとした謎なぞに直面し、マコトはいぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「今、五人とか聞こえたんだけど……」

「うん、五人って言ったよ」

「炭酸をおいしいって言ったのが五人だってことだよね」

「うん、そうだよ」

　わに太た朗ろうはこっくりと頷うなずいた。どうやら数字に間違いはないようだ。

　だけど………なんかおかしい。

　わに太朗は五人くらいしかって言ってるのだ。つまり、炭酸を噴ふき出した人数はもっといるってことなのだ。

　合わせて考えると……テレビに紹介されてもおかしくないくらいの大家族ということになる。

「あのさ、わに太朗君の今住んでる家って何人家族なの？」

　マコトの問いに、わに太朗は指折り数えてから答えた。

「ボクもはっきりとは分からないんだけど、だいたい五十人くらいかな？」

「ええ！！！！」

　そりゃあもうびっくりした。大だい家族なんてもんじゃない。超ちよう家族だ。

「五十人…………五十人って……いくらなんでもそんな」

「でも、五十人くらいいるよ。もしかしたらもっといるかもしんない。いっつも水に潜もぐってるとかいっつも土の中にいるとかしてて人ひと前まえに姿を見せない人もいるから」

「ちょちょちょい待ち」

　想像をだいぶ超えちゃってる話に、マコトは待ったをかけた。

「僕の中でこんがらかってるから教えて欲しいんだけど、わに太朗君は親しん戚せきの人と暮らしてるんだよね」

「全部が全部親戚って訳じゃないんだよ。ただ里さとで暮らしている人みんな同じ苗みよう字じを名乗る決まりなんだ」

　わに太朗は軽く唇くちびるを嘗なめてから、言った。

「血ち桜ざくらって苗字を」

「血………桜………」

　マコトが、からからに乾いた声を吐き出した瞬間だった。

「わに太朗様!!」

　声が響ひびいたとほぼ同時に、しゅばっと現れる一組の男女がいた。

　二人の忍しのびはわに太朗の前に片かた膝ひざついて忍にん者じや座ずわりすると、慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「お捜しもうしておりました。わに太た朗ろう様」

「あ、オロチにミカゲだ。駄だ目めじゃん。風か邪ぜひいてるんだから寝てなくちゃ」

「温かいお言葉、感かん慨がい無む量りようでございます。しかしご安心ください。我らもうこの通り」

「すっかり元気でございます。わに太朗様」

　二人の言葉に、わに太朗はにっかり笑った。

「そうか、よかったね。あ、紹介しなくちゃ」

　ただひたすら呆ぼう然ぜんとしてるマコトを、わに太朗は元気よく紹介した。

「マコト兄ちゃん。ボクに親切にしてくれるんだ」

「マコト…………？　確か虎牙ベンガル様がそんな名前を……」

　オロチが少しだけ眉まゆ根ねを顰ひそめた。ゆっくりとマコトを見つめる。

　声を発したのは、ミカゲが最初だった。

「き、貴き様さまは！　藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん！」

「！！！！」

　緊きん張ちようがピシリと音をたてて走った。

「わに太朗様！　こちらに！」

　オロチがわに太朗の手を引っ張る。そしてわに太朗を守るように、マコトに対たい峙じした。

「血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もくであるわに太朗様をかどわかすとはなんと卑ひ劣れつな!!」

　この頃になって、まだまだ混乱する頭ではあるけれどマコトは大おお方かたを理解した。

　自分がこれまで一緒にいた少年は、あの血桜忍群で一番偉えらい存在だったのだ。

　これだけでも思わず火星辺りまで飛んで行きたくなるくらいの大だい衝しよう撃げきの事実なのだけど、残念なことに火星まで飛んでってるヒマは与えちゃくれなさそうだ。

　突然現れた二人の忍びは、明らかに敵意とか殺意とかっていった物ぶつ騒そうなもんをマコトにぶつけてるのだ。

「わに太朗様に危き害がいを加えようとするなんて………許さないわ。絶対に」

　なんて言うか、僕の命のろうそくって今ものすっごい強風に吹かれてるよなって、マコトはこんな状況ながら思った。

　そして、強風はさらにその勢いを増した。

「お命いのち頂ちよう戴だい！」

「覚かく悟ご！」

　オロチとミカゲは迫ってくる。それは普通じゃない速度のはずなのに、マコトにはスローモーションに見えた。

　死を直前にするとこうなるってどっかで聞いたことがある。

　ちょと待てや！　ってことは死が直後にあるってことかい！

　なんとかしたくても、動きたくても動けない。叫ぶことすら出来ない。

　天国まであと０・５秒って時だった。カウントダウンを制止させる声が鋭く響ひびいた。

「駄だ目めぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！」

　わに太た朗ろうの声に、オロチとミカゲはぴたりとその体を止めた。

「何すんだよ！　オロチもミカゲも！　どうしてマコト兄ちゃんを」

「わに太朗様。この男の名は、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しん。憎き藤嵐誠せい十じゆう郎ろうの息むす子こです。そして、我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐんが討うち取ろうとしている男」

「そんなの知らないよ！　マコト兄ちゃんはマコト兄ちゃんだよ！　ボクに親切にしてくれたマコト兄ちゃんだよ！」

　わに太朗の瞳にほっこり涙が浮かび上がる。鼻はな水みずだって垂れてくる。半はん泣きだ。

「もしマコト兄ちゃんを襲おそうって言うなら、オロチとミカゲなんか、オロチとミカゲなんか」

　わに太朗は涙と鼻水とが交じった声で叫んだ。

「大嫌いになってやるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

「おい!!」

　さすがのマコトも突っ込みを入れた。

「わに太朗君。助けてくれようって気持ちはすっごい嬉うれしいんだけどさ、もうちょっと他の言葉があるっしょ。そんな嫌いになるとか優しいことじゃなくてさ、もっとこうずぶっとくるような。こっちは命かかってるんだから」

　チャリン。

　ミカゲの手から忍にん者じや刀とうが落ちたもんだから、マコトは思わず叫んだ。

「マジですか！」

　マジだった。

　忍者刀を落としたミカゲは、そのまま力なく崩れ落ちた。

「オロチ兄さん。私には出来ないわ。わに太朗様に嫌われるなんて」

「…………」

　オロチは無言で妹を見つめてから、静かに忍者刀を背中に収めた。

「わに太朗様。我ら兄妹はいわばわに太朗様直ちよく属ぞくの忍しのびでございます。誠之進を襲うな。それがわに太朗様の意志であれば、従いましょう」

「ありがと。オロチ。ミカゲ。だからボク二人のこと大好き」

　無む邪じや気きなわに太朗の言葉に、ミカゲの顔がぼぼぼっと赤くなった。

　そんな時に飛び込んで来たのは、我らが涼すず葉はとかなでだった。

「マコト様！　ご無事でござるか！」

「あ!!　本当にわに太た朗ろう様だぁ。オロチちゃんとミカゲちゃんもいる。やっほ～～」

　忍にん者じや刀とうを構え、涼すず葉はは血ち桜ざくら一いつ派ぱに立ち向かう。えへえへしながらも、かなでも涼葉の隣で刃やいばを構えた。

　反射的に武器を構えるオロチとミカゲに、わに太朗は言った。

「駄だ目めだよ」

「しかし……」

「いいからいいから」

　わに太朗はゆっくりと歩み出ると、かなでに向かって笑顔を向けた。

「かなで、久しぶり。抜ぬけ忍にんしたんだって？　すごいよね。勇気あるよね」

「えへへ、すごいでしょ。でも勇気ってのとはちょっと違うんですよ。なんて言うかつい言っちゃったっていうか」

　和なごやかに始まる世せ間けん話に、涼葉がくさびを打ち込む。

「マコト様に刃を向けるのであらば、この草くさ影かげ涼葉。たとえ子供でも手て加か減げんはしないでござる」

　わに太朗は大きな瞳をマコトに向け、そして口を開いた。

「ねえ、マコト兄ちゃん。マコト兄ちゃんはさ、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんって人なの？」

「え？」

「だって、マコト兄ちゃんこの時代のこと何でも知ってるし。おかしいなって思って」

「………僕は………この時代の人間だよ。わに太朗君」

　落ち着きを取り戻したマコトは、ゆっくりと説明した。

「この時代に生まれ育ったごく普通の人間だよ。若わか殿との様なんかじゃない。ただ………顔がそっくりだったってだけの」

「なら血桜のみんなが追いかけてるのは間違ってるよね。だって関係ないんだもん」

　そう言ってわに太朗は「はああ」ってほっとしたような息を吐き出した。

「もともとボクあんまし乗り気じゃなかったんだよな。だって、藤嵐誠之進って悪い人じゃないって聞いてたし。それに、親が悪いことしたからってその子供までやっつけなくちゃいけないなんてどっかおかしいよ」

「ですよね。アタシもそう思ってたんです。ずっと」

　かなでが元がん祖そその意見の持ち主としてうんうんと頷うなずいた。

「ボク、これから血桜に帰ってマコト兄ちゃんが誠之進って人じゃなくこの時代の人間だってことをみんなに話すよ。だから安心して、もう血桜はマコト兄ちゃんを襲おそわないから」

　わに太朗は、後ろを振り返りオロチとミカゲに言った。

「じゃ、帰ろう」

「分かりました」

　軽く一いち礼れいすると、オロチとミカゲの姿はじゅばっと消えた。

「じゃ～～ね、マコト兄ちゃん。涼すず葉はお姉ちゃん。かなで」

　ばいばいって手を振ると、わに太た朗ろうはじゅばっと姿を消した。

　わに太朗が初めてマコトに見せた、１００パーセント忍にん者じやの動きだった。

「あ、もらった服は明日取りに来るから。お昼くらいに」

　近くの木々の上から、そんな声が聞こえて来た。

　そして、静せい寂じやくがやって来た。

　少しの沈ちん黙もくが流れた後、かなでが口を開く。

「ね、アタシの言った通り、いい子でしょ。わに太朗様って」

「確かにいい子でござるな」

　涼葉もこっくりと頷うなずいた。

「とてもあの修しゆ羅ら菊ぎくの弟とは思えないでござる」

　しみじみとわに太朗のいい子さぶりを嚙かみ締める二人の後ろで、マコトが何をしてたかと言うと。

「これで、忍者に命を狙ねらわれてるってアンビリーバボロな状況から解放されるんだ。これで……」

　一人、喜びを嚙み締めてた。

　わに太朗の声が聞こえて来た木々に向かって、しっかりと両手を合わせた。

「ありがとサンキューベりまっちょ！」
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「ピザもＯＫ。フライドチキンもＯＫ。お寿司もＯＫ。ローストビーフもＯＫ。みんなＯＫっと」

　ちゃぶ台の上にずらりと並ぶ豪ごう華かな料理を、マコトは一つ一つ確認した。

「マコト様。このお皿はどこに置けばいいでござるか？」

「そこに置いといてくれればいいよ。フォークとかスプーンもそのへんで」

「フォーク？　スプーン？」

　たちまち混乱する涼葉に、コップを持ってやって来たかなでが助言する。

「涼葉さんのおぼんに載っかってるその二つです」

「ああ、この金属のモリとさじのことでござるか」

　準備は整った。いつでも豪華な昼食会をスタートさせることが出来る。

「マコト様。余よ計けいなお世話かもしれないでござるが、大丈夫だったでござるか？　その………お金」

　心配そうに尋たずねる涼葉に、マコトは笑いながら答えた。

「心配いらないよ。中学の時から使ってた貯金箱を壊こわすことにはなっちゃったけど」

「いいんですかぁ？　マコトさん大切にしてたものなのに」

　かなでが質問する。マコトはゆっくりと首を振った。

「確かにそうだけど、なんかお礼しなくちゃいけないっしょ。わに太た朗ろう君にさ。いわば僕の命の恩おん人じんだもん。豪ごう華かランチくらいご馳ち走そうしなくちゃバチが当たるよ」

「そうですね。これでもう命を狙ねらわれることもなくなるんですもんね」

「そーそー、平へい穏おん無事な生活が再びって訳だ」

　平和って言葉の意味をしみじみと嚙み締めてる時だ。トントンて扉とびらを叩たたく音が聞こえる。

「お？　わに太朗君かな？」

　マコトは玄げん関かんに走った。やっぱりわに太朗だった。

「………おはよ。マコト兄ちゃん」

　心なしか元気なく、わに太朗は言った。背負ってるオ～ラもなんか曇くもってる。

　だけどそんなことに気がつくマコトじゃなかった。

「待ってたんだ。上がって上がって」

　わに太朗の手を引っ張って、マコトは居間に連れて来た。

「みんなでお昼食べようと思って用意してたんだ。食べよう食べよう」

「あの……さ」

　もごもご言ってるわに太朗なんか放っといて、さっさと両手を合わせる。

「いっただっきま～す」

　豪華昼食会が始まった。

「ほら、わに太朗君も食べなよ」

「うん………」

「あ、おいしいこれ！　何て食べ物なんですか？　マコトさん」

「それはピザって食べ物だよ」

「ヘ～ピザですか。涼すず葉はさんもどうぞ」

「……………拙せつ者しやは遠えん慮りよするでござる。匂においが少し」

「大丈夫ですよ。すっごくおいしいですから」

　かなでが強ごう引いんにピザを涼葉の皿に載っけた。

　涼葉はしばし箸はしでつっついてから、一ひと切きれを口の中に突っ込んだ。

　次の瞬間、トイレに向かって走り出してた。

　忍にん者じやならではの一瞬の出来事だった。

「チーズが苦にが手てな人っているもんな。慣れない涼葉にゃちょっと酷こくだったかも。でもかなでさんは平気みたいだし」

　ピザをばくばく食べてるかなでを見つめ、マコトはう～むって唸うなった。

「わに太た朗ろう君はどう？」

「あの……マコト兄ちゃん。その」

「とりあえず試してみなって。駄だ目めだったら食べなくてもいいよ」

　わに太朗の目の前の皿に一切れのピザが載っけられた。

　恐る恐る、わに太朗はピザを手に取ると口に運ぶ。

　そして、がぶっと嚙かみついてもぐもぐごっくんした。

「おいしい！　これおいしいよ！」

「そう言えばわに太朗君、この前ナクドマルドでチーズバーガー食べてたもんな。ピザも大丈夫に決まってるか。次はこっちを食べてみな」

　次から次へと皿に料理が載っけられる。それまで背負ってたどんより雲なんてぶっ飛ばし、わに太朗は一いつ心しん不ふ乱らんに食べた。

　やがて、トイレから帰って来た涼すず葉はも加わり、昼食会は和なごやかに進んだ。

　そう、かなでがその言葉を発するまでわ。

「アタシ、今日ちょっと帰ってこようかな？　血ち桜ざくらの隠かくれ家に。いろいろと取って来たいものもあるし」

「かなで。別に戻ってもいいでござるよ。もうここにいる理由はないでござろう」

「も～そんな意い地じ悪わる言うなんて、涼葉さんアタシを追い出してどうするつもりなんですか」

「……別にどうもこうも」

「分かった！　涼葉さんアタシを追い出してマコトさんと二人っきりで……」

「か、かなで！！！」

　顔を真っ赤にした涼葉が叫んだ。

「何を馬鹿なことを言ってるでござるか！　そ、そんなことないでござる！　いや、別に拙せつ者しやがマコト様とどうのこうのということではなくて、つまりでござるな……そのでござるな………あああああああああああああ」

　一人で自己崩ほう壊かい始めてる涼葉に、かなではぼそっと言った。

「………マコトさんと二人っきりでおいしいものでも食べるつもりでしょって言いたかったんだけど、ど～～しちゃったんですか？」

　まだ自己崩壊してる涼葉。それを面白そうに見つめるかなで。よく理解出来なくてきょとんとしてたけど、考えるだけ無む駄だだなってフライドチキンを頰ほお張ばるマコト。

　そんな中、わに太朗が口を開いた。

「かなで、ダメだよ」

「え？」

「戻って来たら虎牙ベンガルが黙っちゃいないもん」

「…………そうですか。やっぱ一回抜ぬけ忍にんしちゃったらそう簡単にはいきませんよね」

「でもさ、抜ぬけ忍にんした理由は解決してる訳でしょ。ちゃんと頼めばきっと」

　落ち込むかなでにマコトが助けの船をコキコキ漕こぎ出した。

　だけど船はわに太た朗ろうの一言であっけなく沈没した。

「解決してないんだもん」

「……………え？」

「まだ血ち桜ざくら忍にん群ぐんはマコト兄ちゃんのこと狙ねらってるの！」

　数秒の沈ちん黙もくの後、あたふたとマコトが尋たずねる。

「ちょっと待って。だって昨日、ちゃんと話してくれるって」

「話したよ。マコト兄ちゃんが藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんなんかじゃなくて、この時代の人間だってことを。ちゃんと話したよ。話したんだけど…………話したんだけど……」





　もやもやもやもやもや。




わに太朗『という訳なんだ』

虎牙ベンガル『なるほど、理解はいたしました。わに太朗様の独自の調査により、あの者は藤嵐誠之進ではなくこの時代の人間、春日かすがマコトであることが分かった。そういうことですな』

わに太朗『そうだよ。だからさ、もうやっつけようとなんかしなくてもいいんだよ。だって関係ない人なんだもん』

虎牙『う～～～む』

わに太朗『ね、ね、ね、関係ない人を襲おそうのは悪いことだってお姉ちゃんも言ってたじゃん』

虎牙『確かに[image: さんてん][image: さんてん]あの者が誠之進ではなく単なるこの時代の人間であらば、襲う理由もなくなるというもの。しかし、あそこまで似ているとはなんとも面めん妖ような。それに草くさ影かげの忍しのびが護ご衛えいにくっついてるのも』

わに太朗『それは[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]』




　しばし考える。




わに太朗『分かった！』

虎牙『何でございますか？』

わに太朗『マコトお兄ちゃ[image: さんてん][image: さんてん]コホン。春日かすがマコトは藤嵐誠之進って人の子し孫そんなんだよ。だから草影のくノ一いちが護衛についてるんだよ。これなら問題ないでしょ』

虎牙『確かに、そう考えれば全すべてが符ふ号ごういたしますな』

わに太朗『でしょでしょ、だからもうやっつけようとなんかしないでよね』

虎牙『そうはいきませぬ』

わに太た朗ろう『え？　どうして！』

虎牙ベンガル『誠せい之の進しんの血を引いているとすれば無む視しは出来ませぬ』

わに太朗『いや、それはボクが勝手に考えたことで』

虎牙『いえ、そう考えなくてはあそこまで瓜うり二ふたつである説明がつきますまい。おそらく、誠之進には隠かくし子がいたのでございましょう。ううむ』

わに太朗『ちょっと虎牙ってば』

虎牙『藤ふじ嵐あらしの血を根ね絶だやしに！　それこそが我ら血ち桜ざくらの本ほん願がん！』




　やもやもやもやもやも






「って訳なんだ」

　わに太朗の、嬉うれしくない説明が終わった。

「だけどさ、ボクもがんばってその後でちゃんと言ったんだよ。これから先、ボクの知らないとこでマコト兄ちゃんをやっつけようとするなって。だから、多た分ぶん大丈夫だと思うよ。思うけど………」

　わに太朗は、えへへって笑って、最後の言葉を口にした。

「気をつけてね、これからも」

　沈ちん黙もくが、しっかりととぐろを巻いた。

　気を抜くと押し潰つぶされそうな沈黙の中、マコトは無む言ごんでコーラのペットボトルを手にした。

　キャップを外し、一気に口に流し込む。

　目を白しろ黒くろさせながら、顔を青くしたり赤くしたりしながらなんとか飲み干す。

　大量の二に酸さん化か炭たん素そとともにマコトは絶ぜつ叫きようした。

「そんなあああああああああああああああああああああああ！！！」




　マコト宅から少し離れた森、そこに生はえる木の上に、二人はいた。

「オロチ兄さん。これで本当にいいのかしら？」

　血桜ミカゲが口を開いた。

「血桜の敵である彼らとあのように仲良く」

「いいのさ、わに太朗様にはわに太朗様のお考えがあってやっていること。我ら兄妹はこのように陰よりわに太朗様の身を守る。それだけだ」

　同じく、木の上にて、兄、血桜オロチが言う。

「もし彼らがわに太朗様に刃やいばを向けるのであれば、その時は容よう赦しやせず息の根を止めることになるがな。しばらくは様よう子すを見よう」

「分かったわ」

　こっくりと頷うなずき、またマコト宅に目を向けるミカゲ。

　そこでミカゲは「ん？」って眉まゆ根ねを顰ひそめた。

「兄さん。わに太た朗ろう様がいないわ」

「かわやかどこかへ行かれたのだろう」

「そんな、わに太朗様にもしものことがあったら」

　慌あわてるミカゲの目の前ににょっきり現れる影がいた。

「ばあ」

「わに太朗様！」

　驚いたミカゲは、木から華か麗れいに落っこちた。

「あ、ごめんね。ミカゲ。びっくりさせちゃったかな？」

「いいえ、そんなことは」

　無ぶ様ざまな姿をさらしたことに顔を真っ赤にしながら、ミカゲはその場に忍にん者じや座ずわりした。兄、オロチもその隣にしゅばっと降りる。

「何か御ご命令でございますか？」

「ううん、二人ともお腹なか空すいてるだろ～なって思ってさ」

　わに太郎は手にした忍者風ふ呂ろ敷しきを広げた。

「じゃじゃ～～～ん」

　そこには、いろんな料理が詰まってた。

「わに太朗……様」

　兄妹はどっぷり感動した。思わず涙ぐんじゃったりしてる。

「お心づかい。感かん無む量りようでございます」

「さ、食べて食べて」

　わに太朗はにっこにっこしながら見てる。

「早さつ速そくいただくことにしようミカゲ」

「はい、オロチ兄さん」

　二人そろって風呂敷の上の料理に手を伸ばすけど……。

　これは、いったい何なのだろう？

　オロチは瞳でミカゲに語った。

　この時代の料理………ということだけは分かりますが。

　ミカゲも瞳で答えた。

　なんか、不ふ思し議ぎな料理だった。焼きもちみたいのの上になんかじゅくじゅくした黄色いものが張り付いてる。

　ものすごくごめんなさいしたい気分だったけど、わに太朗がにこにこして見てるからそれも出来ない。

　二人はそろって、ピザにかぶりついた。

　もしゃもしゃやった。

　二人が青ざめるまでに、時間はかからなかった。

「どう、おいしい？　オロチ」

「はひ、ほへほ」（はい、とても）

　オロチが、笑顔で言った。だけど顔が青ざめてるからものすごく無ぶ気き味みだった。

「ミカゲは？」

「おいひいです」（おいしいです）

　ミカゲも笑顔で言った。だけどやっぱり青ざめてるし涙も浮かんじゃってた。

「喉のどに詰まったんならこれ飲みな」

　わに太た朗ろうがペットボトルを開けて二人に渡す。地じ獄ごくに仏ほとけとばかしに二人はペットボトルの中の液体をごくごくと飲んだ。

　さらなる地獄が訪れた。

　地獄は、口の中で爆発した。

「どう？　おいしい？　オロチ」

　オロチは、笑顔で頷うなずいた。だけど、今にも魂たましいの抜けそうな笑顔だ。

「ミカゲは？」

　ミカゲも笑顔で頷いた。やっぱり魂は抜けてしまいそうだ。

「でしょ～～。他にもあるんだよ。この時代の料理。えっとね」

　こうして、オロチとミカゲの兄妹は、またしばらく寝込むことになったのだった。

　ちゃんちゃん。


第九話　完　　　















　　　おまけ話　一つ屋根の下だから２







　春日かすが邸ていに朝が来た。

　少し大き目に開いたカーテンの隙すき間から、太陽の光が差し込んでくる。

　元気な光ひかり達が、マコトの顔をこちょこちょくすぐって、それでマコトは目覚めた。

　時計を見る。八時半だ。休日の過ごし方としてはまだまだ起きるのは早いのだけれど、なんか目が覚めた。

　それに、今日の朝食当とう番ばんは涼すず葉はだから、きっともうとっくの昔に起き出して準備をしてるはずだ。

　この時間なら部屋の掃そう除じなんかもしちゃってるだろう。

　そろそろ、「いつまで寝てるでござるか？」って呼びに来るはずだ。

「涼葉は早はや寝ね早はや起おきだからな」

　マコトは苦く笑しようした。

「誰かさんと違って……」

　誰かさんとは、もちろんあの方だ。

　新たにマコト宅に加わった同居人。もと血ち桜ざくらのくノ一いちで、見事に抜ぬけ忍にん宣言した少女、血桜かなで。

　夜よ更ふかしだって平気だし、朝あさ寝ね坊ぼうだって大だい得意の、現代人の素そ質しつバリバリの女の子なのだ。

「よっこらしょっと」

　マコトは上半身を起こした。ぼ～～～っとしながらゆっくりと脳のう味み噌その回転を速めていく。

　そんな時だった。その奇き妙みような膨ふくらみに気がついたのは。

「何だこりゃ？」

　すぐ隣の蒲団ふとんがこんもり盛り上がってた。

　ゆっくりと回転するマコトの脳味噌は、とある一つの記き憶おくを引っ張り出した。

　ずっと昔、母親の知り合いからネコを預かった時の思い出だ。

　なんか妙みようにマコトになついて、寝ね床どこを用意してあげたのに夜よ中なか決まってマコトの蒲団の中に潜もぐり込んで来た。朝起きるとこんなふうに蒲団はこんもりと盛り上がってた。

　だけど、だけどいかんせん膨らみが大き過ぎる。ネコごときじゃこんな膨らみは出来ない。同じネコ科なら、ヒョウとかチーターとかジャガーとか、そんなもん丸めて突っ込まないとこんな膨らみは出来ないだろう。

　ヒョウとかチーターとかジャガーとか、そんなもんが蒲団に入ってる情景を思い浮かべ、マコトはブルルルって背せ筋すじを震わせた。大切なとこ嚙かまれたらえらいこっただ。

　ま、そんなことある訳ないか。

　馬鹿らしい想像にフンって鼻を鳴らしてから、マコトは膨ふくらみの正体を確かめるため蒲団ふとんをひっぺがした。

　膨らみの正体は、幸いヒョウでもチーターでもジャガーでもなかった。

　だけど、ある意味そんなもんよりも危険だった。

　マコトの蒲団の中で、丸くなって眠ってるのはパジャマ姿のかなでだ。

　かけ違えられたパジャマのボタン。胸むな元もとがぱっくり開いててそこから吸い込まれそうな谷間がちらっと見える。

　ブラックホールだ。

　ゆっくりと回ってたマコトの脳のう味み噌そが、一気に回転を速めた。

　ざっと見積もっても五百万倍ばいくらいの速度だ。

　脳味噌の回転はついに音速を超えた。

　そして、マコトは悲鳴を上げた。

「ああああああああああああああ！」

[image: ]

　イルカと会話出来そうな甲かん高だかい悲鳴に、我らがぽけぽけくノ一いち、かなでちゃんがちょっと覚かく醒せいした。

「あ、マコトさん。おはようございます」

　しょぼしょぼした目を擦こすって、かなでが起き上がった。

「あれ～～～？」

　くいっと首を傾かしげる。

「ど～～～してマコトさんがアタシの蒲団ふとんの中にいるんですかぁ？」

　アタシの蒲団じゃね～～よ！　こりゃ僕の蒲団なんだよ！　ど～～してここにいんだよ！　いつからいんだよ！

　マシンガンみたく質問をぶつけたかったけど、しっかり喉のどで弾たまづまりしてて言葉が出てこない。

「あ！」

　かなでが不ふ意いに声を上げると、真っ赤になった頰ほおを押さえて言った。

「これが噂うわさに聞く夜よ這ばいって奴やつですか？」

　マコトは死んだ。三秒くらい死んだ。魂たましいが抜けて死んだ。川の向こうで、じ～ちゃんとば～ちゃんが手招きしてるのが見えた。まあ、マコトが生まれるずっとずっと前に死んじゃってるから顔も知らないけれど。

「うわ～～～、困っちゃいましたね～。アタシそっちの手て解ほどきって受けてないんですよね。お前には向かないとか言われて。あ、でも一生懸けん命めいがんば…………」

　もう限界だった。近くの目覚まし時計で頭をがしがし叩たたいて正気を取り戻すとマコトは怒ど号ごう砲ほうをぶっぱなした。

「ちがう！　ここは僕の…」

　その時だ。さらなる衝しよう撃げきが訪れた。

「マコト様、どうかしたでござるか？」

　涼すず葉はの声だ。しかもこっちに向かってる。

　マコトはかなでの口を押さえると蒲団に突っ込んだ。

　その直後、ドアが開いた。

「マコト様、今悲ひ鳴めいが？」

「いや何でもないよ。少しソプラノの練習をしてただけだから」

「そうでござるか。あ、朝食の支し度たくが出来てるでござるよ」

「あ、ありがと。すぐに行くよ。すぐに」

「待ってるでござる」

　部屋を出て行こうとする涼葉だけど、「ん？」って端たん正せいな眉まゆを顰しかめる。

「マコト様、それは？」

　もちろん、指差しちゃってるのは不自然なベッドの膨ふくらみだ。

「あ、これね。寒いからちょっと毛布をね」

　毛布は、もぞもぞと動いた。

　ど～～していいんだか分からない沈ちん黙もくが辺りを渦うず巻まいた。

　さらに、う～～んなんてうめき声が聞こえちゃったりもしてる。

「その………………………………」

　マコトの脳のう味み噌そが、擦すり切れるんじゃないかってくらい回転した。だけど誤ご魔ま化かせるような素す敵てきな言葉は浮かばなかった。

「道に迷ったジャガーがね、僕の蒲団ふとんの中に……」

　鼻はな白じろみながら、舌を嚙かむよりもつらい言い訳を始めた時だった。

「ぷは！」

　かなでの復活だった。

「も～～～、マコトさんいきなり何するんですか？」

「……………………」

　空気が凍りついた。

「あは、涼すず葉はさん。おはよ～～ございます」

　さすがのかなでもちょっとバツの悪そうな顔してペロって舌を出した。

「………………これは、ど～～ゆ～～ことでござるか？」

　涼葉が無表情な顔を向けて来た。なまじっか丹たん精せいな顔立ちだけに、背せ筋すじにぞくっとくる凄すご味みがある。冷凍庫に突っ込まれたような寒気を覚える。

「え～～っとね、何てゆ～～か」

　マコトだってど～～ゆ～～ことか分かってないから説明のしようがない。

　目が覚めたらかなでさんがいたんだ！

　マコトが命一いつ杯ぱいに叫ぶよりも早く、かなでがぶっちゃけた。

「夜よ這ばいなんですよ」

　マコトはまた死んだ。魂たましいが飛び出した。

　必死になって生き返ると、マコトはあたふたと説明した。

「違うんだ、これは」

　ブチン！

　何かが切れる音が、マコトの耳に聞こえた。

　何かが切れる音は、涼葉から聞こえて来た。

「…かなで………」

　うつむいた涼葉は、搾しぼり出すようにその名前を口にした。

　次の瞬間、かなでめがけて手しゆ裏り剣けんが飛んで来た。

「うわぁ！」

　しゅばって逃げるかなで。マコトの部屋の壁に手裏剣がカカカって突き刺さった。

「殺す！」

「ちょっと涼すず葉はさん。何するんですかいきなり。涼葉さんってば。いや～～～」

　窓から逃げ出したかなでを追いかけて、涼葉も飛び出して行った。

　マコト一人が残された。

「もう一回寝ねよっと」

　マコトは、現実逃とう避ひした。




　この、『かなでの夜よ這ばい事件』の真相は単純なものだった。

　朝、寝ね惚ぼけてトイレに行ったかなでは、間違えて隣のマコトの部屋に入ってしまったのだ。

　かなでが使ってる部屋は、何もないような畳たたみの部屋だ。真ん中に蒲団ふとんがしいてあるだけの閑かん散さんとしたとこだ。

　本棚や机もあるマコトの部屋とは全ぜん然ぜん違うのに、寝惚けてたかなでは気がつかなかった。

　寝惚けたまま、かなではマコトのベッドに潜もぐり込んですーすー眠ってしまったって訳だ。

　ぽけぽけの女王だからこそ出来る芸げい当とうだ。

　真相を知った涼葉による、厳げん重じゆうな注意によって、とりあえずこの事件は幕を閉じたのだった。





めでたしめでたし






「アタシ本当に殺されちゃうかと思いました」

　朝食兼けんの昼食をもっしゃもっしゃ食べながら、かなでが口を開く。

「かなでが妙みようなことを言うからでござる！　夜這いだのと」

　顔を真っ赤にして、涼葉がその言葉を口にする。

「だってぇ、てっきりマコトさんがアタシの蒲団に入って来てるんだとばっかし思って」

「マコト様がそんなことする訳がないでござる！」

　ぴしゃって叩たたき付けられて、かなではうじゅ～って顔をした。

　それから、ご飯食べてるマコトに顔を向けて尋たずねた。

「マコトさんって、夜這いしないんですかぁ？」

　マコトは、その時とき口の中に入ってた全すべてのものを噴ふき出した。

「ねえ、どうなんですか？」

「そんな、いきなり何てことを……」

「もしするんでしたら事前にちゃんと教えてくださいね。いろいろと心の準備が」

「かなで!!」

　また涼葉の手から手しゆ裏り剣けんが飛んだ。

　しゅばって逃げるかなで。春日かすが宅の居間の壁に手裏剣がカカカって突き刺さった。

「も～～～何をそんなに怒ってるんですかぁ？　涼すず葉はさんだって事前にちゃんと教えてもらっておいた方が」

「だぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　窓から逃げ出したかなでを追いかけて、涼葉も飛び出して行った。

　またマコト一人が残された。

「……………一つ屋根の下って、いろいろあるんだな」

　三百歳さいくらい老ふけ込んだ顔つきで、マコトはポツリ呟つぶやいた。





おしまい　　　















　　　第十話　年上美人転校生はお姫様？







「てんてんてんぐのてまりうた～～ひとつついてはてててのてん～～ふたつついてもててのてん」

　日ひ溜だまりの中、城の中庭で一人の女の子がまりをついて遊んでた。

　桃もも色いろの着物を着たおかっぱ頭の女の子だ。髪の毛のおだんごかんざしがとってもかわいらしい。

「いつつついたらてんてんてててん」

　一曲終おわったのだろう。おかっぱ女の子はまりを抱かかえると城の方に目を向けた。

「お姉様まだしてるのかな？　おみあい」

　つまんなそうに呟つぶやいてから、女の子はまたまりをつき始めた。

「てんてんてんぐのてまりうた～～ひとつついてはててての……」

　その時だった。女の子の手からころんとまりが落っこちた。

「待ってええ」

　ぱたぱたおいかけたけど、まりはそのまま池にぽっちゃと落っこちる。

「ああああああ」

　池の真ん中の方まで行ってしまった。もう届かない。

　瞳にこんもりと涙がたまる。泣きじゃっくりをあげる女の子に、優しい声がかけられた。

「どうしたのかな？　桃もも姫ひめ様」

　振り返ると、若い男の人が立っていた。見覚えはあった。姉のお見合い相手。つまりここのお城の若わか殿との様だ。

　女の子は黙って池を指差した。

「なるほど」

　青年は軽く笑うと、ためらうことなく草ぞう履りを脱ぎ捨てる。足た袋びも脱ぎ着物も膝ひざの上まで持ち上げる。

「ちょっと待ってるんだよ」

　そう言うと、青年はじゃぶんと池の中に足を踏み入れた。

　女の子のまりを手に取り、青年は屈くつ託たくのない笑顔を向けた。

「はい、取れたよ」

　女の子の顔に笑えみが戻った。

　まりを片手に、岸に戻ってくる青年。だけど事故は起こった。

　おおかたコケの生おい茂った石の上にでも足を乗っけたのだろう。そのままつるっと景気よく滑る。

　じゃっばん！

　池の中に尻しり餅もちをついた青年。もちろん着物はびちょびちょだ。

　心配そうに見つめる女の子に、青年は笑いながら言った。

「はは、びしょびしょになっちゃったよ」

　とても優しい笑顔だった。

　その笑顔につられて、女の子は笑った。

　とても暖かくて、そして幸せな時だった。

　とても暖かくて……そして幸せな………。




　目が開いた。車の後部座ざ席せきに女性は座っていた。その尋じん常じようじゃないスペースだけを見ても、車がすんごい高級車だってことが窺うかがえる。

　オレンジ色の光が断続的に女性の頰ほおを撫なで過ぎていく。高速道路のトンネルの照明だ。

　やがてトンネルも終わる。静かに光を放つ夜の街が、車の窓まど越ごしに見えた。

「お目覚めになられましたか？　お嬢じよう様」

　リムジンを運転している男が口を開いた。ぴしっとしたタキシードに身を包んだ初しよ老ろうの紳しん士しだ。上じよう品ひんな眼鏡めがねと口くち髭ひげ、そして白い手て袋ぶくろ。世界紳しん士しコンテストで優勝してしまえそーなくらい紳士だ。

「夢を見ていました」

　女性は静かに呟つぶやいた。

「私の初恋の夢。気の遠くなるくらいに、ずっとずっと昔の夢」

「そうでございますか」

　男はそう言っただけで、深くは尋たずねなかった。

　そして、軽く息を吸い込み言った。

「もうすぐ到着でございます。ひまわり市に」

「そう」

　女性は窓に顔を近づけた。街の明かりが見えた。きっとそこがこれから向かう街なのだろう。

　女性は、そっと目を閉じた。
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「さてと、帰ろっか」

　つらく苦しい授業も終わった放課後、残ってる生徒もまばらな教室。

　いつものように鞄かばんにいろいろ突っ込んだマコトは、それを片手によいこらしょと立ち上がった。

「はい！」

「帰るでござる」

　すでに準備してた涼すず葉はとかなでもマコトの後に続く。

　適当に挨あい拶さつしながら教室の扉とびらへ向かってる時だった。

　よろめくような足取りで、教室に入ってくる人ひと影かげがいた。

　なんてことない。一年３６５日の間、３６４日は女の尻しりを追いかけてるって噂うわさされる男。福ふく本もと隆たかしその人だ。

　よろよろとやって来た福本は、マコトの肩をがっちと摑つかむとものすごい形ぎよう相そうで叫んだ。

「美人だ！」

　もちろん、これで何のことだか分かる訳がない。分かったらそいつは宇宙人か超ちよう能力者だ。もしくは妖よう怪かいサトリだ。

　もちろん、マコトは宇宙人でもなければ超能力者でもない。ましてや、妖怪サトリでもないから福本が何なに言ってるかなんてさっぱり分からなかった。

「何言ってるんだよ。どっかで頭でも打って来たんじゃないのか？」

　マコトの声なんか聞いてないように、福本はどっかと近くの席に座り込んだ。席の持ち主の女子がちょっとむっとした顔見せたけど、そんなものはおかまいなしだった。

「美人だったんだ」

　もう一度、福ふく本もとはその言葉を口にした。

「一ひと目め見た時に体に電気が走りやがった。そして俺は思った。そうか、これが恋なのかって。思えばこれまでここまでの気持ちは味わったことがなかった」

　ぶつぶつ呟つぶやいてる福本は、ちょっと無ぶ気き味みで近寄りがたかった。

　だけど、まあ一いち応おう友達だって言えないこともなきにしもあらずだし世話にもなってるしってことで、マコトは一応声をかけた。

「で、授業が終わってから今までのほんのちょっとの時間に、一体どんな出会いをして来たんだ」

「お前だって聞いたろ？　春日かすが」

　ちょっと危ないもんが入ってる瞳を、福本は向けて来た。

「一昨日おととい転校して来たっていう美人の噂うわさを」

「ああ、って言うか福本から聞いたんだけどな。えっと、三年生だったよね。なんかすっごいお金持ちの娘だとか」

「金持ちなんてレベルの話じゃないんだぜ。側そば之の小こう路じ産業の会長の孫だってんだからな」

「側之小路産業っていえば、耳かきから人工衛星まで作ってるっていうあれか。そりゃすごいや」

　マコトですら知ってる名前の登場に、感かん嘆たんの息を漏らす。

「毎日送り迎えにリムジンが来てるって噂もそりゃ噓うそじゃないな」

「マコトさんマコトさん」

　かなでがマコトの袖そでを引っ張った。

「リムジンって何ですか？」

「リムジンってのは車の種類。ものすっごい高い車なんだ」

「ものすっごい高い車……」

　かなでは頭に車を思い浮かべた。頭の中で車がぶ～～んって走る。その屋根をぐいぃぃぃぃんと上に引っ張る。

「あは、それは楽しそうですね。きっと見晴らしがいいんですよ」

「は？」

「どれぐらい高いんですか？　この建物の二階くらいですか？　それとも三階ぐらい？　まさか四階………は無理かさすがに。あ、でもこの時代ならありえるかも………」

　真剣に考え込んでるかなでに、涼すず葉はが言う。

「かなで。マコト様が言っている高いは、値ねのことでござるよ」

「え？　根っこも生はえてるんですか。背が高くて根っこも生えてるなんて。まるで木みたいな車ですねえ」

「違うでござる！」

　最近ではもう見慣れてきてるくノ一いち漫まん才ざいだ。マコトはやれやれって首を振ってから、福ふく本もとに視線を戻した。

「そのお金持ち転校生の先せん輩ぱいを放課後に見に行ったって訳か」

「そうだ。一昨日おとといも昨日も見には行ったんだがどうもタイミングが合わず見逃しちまっててよ。今日こそはって授業の終わりと同時に飛んで行ってみれば……はあ」

　また熱っぽい息を吐き出す。

「まさかあそこまで美人だったとは」

「そんなになのか？」

「ああ、なんて言うのかな。最近のギャルとは違う奥ゆかしさとゆ～～か何とゆ～～か。そ～～ゆ～～のを持ってるんだよ。大和やまと撫子なでしこって言うのかな？　あんなのを」

　福本はうっとりと天てん井じようを見上げる。きっとその瞳に天井は映ってないのだろう。もっともっと別の素す敵てきなもんが映ってるのだろう。

　だけど、何が映ってるかなんて知りたくもない。はっきり言わせてもらえば知ったこっちゃない。

「じゃあな。僕ぼく帰るから。まあ、失恋のショックで再さい起き不能にならない程度にがんばって」

　おざなりな激げき励れいの声をかけて、マコトはその場をあとにする。

　二、三歩歩いたマコトは、思い出したかのように振り向き尋たずねた。

「ところで、何て言うの？　その先輩」

　素敵なもん見つめながら、福本は呟つぶやいた。

「側そば之の小こう路じ………桃とう香か」




「美人の先輩か。福本があんなに大おお騒さわぎするくらいだもんな。どんなだろ？」

　靴を履はき替え玄げん関かんを出ながら、マコトは呟いた。

「興味あるでござるか？　マコト様」

「まあね、それなりに好こう奇き心しんってのもあるし」

「そうでござるか」

　ちょっとだけ不ふ機き嫌げんそうにそっぽ向いてから、涼すず葉ははぼそっと呟いた。

「奥ゆかしい美人…………杏あんず姫ひめのような方でござろうか」

「ん？　誰その人」

「誠せい之の進しん様の許嫁いいなずけでござる」

　涼葉は歯切れよく説明した。

「隣りん国こくの姫ひめ君ぎみで、その美び貌ぼうは評判になるほどでござった。拙せつ者しやも何度か会ったでござるが、女子の目から見てもそれはそれは」

「超ちようド級の美人の姫ひめ様が許嫁いいなずけだったのか。すごいな。誠せい之の進しんって」

　軽く一ひと息いきついてから、マコトは前々から思ってた疑問を口にした。

「でもさ、許嫁って親おや同士が勝手に決めた結婚の約束でしょ。本人達がいやがったらどうすんの？」

「そういうことも考え、何度かお互いに行き来して親しん睦ぼくを深めていたでござる」

「その杏あんず姫ひめって人と……誠之進が？」

「はい」

　こっくりと涼すず葉はは頷うなずいた。

「杏姫様の方は誠之進様のことを気に入っていたようでござった」

「誠之進は？」

「…………それは」

　涼葉は、少しだけ唇くちびるを嚙かみ締め呟つぶやいた。

「誠之進様は、民たみのことを一番に考えるお人でござったゆえ、その結婚で民が豊かになるのであればと」

「……………大変だな。若わか殿との様ってのも………」

　はるか昔に存在した自分と同じ顔をしていた誠之進って若殿様に、少しだけ同情してから、マコトは考えた。

「しかし、そのお姫様の方は誠之進のことを気に入ったってことは…………そして誠之進と僕は顔はそっくりさんで性格もちょっと似てるってことは………つまりだ」

　マコトは、これまでの人生で一番真しん剣けんな顔して呟いた。

「僕もまだまだ捨てたもんじゃないかもしれん」

　そう考えるとなんか嬉うれしくなって、マコトはへらへら笑った。

「マコトさん、ど～～したんですか？　なんかうすら笑いを浮かべて」

「え？　いや何でもない。あははははあ」

　うすら笑いを誤ご魔ま化かし笑いに変えると、マコトは校門を出た。

　と、脇に止められた黒くろ塗ぬりの高級車に気がつく。

「かなでさん。あれがそうだよ。さっき言ってたリムジン」

「え！　あれがそうなんですか！」

　かなでは大きな瞳にリムジンをしっかり映してから、つまんなそうに呟いた。

「背、低いじゃないですか。それに根っこが生はえてない」

「まだ言ってるでござるかこの口は」

　涼葉は、かなでの口ん中に二本の親指を突っ込むとび～～って左右に開いた。

「ひはひひはひへふ。ふふははん」

　またくノ一いち漫まん才ざいが始まってるよ。

　マコトはやれやれって息いき吐はき出してから、丁てい寧ねいに嚙かみ砕くだいて説明した。

「かなでさん。ほら、あんな車そんじょそこいらじゃあんまし見ないでしょ。すっごい高級車なんだよ」

「そういうことでござる。分かったでござるか？」

　涼すず葉はは、先せん輩ぱいぶると自信たっぷりに言った。

「そんじょそこいらにはない珍しい車のことを、りむじんと呼ぶのでござる」

「なるほど～～そういうことだったんですね。やっと分かりました」

「いや、分かっちゃダメだよ。間違ってるから」

　ちょっと嚙み砕きすぎたかなってマコトが苦にが笑わらいを浮かべた時だ。

「あ、マコトさん。もう一台リムジンが来ますよ」

　かなでの指差す方向に、マコトは目を向けた。

　リムジンと呼んだら本当のリムジンがショックで自殺しかねない究極のポンコツ車。それががったんごっとん音をたてながらやって来る。

「いや、あれをリムジンなんて言っちゃダメだよ。本当のリムジンが可哀かわい想そうだから。あれはポンコツカーって言うんだ」

「ポンコツカーですか」

「そうそう、なかなか飲み込みが早いね」

　車の名前レクチャーをしてるマコトの耳元で、涼葉が囁ささやいた。

「マコト様……拙せつ者しや、あの車に見覚えがあるでござる」

「え？」

「確かに藤ふじ嵐あらし城じよう跡あとに…」

「ああああああ！」

　その時になって、マコトは気がついた。近寄ってくるポンコツカーの正体に。

「よぉ！　マコト。まだ生きてるようだな」

　ふわふわアフロにきらりんと輝く眼鏡めがね。マコトの先輩の花はな滝たきセンパイだ。

　この町の歴史に詳しく、涼葉を過去から来た忍にん者じやだと見み抜ぬいたというなかなか鋭い人でもある。

　だけど頭はアフロだ。

　これでナウイと思ってるからちょっとおかしい人だ。

「花滝センパイ………もしかして大学をクビに？」

「馬鹿を言うな。ちょっと調べたいことがあって来たんだ。それに………」

　花滝はにやって笑った。

「約束通り、大学の女友達からもらって来てやったぞ。女の子の服。ここに来る途中でお前ん家ちに置いてきたから」

「ありがとう花はな滝たきセンパイ！」

「何なに言ってるんだ。かわいい後こう輩はいの頼みじゃないか」

　ちょっと体育会系けいにありがちな感動の空気が流れた。

　そんな空気の中、マコトはふっと思った。

　どう見たって女友達がいそうじゃないしな、花滝センパイ。どっかから盗んで来たのかも。

　でもまあ、そんなことはどーでもいいだろう。後で警察に聞かれても、『僕は知りませんでした』って言えばそれで終わりだ。うんうん。

「ま、あれから何かあったか聞きたいし、ちょっと話したいこともあるから乗んな。送ってやるよ」

「本当っすか。どうも」

　マコトは一いち礼れいすると助手席に乗りかけた。と、考え直し振り返る。

「涼すず葉は。前の席の方が酔よわないからこっちに乗りなよ」

「その……拙せつ者しやは遠えん慮りよするでござる。走って帰るゆえ」

　後ずさる涼葉だけど、かなでの手がぐいっと押す。

「まあまあ涼葉さん。いいじゃないですか」

　さっさと涼葉を押し込み、かなでは意気揚よう々ようと後部座ざ席せきに飛び込んだ。

「わ～～～い。アタシ一度乗ってみたかったんです！」

「…おい、マコト。その娘は誰だ？」

「血ち桜ざくらのくノ一いちです」

「血桜ってのは、お前さんを追いかけてる忍にん者じや集団の名前だろ。どうしてそんなのが一緒に」

「いろいろあったんです」

　しみじみとマコトは吐き出した。

「まあ、詳しい話は車の中でします」

「そうだな。じゃ、行くか」

　花滝センパイとマコトも車に乗り込み、ポンコツ車はスタートする。

「あ、ちょっと寄り道してくがいいよな」

「え、別にいいすけど」

「そうかそうか」

　花滝は不ふ敵てきに笑えみを浮かべた。

　その寄り道が、地じ獄ごくのドライブになるってことに、マコトと涼葉は気がついてなかった。
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　女性は、静かな足取りで玄げん関かんを出た。

　長い黒くろ髪かみの美女。すごい癒いやしの波動を振りまいてる。きっと測そく定てい器きがあれば、すごいマイナスイオンが検けん出しゆつ出来ることだろう。

　男子生徒だけでなく、女子生徒をもその波動の虜とりこになる。事実、なんか頰ほおを赤く染めてる女の子達もいた。困ったもんだ。

　周りに注意を払うこともなく、女性は歩みを進め校門をくぐる。

「お迎えにあがりました。お嬢じよう様」

　リムジンの扉が、初しよ老ろうの男によって開かれる。

「ありがとう」

　そっと呟つぶやき、女性はリムジンの後部座ざ席せきに乗り込んだ。

　すぐに、男の運転で車が動き出す。

「ヨーロッパの旦だん那な様からお電話がありました」

「お父様から？」

「はい。変わりはないかと」

「まだ一週間しかたってないっていうのにね。お父様も心配性だわ」

　女性はやれやれと一ひと息いきついた。

「どんな親でも、娘のことは心配なのですよ。とくに独り暮らしともなれば」

「独りじゃないわ。時とき田たもいるし、それにおミツだって」

「いえいえ、私めらでは役やく不足でございます」

　男、時田はゆっくりと首を振った。

「しかしお嬢様。一つだけお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「何？」

「旦那様のもとへ行くのは日本の高校を卒業してからにしたい。その気持ちは分かります。しかし何な故ぜこの街なのでございますか？」

　女性は窓の外を見つめてから、静かに口を開いた。

「日本を離れる前に、思い出して起きたかったの」

「？」

「ずっとずっと昔の思い出……」

　時田は何も言わずに、眼鏡めがねの中の瞳を細めた。

「ねえ、時田」

「何でございますか？」

「家に帰る前に寄って欲しいところがあるのだけれど」

「かしこまりました。どこでございますか？」

「私がやって来た………あの場所」

　時田は少しだけ表情を強こわばらせた。

「あそこには連れていくなと、旦那様より言いつかっております」

「何な故ぜ？」

「不安なのでしょう。お嬢じよう様が消えてしまうことが」

「大丈夫よ」

　女性は軽く笑えみを浮かべた。

「あんなことが、そう何度も起こるはずないじゃない」

「…………少しだけでございますよ」

　そう念を押すと、時とき田たはハンドルを回した。
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「お～～し、着いた着いた」

　花はな滝たきが車を止めた。

　その途と端たん、マコトと涼すず葉はは二人そろって車を飛び出した。

　そのまま近くの草むらに飛び込む。

「おえええええええええええええええええええええええええ」

　しっかり青春の叫びしてる二人に、花滝はかっかと笑いながら言った。

「なんだなんだ。二人ともだらしないな。かなで君を見なさい」

　かなでは元気だった。むしろ元気さはパワーアップしてる。

　花滝センパイはともかくとして、なんで車くるま初体験のかなでさんが平気なんだろ？

　込み上げてくるもんを抑えながら、マコトは疑問に思った。

　きっと遺い伝でん子し的に乗り物酔よいに強い血けつ統とうなのかもしれん。

　そう結論づけると、幾いく分ぶん楽になった体を持ち上げた。

「にしても花滝センパイ。家まで送ってくれるってのになんでいきなり山道に突っ込むんですか？」

「ちょっと寄り道したいって言ったろ。ここさ」

　顎あごでくいっと花滝は指した。

　そこに延びる石段。そして文字の刻まれている石せき柱ちゆう。

「ここは……」

『上かみ加か神社』そう、涼葉と初めて会ったあの神社だ。

　ようやく復活した涼葉も、うつろな瞳でその文字を瞳に映した。

「拙せつ者しや達が時を超えた場所でござる」

「ちょっと調べたいことがあってね。よいこらしょっと」

　花滝は、ポンコツ車の後ろハッチを開けると、妙みような装置を引っ張り出した。

「さ、行こうか」

　装置を小こ脇わきに抱かかえて石段を上っていく。

「は～～い」

　ぴょこんぴょこんとかなでもその後に続く。

　あの二人は宇宙飛行士にだってなれるんじゃないかって、マコトは思った。

「涼すず葉は、大丈夫か？」

「………大丈夫でござるよ」

　と言うものの、あんまり大丈夫そうな顔じゃなかった。

　肩をすくめて、マコトは言った。

「ゆっくり行こうか」




「も～～遅いですよ！」

　宣せん言げん通りゆっくり石いし階段を上って来た二人を、かなでが笑いながら叱しかりつけた。

「マコト様はともかく、涼葉さんがこんな階段くらいでへばってちゃいけません。瘦やせても枯かれても忍にん者じやなんですから」

「階段のせいじゃないでござる！　これは車の！」

「涼葉。とりあえずそっちで休んでなって」

「そうでござるな」

　かなでと会話してたら治るもんも治らなくなってしまう。そこのところは涼葉も理解したのだろう。少し離れたとこの石の上にそっと腰を下ろす。

「で、花はな滝たきセンパイは？」

「花滝センパイさんならあそこで穴を掘ってますよ」

「穴を掘ってる？」

　小こ首くびを傾かしげながら視線を向ける。

　しゃがみ込んで何かをしている花滝がいた。よく見ると別に穴を掘っている訳でもなさそうだ。

　巨大な金属の棒を何本も地面に突き刺している。そしてその棒から伸びるコードをへんてこりんな装置に接続する。

「花滝センパイ。何やってんすか？」

　マコトの質問には答えず、花滝はパチパチとスイッチを操そう作さした。

　へんてこりんな装置のメーターが振れるのを確認し、花滝は声を上げた。

「やっぱり思った通りだ」

「何が？」

「この土地だよ。普通じゃ考えられない微び弱じやくなパルスが流れてるんだ」

　興こう奮ふんした口く調ちようで花滝は続けた。

「この微弱なパルスこそ、タイムスリップゲートの秘密を暴あばくカギかもしれんぞ。謎なぞを解き明かせば次にゲートがいつ開くか計算出来るかもしれん」

　一人でアフロ揺らしてる花はな滝たきに、マコトが「ん？」って尋たずねた。

「でも、タイムスリップには雷かみなりの力が必要なんすよね。雷が落ちないとゲートって開かないんじゃないんすか？」

「俺もそう思ってたんだがな、雷も何もない日にも、神かみ隠かくしが起こったという記き述じゆつを見つけたんだ。そこでおや？　と思ってな」

「………つまりどういうことなんすか？」

「俺が考えるに、おそらく揺り返しではないかと」

「揺り返し？」

「雷の力で開いたゲートが、一度だけではその力を失わず過去と未来を行ったり来たりするのではないか。つまり、このパルスを計算すれば、次にゲートが開く日にちと時間が分かる可能性もある！」

「つまり、それが分かれば……」

「涼すず葉は君達が元の時代に戻ることが可能ということだ」

「………………ちょっと待ってくださいよ」

　マコトはぶすっとした。しまくった。

「涼葉がいなくなったらボクはたちまち血ち桜ざくらの忍にん者じや達の餌え食じきに」

「だから、その血桜をうまいことその開く時間におびき寄せてしまえばな」

　つまりそうすれば………。

「危ない人達ははるか昔にタイムスリップ。僕は平へい穏おん無事な毎日を取り戻すってことか」

　マコトは小こ踊おどりして喜んだ。

「で、そのゲートの開く時間ってのは」

「うむ、計算が出来たら連絡するよ」

　でっかなアフロで花滝は言った。

「まあ、あと五十年のうちには一回くらい」

「………………もういいです」

　マコトはため息いき一つ吐き出した。

「喜んだ自分がなんか可哀かわい想そうになってきました」

「まあ待て。もしかしたらその一回が明日かもしんないんだぞ。来週かもしんない。来月かもしんない。まあ、今日のところはこれを記録してっと……あ？」

　花滝はあせあせとポケットの中をまさぐると、軽く舌した打うちした。

「メモ帳を車に置いて来ちまったな。悪いマコト。取って来てくれよ。ダッシュボードに入ってるから」

「は～い」

「あと一緒に入ってるクマちゃんの筆ふで箱ばこもな」

「へいへい」

　軽く返事を返してから、マコトは背を向けた。

「あ、アタシも一緒に行きますぅ」

　かなでが手を上げた。

　ちなみに涼すず葉ははと言うと。

「ううう、気持ち悪いでござる」

　まだまだ乗り物酔よいのとぐろに巻きつかれてた。
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「五十年のうちには一回くらい、何年逃げ回れって言うんだよホント」

　ダッシュボードをがさごそしながらマコトは呟つぶやいた。

「でも花はな滝たきセンパイさんってすごいですね。あんなからくりぴこぴこってやっちゃうんですもん」

　かなでが感かん心しんしたように言った。

「大学って大きな寺てら子こ屋やに通ってるんですよね。そこで習ったんですね」

「どうだろ？　確か花滝センパイって文ぶん系けいだったような気がするし。きっと独どく学がくだろうな。ま、昔から頭はわりといい人だったからな。その頭を真ま面じなことに使わないから困りもんなんだけど。お、あったあった」

　ノートと筆箱を持ち上げた時だ。ちゃんと閉まってなかった筆箱がぱっくりと口を開けた。いろんなもんが散ばる。

　ペンや何かは問題ないんだけど、丸くなった消しゴムが一つ、ころころ坂を転げ出した。

「おいおい、待ってくれよ」

　かなでにとりあえずノートと筆箱を押しつけて、マコトは消しゴムを追いかけた。

「お～～い待ってくれよ」

　その手がやっと消しゴムにかかる。

「やった！」

　思わず顔に笑えみを浮かべた瞬間だった。

　ドカッ！

　マコトは車とケンカして敗北した。

　こんなとこに車なんか滅めつ多たに来ないからと安心してたのが事故の原因だった。

　軽く飛んでアスファルトに叩たたき付けられる。

「あべし！」

　すっげえ痛かった。

「マコトさん！」

　駆けつけて来たかなでがマコトに歩み寄る。

　時を同じく、停車したリムジンから運転手らしき男が慌あわてて出て来た。

「大丈夫でございますか？」

　リムジンと一緒に生まれてきたかのよーな紳しん士しの登場に、マコトはちょっと緊きん張ちようした。

「だ、大丈夫でございます」

　ちょっと打ち身くらいにはなるだろうけど、車もかなり速度を落としてたってのもあり大きな怪け我がはない。

「大変申もうし訳わけございませんでした」

　男は深々と頭を下げた。

「どうお詫わびをしていいのか」

「あ、僕の方こそ急に飛び出したんで。すみません」

　ぺこぺこ頭を下げながら、視し界かいに入るのは自分がぶつかった車だ。

　やばい、僕がぶつかったせいで傷でも出来てたらどうしよ！　修しゆう理り代だいいくらぐらいかかるんだろ？　百円二百円じゃないよな。やっぱり。なんてったってリムジンだもんな。

　くっついてくる○の数を想像し、マコトが青ざめてた時だ。

　リムジンの後部座ざ席せきが開いた。そして、ゆっくりと女性が姿を現す。

「うわ～～」

　かなでが、マコトの耳元で呟つぶやいた。

「すっごい美人さんですねえ」

　かなでの言う通りだった。長い黒くろ髪かみの、落ち着いた感じの美人。そして着ているのは紛まぎれもない向日葵ひまわり高校の制服。

　リムジン、美人、向日葵高校の制服………ってことは……。

　マコトは気がついた。目の前にいるのが、話題の美人転てん校こう生せいセンパイだってことに。

　えっと、名前は確か……。

　マコトが思い出すよりも早く、美人転校生センパイが口を開いた。

「その制服は、向日葵高校の方ですね。私、三年五組の側そば之の小こう路じ桃とう香かといいます」

「ど、どうも。二年三組の春日かすがマコトっていいます」

　あたふたとマコトは自己紹介した。

「同じく、二年三組の木き桜ざくらかなでっていいます」

　元気よくかなでが自己紹介した。

「大変申し訳ございませんでした。すぐに車で病院へとお送りします。時とき田た」

「はい。かしこまりました」

「ちょっとちょっと、病院なんていいですってば。ほんとたいしたことないんですから」

「いいえ、何かありましたら大変ですから」

　桃とう香かが歩み寄って来る。そしてマコトに手を差し伸べ………。

　！！！！！！！

　桃香の手が止まった。その瞳が見開かれる。映っているのはマコトの顔だ。

「あの、僕の顔に何か付いてますか？」

　桃香の口から、震える一言が発せられた。

「せー兄様」

「はい？」

「せー兄様だ…………せー兄様だ」

　桃香の顔に笑えみが浮かぶ。それまで漂ってた大人おとなびたオ～ラが薄れ、無む邪じや気きな、子供のような色が走る。

「せー兄様ぁぁぁぁぁぁ」

　ムギュ！！

「どあああああああああああ！」

　いきなり抱き付かれたもんだから、マコトはおおいに慌あわてふためいた。

「あの、側そば之の小こう路じセンパイってば。ど～～しちゃったんですってば。ねえ」

「会いたかったよ。せー兄様!!」

　すっごい美人のセンパイに、こんなふうに抱きつかれちゃったら、そりゃあもう頭の中はカーニバルだ。細さい胞ぼうの一つ一つがサンバなんか踊っちゃってもう大変ったらありゃしない。って言うか暴ぼう動どうが起こるぞ、おい。

「い、いかん。なんか気が遠く……」

　マコトの精神の危機を救ったのは、涼すず葉はの鋭い叫びだった。

「マコト様！」

　しゅばって舞い降りた涼葉は、桃香に向かって叫んだ。

「貴き様さま何者！」

　しっかりと右手は腰の後ろに隠かくしてる短刀にあてがわれてる。

　その気になれば一瞬で相手をぶった斬きることの出来る抜ばつ刀とうの体勢だ。

　しかしそんな涼葉も、振り向いた桃香を見た途と端たん、ド驚おどろきの表情になる。

「！！！！そんな、そんな………杏あんず姫ひめ様！！！」

「ぶぶ～、残念でした。涼葉お姉ちゃん」

　桃香はあははって笑って言った。

「桃もも姫ひめだよ」

「も、桃姫様ぁ！」

　ドドドド驚きの声が、峠とうげに木精こだました。

「どういうことなんでしょ～～ね～～。マコトさん」

　首を傾かしげて聞いてくるかなでに、マコトは脳のう味み噌そカーニバルだから（気持ちだけ）サンバのリズムで叫んだ。

「………分からんぞ～～～！！」
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　マコト宅の居間。ちゃぶ台には合計六つの茶ちや碗わんが置かれてる。いい感じにほうじ茶が湯ゆ気げをたてていた。

　マコトはずずずって音をたててお茶をすすると、口を開いた。

「僕に分かりやすいように説明してくんないかな？　その……」

　すぐ隣にちらっと目を向けた。

　マコトが平然としていられない要因がそこにはいた。

　幸せ街道まっしぐらって顔つきでマコトに寄り添ってる桃とう香かだ。

　こんな美人のお姉様がぴっとりくっついてるんだ。相そう当とう修行をつまなきゃ平へい常じよう心しんなんか保てない。

　マッチ棒の先っちょほども修行してないマコトは、ミラクルそわそわしながら言葉を吐き出した。

「側そば之の小こう路じセンパイが誰なのかを」

「拙せつ者しやが説明するでござる」

　涼すず葉はが軽く身を乗り出した。

「桃もも姫ひめ様。藤ふじ嵐あらしの国の隣に位置していた桑くわ之の実みの国の姫様でござる。先日少しお話しした、誠せい之の進しん様の許嫁いいなずけであられた杏あんず姫ひめ様、その妹いもうと君ぎみでござる……………しかし」

　涼葉は困こん惑わく気味に桃香を見つめた。

「何な故ぜ、桃姫様がこのような所に………。それに桃姫様は確か六つか七つでござったが」

「どうしてここにいるかって答えは、あれしかないだろ」

　芋いもよ～かんをぱくつきながら花はな滝たきが口を開く。

「ザ・タイムスリップ！」

「おっしゃる通りです」

　桃香がこっくりと頷うなずいた。

「お話しします。どのようにして私が戦国時代よりこの時代へやって来たのかを。幼い頃の話なので少し記き憶おくがおぼろげな部分はありますが」

　ずずってお茶を一口すすってから、桃香の話は始まった。

「ある日、城に使者がやって来ました。使者が持ってきた手紙を見て、父は青ざめました。それから数日の後のち、私は籠かごに乗せられ城を出ました。私ははしゃいでいました。またいつもみたいに藤ふじ嵐あらし城じようへ行くのかとばかり思って」

　桃とう香かは寂しく目を細めた。

「その手紙の内容や私の役割が分かったのは、この時代に来て歴史を調べた後のことです」

「手紙の差出人は、餅もち月づき徳とく永ながってとこだろうな。藤嵐城が焼け落ちた後に国を乗っ取った戦国大だい名みよう。手紙の内容は……おおかた、人ひと質じちを差し出せとでも書いてあったんだろう」

「その通りです。事実、その籠かごは私の国のものではなく周りを囲む侍さむらい達も知らない人達でした。四本杉の家か紋もんを覚えています」

「四本杉。餅月の家紋だ」

　確信を込めて呟つぶやく花はな滝たきに、桃香は感かん嘆たんの息を漏らした。

「お詳しいのですね。花滝さん」

「まあな、高校の時は郷きよう土ど歴史研究部だったからな。部長もやったんだぞ」

　花滝はちょっと得とく意い気げに鼻の頭を搔かいた。

「で、それから？」

「私の国から餅月の国に向かうには藤嵐の国を通ります。それは、いつも藤嵐城へ行く時に通っていた道のため、疑いは抱きませんでした。疑問を覚えたのは曲がるはずの角を素す通どおりしたからです。やがて辺りがうっすら暗くなり、雨が降り始めました。それはどんどん強くなり、やがて雷かみなりの音も聞こえ出しました。雨やどりのため、小さな神社に足を踏み入れました」

　皆が想像した通りの名前が、桃香の口から漏れた。

「上かみ加か神社です。私はそこで泣きじゃくりながら尋たずねました。藤嵐城に行くんじゃないのかと、せー兄様のとこ行くんじゃないのかと。男達は笑いながら言いました。城なんか燃えちまったさ。誠せい之の進しんならくたばってるよって」

　心に突き刺さる言葉に、涼すず葉はの瞳が閉じられた。

「男達の話の全すべてを理解することは出来ませんでした。ただ、藤嵐の城が焼け落ちたことと、せー兄様が死んでしまったということは幼い私でも分かりました。だけど、信じられませんでした。自分で確かめなくちゃ信じられる訳がありません。だから私は、社やしろを飛び出しました。その時でした……」

「カミナリさんが落っこちて来たんですよね」

　かなでのとぼけた声に、桃香はゆっくり頷うなずいた。

「そうです。辺りが光に包まれ………気がつくと雨の降る境内けいだいにいました。辺りは真っ暗でした」

「そこからは、この時とき田たがお話ししましょう」

　それまでほうじ茶をすすってるだけだった紳しん士しな老人、時田が口を開く。

「その前に自己紹介をば。私は時田睦むつ夫お。側そば之の小こう路じ産業の創立者、側之小路克かつ彦ひこ様にお仕えし早はや三十年。雨の日も風の日も、旦だん那な様を陰より支え、そして……」

「時とき田た。余分な話はいいわ」

　桃とう香かにたしなめられ、時田はコホンと咳せきをした。

「旦だん那な様と奥様を乗せた車を私は運転していました。忙しい合間をぬっての温泉旅行の帰り道だったと記き憶おくしております。そこは夜の峠とうげ道みち、しかも小雨が降る中の運転。ライトを全開にしハンドル握っていた時です。突然、小さな人ひと影かげがライトに照らし出されました。慌あわてて急ブレーキを踏み衝しよう突とつは免まぬがれました」

　老人らしからぬ歯切れよい声で続ける。

「私はすぐに車を下りました。そして見たのです。車の前にへたり込み泣きじゃくる着物姿すがたの女の子を。もちろん付近の警察に向かいましたが、身元は分からず。お子様のいらっしゃられない奥様がすっかり情じようにほだされてしまいまして。身元が分かるまでは自分の手元に置いておきたいと」

　当時の光景を思い浮かべたのか、時田は目を細めた。

「結局、身元は最後まで分からず旦那様が正式な手続きをし養よう女じよといたしたのでございます」

　最後に、大きく息を吐き出してから時田はこの一言で締め括くくった。

「今から、十三年程ほど前の話でございます」

　長い長い説明は終わった。

「なるほど、戦国時代では涼すず葉はより後にタイムスリップしたけれど、やって来たのは涼葉よりもずっと前で、その結果そんなに大きくなっちゃって……ああ～～ややこしい」

　頭を整理しようとして余よ計けいに穴を広げてもがいてるマコトに、桃香は優しい瞳を向けた。

「でも………嬉うれしい。せー兄様とまたこうして会えるなんて。……本当に嬉しい」

　この世の全すべての幸せを嚙かみ締めたような微笑ほほえみだ。マコトにしちゃ窒ちつ息そくしかねない威い圧あつ感かんを覚える。

「その……さ、申し訳ないんだけどさ」

　延えん命めいのため、マコトは口を開いた。

「僕は………藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんなんて名前じゃないんだ。春日かすがマコトなんだ」

「分かっています。この時代に会わせた名前を持っているのでしょ」

「そうじゃなくて………僕は生まれたのも育ったのもこの時代なんです。誠之進って人じゃないんです。その、たまたまそっくりだってだけで」

「またご冗じよう談だんを」

「冗談じゃないよ。どう証明すればいいのか分かんないけど」

「こんなもんでどうだ？　証しよう拠こになるだろ」

　花はな滝たきが財さい布ふから一枚の写真を引っ張り出した。

「中学の時に俺とお前とで撮とった写真だよ。お前にやろうと思って持って来たんだ」

　そろって写真を覗のぞき込んだ。丸まる坊ぼう主ず頭でセーラー服の二人が並んでる。片方は花滝。そしてもう片方は。

「あ～～～マコトさんです。くりくり頭でかわいいなぁ」

　かなでが声を上げた。

「マコト様。これは確か女子の格かつ好こう。まさかこのような趣味が」

「ち、違うよ。文化祭の時に女じよ装そう大会があって、花はな滝たきセンパイに引っ張られて無む理り矢や理り出場させられたんだ。趣味とかじゃなくて」

　必死になって説明するかたわら、桃とう香かは真剣な顔つきで写真を見つめていた。

「こんな……それじゃ」

「分かるだろ。もしマコトがタイムスリップして来た若わか殿との様ならば、そんな写真はありえないんだよ。そんな童どう顔がんの写真は」

「………それじゃ、それじゃせー兄様は？　せー兄様はいったい」

　誠せい之の進しんのことを、どう切り出せばいいのか悩むマコトに変わって、涼すず葉はが確信を口にした。

「誠之進様は、もうこの世にはいないでござる。ずっとずっと昔。今より五百年も前に、亡なくなっているでござるよ」

「そ……んな………」

　桃香の体がすっと脱だつ力りよくした。瞳に影が走る。

「神様がお願いを聞いてくれたと思ったのに。なのに………なのに……」

　瞳から大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。

「お嬢じよう様」

　時とき田たが差し出したハンカチを握り締めると、桃香は部屋を飛び出して行く。

「慰なぐさめに行こっと！」

　立ち上がりかけるかなでを、涼葉が止めた。

「待つでござる。今は好きなだけ泣かせてあげた方が心が落ち着くでござるよ」

「でも……」

「それに、抜ぬけ忍にんしたとはいえかなでは血ち桜ざくら。誠之進を死に追いやった集団の一員。こじれれば無意味な恨うらみを買うことになるかもしれないでござる」

「……分かりました」

　うじゅ～～って顔で、かなでは持ち上げてた腰を下ろした。

「お嬢様も可哀かわい想そうな方なのでございます」

　ずずって茶をすすって、時田が口を開いた。

「昔の旦だん那な様は少し神しん経けい質しつすぎました。お嬢様をまるで籠かごの小鳥のように扱っていたのです。お嬢様は孤独な日々を過ごしておりました。そんな中、心の拠より所どころを遠い記き憶おくの中に求めたのでしょうな」

　静かに、息をつく。

「お屋や敷しきで七夕たなばたをした時、お嬢じよう様の短たん冊ざくに、書かれた言葉。『もう一度せー兄様に会いたい』。それを目にした時には、この時とき田た。胸が痛くなりましたぞ」

　しんみりとした空気が居間に流れた。なんかこう、息苦しさを覚えたマコトが湯飲みに手を伸ばしたその時だった。

　ガッチャ～～ン！　バタバタバタ！

　なんか、普通じゃない音が外から聞こえてくる。それに、かすかだけど悲鳴のようなものも。

「なんなんだ？」

　玄げん関かんへと向かった面めん々めんは、その光景を見た。黒くろ服ふくサングラスの男達が桃とう香かを車に押し込もうとしているところだった。

　車は盛大な音をたててぶっ飛んで行く。

　迷うまでもなく誘ゆう拐かいだ（ここまで誘拐っぽい誘拐は珍しいだろう）。

「お嬢じよう様、今この時田が参りますぞ……ああ、タイヤがパンクさせられている！」

　時田が頭を抱かかえて叫び声を上げた。

「かなで！　行くでござるよ！」

「あ、はい」

　くノ一いち二人がこっくりと頷うなずき合うと、しゅばって姿を消す。

「マコト、俺らも行くぞ」

「え？」

「早くしろ！」

　さっさと乗り込んだポンコツカーから花はな滝たきが叫ぶ。

「は、はい！」

　ポンコツカーに乗り込む。扉とびらが閉まるか閉まらないかって時にアクセルが思い切り踏み込まれた。

　エンジンが精せい一いつ杯ぱいの悲鳴を上げて、ポンコツカーはスタートした。
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「この車で追いつくんすか？」

　いっぱいいっぱいに息切れしてるポンコツカーの中、マコトは運転席の花滝に尋たずねる。

　とてつもなくあっさりとした返事が返って来た。

「まあ無理だろうな」

「ちょっと花滝センパイ」

「向こうは……ベンツなんだ。残念だが涼すず葉は君とかなで君でも追いつくのは無理だろう」

「それじゃ」

「安心しろ！」

　花はな滝たきは運転しながら器き用ように胸を張ってみせた。

「俺達にはここ育ちって強みがあるんだから」

「は？」

「ここの道の特とく徴ちようは知ってるだろう。まっすぐに延びて向こうで大きくカーブしているんだ」

「そりゃ知ってますけど」

「つまり、近道して先回りしてしまえばいい」

　花滝がハンドルを回す。車の鼻はな面づらが道路の側面に向けられる。

「ちょっと待ってくださいよ！」

　マコトはかなきり声を上げた。

「確かに理り屈くつは分かるけど、分かってるんすか？　ここは近道なんか出来るとこじゃないんすよ」

「確かに、少し勾こう配ばいのきつい坂だが」

「坂って言ったら坂が尻尾しつぽ巻いて逃げ出します。ここは崖がけですよ。林のふりしてますがそりゃあもう転がり出したら止まらないって言うか落っこちるだけの」

「昔むかし自転車で下りたことがあるだろ？」

「花滝センパイに無む理り矢や理り連れられてね。全身打だ撲ぼく。それに自転車はおしゃか。よく生きてるのかと今でも不ふ思し議ぎです」

「カモシカってな、こういった坂を平気で」

「車はカモシカじゃありません！」

　マコトの叫びに、花滝はしぶしぶと言った。

「分かったよ。こんな時のために用意してたものがあるんだ」

　指先をとあるボタンに伸ばす。

「このボタンさえ押せば」

「え？」

　むわさか！　車から羽根が生はえて来るとか、レッグがニョッキと出て来るとかするのではでは！

　だけど、そんな改造は施ほどこされてなかった。

　ボタンがぽちっと押されると、ただ音楽が流れ出しただけだった。

　ちゃんちゃかちゃんちゃかちゃんちゃかかちゃんちゃんちゃかちゃんちゃかちゃんちゃかちゃん（ロッキーのテーマソング）

「ロッキーじゃないですか」

　目をぱちくりさせるマコトに、花滝はいやな笑えみ浮かべて言った。

「これで勇気が出るだろ」

　アクセルが踏み込まれる。車がまた悲鳴を上げる。

「そんなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」




「お嬢じよう様は大人おとなしくしてるか？」

「へい、薬を嗅かいでぐっすりおねんねさボス」

「へっへっへ、あの側そば之の小こう路じ財ざい閥ばつの一人娘むすめだからな。とてつもない身みの代しろ金きんが取れるぜ」

「まったくだ。まさかあんなチャンスが回ってくるとはな。監かん視ししてたかいが…」

「ボス！」

「何だよ」

「見てください。へんてこな奴やつらが追いかけてきます」

「なんじゃありゃ？」

「くノ一いちっすね。日につ光こう江戸村で見たことありやす。あの格かつ好こう」

「どうしてあんなに速く走れるんだ？　こっちは車なのに」

「分からん。分からんが、このままじゃ追いつかれる。もっとスピードを出せ！」

「了りよう解かい！　前日本アマチュア無む謀ぼう運転選手権で優勝した俺のドライビングテクを嘗なめてもらっちゃ困るってもんだぜ」

「行け～～～！」




「く、追いつけないでござるか」

　涼すず葉はが歯は嚙がみする。

「涼葉さん。アタシに任せてください。これを思い切り投げれば」

　でっかい爆ばく弾だんを取り出すかなでを、涼葉は怒ど鳴なりつけた。

「馬鹿！　桃もも姫ひめ様まで吹っ飛ばすつもりでござるか！」

「すみません～」

「とにかく、走り続けるでござる。見失わないように」




「だああああああああああああああああああああああ！」

　マコトは悲鳴を上げていた。悲鳴くらい上げたくなるってもんだ。

　これに比べれば、遊園地のジェットコースターが玩具おもちやに思える。少なくとも向こうは命の保証が付いてるから。

「花はな滝たきセンパイ！　花滝センパイ！　前に大木、前に大木があるってば！」

　返事は返って来なかった。ちらっと横を見るとどうやら意識がどっかに旅だっちゃってる様よう子すだ。

「あんばらっしょ！」

　やるせない気持ちを一言で表すと、マコトは隣から手を伸ばしハンドルをぐいっと回した。とりあえずの危機は逃れる。

　だけど、危機は次から次へとやって来る。

「ええい、なるようになれだ！」

　ハンドルをぐりぐり回しかろうじて危機を避けていく。そして光が見えた。

「とうとう、とうとうこれでゴールか」

　だけど、ゴールはあんまし気持ちのいいものじゃなかった。

　車が飛び出したとこは、明らかに空中だった。

　道路はなんか、下の方に見える。

「ああああああああああああああああああああああああああ！」




「ぬおおおお！」

　いきなり目の前に車が降って来たら、いくら、全日本アマチュア無む謀ぼう運転選手権で優勝したドライビングテクでもどうしようもない。

　慌あわててハンドル切る。目の前に広がってたのは田植えを終えたばかりのどっぷりした水すい田でんだ。

「ぬあああああああああああああああ！」

　どっぷり!!

　車は、しっかりと泥にまみれた。




「お、僕のお尻しりが……お尻が……」

　ひーひー言いながらマコトは車を出た。

　落下時の衝しよう撃げきがモロにお尻に来てるのだ。

「怪け我がしてたらどうしよ」

　軽くズボンの上から触ってみる。

「あ～～大変だ二つに割れてる！　そりゃ最初からだっちゅうねん」

　お約束なギャグをかまして自分で突っ込んでから、マコトは辺りに目を向けた。

「先回り出来たとしても、これからどうしよって言うんだ？」

　と、水田にしっかりとつかる車を見つけた。

「ありゃ？」

　そして、開いた後部座ざ席せきの扉とびらから覗のぞくのはほっそりとした白い手。

「側そば之の小こう路じセンパイ！」

　マコトは水田に足を踏み入れた。ずっこずっこ足音をたてながら車へと向かう。

　車の中には、ぐったりとした桃とう香かがいた。

　誘ゆう拐かい犯はんらしき男達の姿もあったけど、みんな目をナルトにしてる。今ならなんとかなりそうだ。

　よっこらしょっと桃とう香かを車から引きずり出し、マコトは歩き出した。

　ずっこずっこ音をたて泥の中を進み、田んぼを出て数歩歩く。と、

「動くな！」

　後ろからとってもいやな声が聞こえて来た。振り向くと、やっぱりいやな光景だった。

　誘拐犯の一人が自分に向かって拳けん銃じゆうを向けてるんだから。

「よくもやってくれたな！」

「そ、それはどうも」

「誉ほめてねえ！」

　テンションがぎゅいんと上がる。いつトリガーが引かれたっておかしくない状況だ。

「マコト君スーパーピンチ」

　マコトが小声でつぶやいたまさにその時。

　風を切って飛んで来た手しゆ裏り剣けんが、誘拐犯の手から拳銃をはじき落とした。

「やっと追いついたでござる」

「涼すず葉は！　かなでさん！」

　しゅばってやって来たのは、我らがくノ一いちコンビだ。

「桃もも姫ひめ様をかどわかしただけでなくマコト様にまで危き害がいを加えようとするとは、許さないでござるよ」

「うふふ、覚かく悟ごしてくださいねえ」

　かなでの手に、いろんな武器が握られた。とんがってたり硬そうだったりとげとげしてたり、どれもこれもさぞかし痛いんだろうなって武器だ。

「あの……その……話せば分かる。な、その、あの」

「問もん答どう無む用ようでござる！」

「です」

「うぎゃあああああああああああああああああああああああ！」

　誘拐犯の悲鳴が響ひびき渡った。




「あのあんましやりすぎないよ～～にね」

　二人にそー告げると、マコトは近くの柔らかそうな草むらに桃香を横たわらせた。

「側そば之の小こう路じセンパイ。側之小路センパイ。大丈夫ですか？」

「ん……ん」

　桃香がゆっくりとその瞳を開く。

「よかった。無事で」

　安心の笑えみをこぼすマコトに、桃とう香かの瞳が涙で満まん杯ぱいになる。

「あ～～ん、せー兄様ぁぁぁぁ」

「うわあああああ！」




「お願い、もう許して」

「許さないでござるよ！　このこのこの」

「あ～～側そば之の小こう路じセンパイさんがマコトさんに抱きついてるぅぅ！」

「ええ！！！！」

　可哀かわい想そうな誘ゆう拐かい犯はんは、かなでの一言でなんとか救われた。
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「どうも、本当にありがとうございました」

　夕方のマコト宅前。パンク修理が終わったリムジンを背中に、桃香はゆっくりと頭を下げた。

「皆様には危ないところも助けていただいて。いずれこのお礼はちゃんとさせていただきます」

「いや、そんなお礼なんて」

　マコトは妙みように恐きよう縮しゆくして首を振った。だけどその隣でかなでがぶっ放した。

「アタシ、カップラーメンがいいなあ。この間あいだ置きっ放しで来ちゃったの後から捜しに行ったけどなかったの」

「か、かなで！」

「え？　何ですかぁ？」

　きょとんとするかなでに、涼すず葉はとマコトは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした。

「そんなものでよければ喜んで用意させていただきます」

　桃香は深々と頭を下げると、時とき田たによって開かれたドアからリムジンに乗り込もうとする。

　だけど、何を思ったのかくるりと振り向いた。

「私、考えました」

　そう前置きしてから、桃香は言った。

「確かにあなたはせー兄様じゃありません。だけど、きっとせー兄様の生まれ代わりだと」

　涼すず葉はと同じパターンだなってマコトは思った。だけど、同じじゃなかった。

「きっと、私はあなたと結ばれるために、この時代に来たのだと」

「ええええええええええ！！！」

　この発言にはみんなが驚いた。

　もちろん、一番驚おどろいたのは他ならぬマコトだったりする。

　浅あさ瀬せに打ち上げられた深しん海かい魚ぎよみたいにいっぱいいっぱいになってるマコトに、桃香は穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「大好きなせー兄様とは決して結ばれる運命ではありませんでした。せー兄様はお姉様の許嫁いいなずけ。それに、年の差がありましたもの。それでも思い続ける私のために、神様が微笑ほほえんでくれたのかと」

「ちょい待ちちょい待ちちょい待ち」

　待ってくれなかった。

「私、決めました」

　桃とう香かは、少しだけ頰ほおを赤らめて言った。

「これからは、マコト兄様って呼びます。これからもよろしくお願いいたします」

　素早く桃香が近づく。そして、マコトの頰に素早くチューした。
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「それではまた。マコト兄様」

　それだけ言うと、真っ赤な顔で桃香はリムジンに乗り込んだ。高級車ならではの静かな振動音おんをたててリムジンは走り去っていく。

　残された面めん々めんは、何て言っていいんだか分かんない沈ちん黙もくに包まれてた。

「しかしま～～もてるなお前」

　アフロ頭をもそもそ搔かきながら、花はな滝たきが呟つぶやいた。

「実際にもててるのは誠せい之の進しんであって僕じゃないんだから、なんか素直に喜べないよ……それに」

　マコトは、軽く体をぶるるってさせた。

「なんか波乱の予感がする。すごいする」




　波乱は、思ったよりも早くにやって来た。

　波乱は、お昼の時間にやって来た。




「さ～～て、購こう買ばいにパンでも買いに行こっか。涼すず葉は、かなでさん」

　三人で購買に向かおうとした時だ。

「マコト兄様！」

　教室にやって来る桃とう香か。しかも、なんかかわいらしい包みを持ってる。

「あの、マコト兄様のためにお弁当を作ったんです。どうぞ」

「………あ、ありがと」

「それじゃ」

　桃香はぺっこり頭を下げると、はにかみながら教室を出て行った。

「あ～～よかったですね～マコトさん。お弁当作ってもらって」

　かなでが無む邪じや気きに言った。だけど無邪気じゃない人達もいた。

　どっちかって言えば、そっちの人の方がえらくたくさんいた。

「はっはっは、なんか一瞬にして世界を敵に回した気分だ」

　苦しく笑うマコト。事実その通りだった。

「春日かすがぁぁぁぁぁぁぁぁてめえええ」

　福ふく本もとを筆ひつ頭とうに、なんか詰め寄ってくるのは恐い顔した男の方達だ。しかも運動部の三年生とかもいる。スーパーピンチだ。

「春日ぁぁぁぁてめええ」

「あああああ、福本もセンパイ達もそんな顔しちゃ。そのですね、これにはいろんな訳が」

「ちょっと校舎裏うらに来いや」

「いろいろと聞きたいことがあっから」

「ちょっとあああ、待って」

　軽く担かつぎ上げられたマコトは、救いの瞳を涼葉に向けた。

　助けて涼葉！

　そんなオ～ラを飛ばしただけど、きっぱり無む視しされる。

「あっちょっと!!　ねってば。あ～～」

　マコトは連れてかれてしまった。

「いいんですか？　涼葉さん。マコトさん助けなくて」

「いいでござる。さ、購買に行くでござるよ」

「は～～い」

　教室を出て歩くことしばらく。それまで黙ってた涼すず葉はが不意に口を開いた。

「なぁ、かなで」

　確かつ固こたるもんをぎゅっと詰めて、涼葉は言った。

「明日から、交代で弁当を作るようにしないでござるか？　マコト様の分も含めて。誤ご解かいしないで欲しいでござる。これは家計のためでござるよ！　そう、家計のためでござる！」





第十話　おわり　　　












　　　にん吉にん美のおまけコ～ナ～




声『にん吉きち』

声『にん美みの』

二人の声『おまけこ～～な～～』




　煙とともに二人が現れる
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にん吉『どうも皆さんこんにちは。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの血桜にん吉です』

にん美『同じく、血桜忍群下忍の血桜にん美です。よろしくね』

にん吉『このコーナーは視聴者から伝でん書しよ鳩ばとで寄せられたおハガキを紹介し、また質問にお答えしようというコーナーです。てっきり第一回で終わると思ってたのですが、せっかくキャライラストまで描いてもらったのに一回こっきりはもったいないんじゃないかってことで、第二回を迎えることになりました』

にん美『それでは、最初のお便りから。山やま梨なし県在ざい住じゆうの初はつ島しまでお皿をパリンパリンさん、二十一歳さいの方からの質問です』




★『血桜虎牙ベンガルの腕から爪が出て来たんですけど、あれはどういうトリックですか？』




にん吉『ハッキリ言います。トリックじゃありません』

にん美『あの爪は文字通り、腕から出てきます。虎牙様は腕の中に鉄の爪を仕込んでます。筋肉の動きでその爪を出し入れすることが出来るんです』

にん吉『そんなに驚くことじゃありません。血桜忍にん者じやには体に武器を仕込んでる人は一いつ杯ぱいいます』

にん美『中ちゆう忍にんのウニ丸まる様なんか、全身に針を仕込んでます。戦う時には全身から針を出して敵に突っ込んで行きます。恐いです。痛いです。トゲトゲです』

にん吉きち『血ち桜ざくらは凶きよう悪あくなまでの強さを追い求めてきた忍にん者じや集団だから、強くなるためなら体に武器を仕込むなんて屁へとも思いません。体に火か薬やくを仕込んでる人だっているし、生き物を仕込んでる人だっています』

にん美み『あ、念のために言っときますけど、かなで様の胸には何も仕込んでませんので』

にん吉『かなで様の胸は、本人と同じく天然です！』

にん美『という訳でした。初はつ島しまでお皿をパリンパリンさん。分かったかな？　それでは次の質問。山やま梨なし県在ざい住じゆうのガリガリ君いっつも落っことす君、二十一歳さいの方からの質問です』




★『わに太た朗ろうくんの護ご衛えいをやってる忍者の兄妹きようだいのことを教えてください』




にん吉『わに太朗様の護衛っていうと、オロチ様とミカゲ様のことですね』

にん美『オロチ様とミカゲ様のことを一言で説明するならこの言葉に限ります』

二人『わにコンです』

にん吉『マザコンって言葉あるじゃないですか。他にもファザコンとかシスコンとかファミコンとか……最後のはちょっと違うか』

にん美『オロチ様とミカゲ様は明らかにわに太朗様コンプレックスです。わに太朗様のことになると目の色が変わります。履り歴れき書を書く時、趣味の欄らんに『わに太朗様』って書いちゃうような二人です』

にん吉『だけど、バカにしちゃいけません。オロチ様とミカゲ様は、伊だ達てに中ちゆう忍にんをやってる訳じゃありません。すんごく強いです。ヘビを使った不ふ思し議ぎな忍にん術じゆつを使います』

にん美『きっと、これからもわにコンっぷりがどんどん発はつ揮きされると思います。ガリガリ君いっつも落っことす君、楽しみにしててください。それでは、最後の質問です。山梨県在住のピザポテト毎日食くうぜ君、二十一歳の方から』




★『下げ忍にんの人達はみんな顔を隠かくしてますが、にん美ちゃんはいいんですか？』




にん美『いや～～ん、痛いとこ突かれちゃったぁ』

にん吉『え～～基本的に僕ら下忍は顔を見せちゃいけないことになってます。たくさんいる下したっ端ぱの顔なんか一つ一つ見てられっかよっていうよく分からない理由です』

にん美『忍しのび服のアレンジも、下忍はしちゃいけないことになってます。中忍になってからは好きな刺し繡しゆうを入れてもいいし、袖そでやなんか切っちゃってもいいことになってます。下忍の私がこんなふともも見えちゃう忍び服を着てるのは本当は規則違い反はんなんです』

にん吉『ちなみに、僕の忍者服も普通のとはちょっと違ってるんだ。規則違反だよ』

にん美み『本当よね。頭に木この葉はのアクセサリーついてるものね』

にん吉きち『どうしてこんな格かつ好こうが許されているか？　理由は一つ』

にん美『それは、私達が、上じよう忍にんの血ち桜ざくらいっぽく堂どう様が操あやつってる人形だか………』




　どろんどろんどろんどろん（煙が出て強きよう制せい終了）










　　　あとがき




　え～～、このシリーズを始めるにあたって一番苦く労ろうしたこと。

　それは名前です。

　マコトと涼すず葉はとかなでに関しては、わりかし早く決まったのだけれども、血ち桜ざくら忍にん者じやの名前はほんとに悩んだのです。

　血桜忍にん群ぐんの頭とう目もく、血桜わに太た朗ろう君の名前もかなり悩みました。

　血桜わに太朗。

　わに太朗、さめ太朗、くも太朗、おに太朗、たまねぎ太朗、れんこん太朗、かまきり太朗、うに太朗、いも太朗。

　いろんな案の中から悩みに悩み抜いて、最終的には「いいやもうこれで！」って投げやりに決めました。

　もし、れんこん太朗にしていたら、れんこんの着ぐるみを着て登場していたことでしょう。

　よかった。れんこんにしなくて。

　血桜虎牙ベンガルって名前も悩みました。

　毒どく鬼おにとか毒どく猪いのとか鬼おに首くびとか、筋きん肉にく丸まるとかヒゲ造とかいろんな名前を並べて会議をしたけれど（担当さんと宮みや須す弥みさんと三人で）どうもしっくりこず……。

　家に帰ってワープロを目の前にして考えることしばらく……。

　何も出てこないのでテレビをつけました。

　僕ん家ちはケーブルテレビに入ってて、そのチャンネルの一つにアニマルプラネットってのがあります。動物のことばっかやってる専門チャンネルです。

　そこで、ベンガル虎とらの特集をやってました。

「あ、これでい～や」

　やっぱり投げやり新記録で、虎牙ベンガルの名前は決まりました。

　呆あきれるくらいいい加か減げんです。

　だけど、小説なんて元をただせばぽっとした思いつきの発はつ展てん形けいに過ぎないので、これでい～～やなんて思ってます。

　だけど、考えます。

　もしあの時、テレビでやってたのがベンガル虎ではなく、ヤンバルクイナの特集だったとしたら。

　ジャイアントパンダの特集だったとしたら。

　熱帯魚のポリプテルスセネガルの特集だったとしたら。




●血ち桜ざくら矢やん晴ばる苦く違い菜な

●血桜蛇じや意い案あん斗と班ぱん堕だ

●血桜歩ぼ利り府ぶ手て瑠る須す背せ値ね画が留る




　う～～～ん。

　よかった。ベンガル虎の特集で。


阿あ智ち太た郎ろう






　追つい伸しん




●最近、睡すい眠みん大魔王になってます。起こされなかったら十二時間くらい眠ってしまいます。いかんいかん。

●ＵＦＯキャッチーでゲットしたブルテリアのぬいぐるみが何かみょ～～に気に入ってます。一度、実物を触ってみたいと思います。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、いまは東京都の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）などがある。
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いつもどこでも忍２にんにんニンジャ②




暗あん殺さつデートは素す敵てきにどっきゅん








阿あ智ち太た郎ろう
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